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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「死ねよ、×××××」

見渡せば、まわりは敵だらけだった。









　懐中電灯ＬＥＤの光の中を、黒髪のしっぽが逃げ回っていた。

　俺はそれを追いかけて真っ暗な通路の中を疾走している。

　黒髪の主は明かりひとつない道のりを躊躇ためらいなく走り続けていた。

　速さと引き換えにとても危なっかしい、我が武む者しや羅らな走り方。

　何か重たそうなものを抱えている身体からだは常に前傾姿勢で、両足はもつれていつ盛大に転んでもおかしくなかった。

　分岐点で左右に首を振ったときに見えた横顔は──

　間違いない。

　やっぱりあれはあいつだ。

「待ってくれよ、ジュン!!」

　目いっぱい手を伸ばし、二、三度空くうをかいてようやく手首をつかんだ。

　いつか雨の屋上でつかみ取ったのと同じ、細くて滑らかな手首だった。

　少女の喉から悲鳴があがる。

　追跡者の手を払おうと必死に暴れる少女は、その追跡者が俺だってことに、まだ気付いていない。

「落ち着けジュン！　俺だよ、よく見ろって！」
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　彼女の名は子ね籠ごめジュン。

　俺たちは、よりにもよってこんなわけわからない場所で、わけわからない事情で。

　２年ぶりとなる再会を果たしてしまった。























>>6h before. ■






　目覚めたら暗闇の中にいた。




　人間は本能的に暗闇を恐れる生き物らしい。

　はあーん、そうなんだへー？　ぐらいにしか思ってなかった。

　時代は西暦２０４０年。街は夜でも明るい。

　色鮮やかな電子広告ホロアド。全国的に投影ホログラム式への差し替えが進む信号や道路標識。道行く人たちがこぞって操作する最新型ホロ式ケータイの画面ホロの光。

　人間が暗闇を恐れていたのは人類がまだ動物だった大昔の話であって、現代いまを生きる俺にはまるで無関係な話だと思っていた、わけだが。




　街では最新技術先輩を前に大人しくしていた暗闇くんがここぞとばかりに本気出してた。

　本気出した暗闇を表現するには真っ暗なんて言葉じゃ足りない。真っ黒だ。




　目覚めた俺の手の中にケータイがあった。

　服装が高校生活２年目になってようやくなじんできた制服ブレザー姿だったことから、意識を失う直前まで予備校からの帰り道を辿たどっていたことを思い出す。

　通学鞄かばんはなく、唯一の持ち物であるらしいケータイを使って親や友達にメッセージを送ろうとしたけど、送信ボタンを押しても返ってくるのは《メッセージの送信に失敗しました》という乾いた文言。地図で現在位置を確かめようとすれば《エラーが発生しました》と無責任に告げて終了する始末だった。

　外部との連絡は一切不可能。

　ただ、内部の人間とは謎の掲示板を通じて話をすることができるらしい。

　いつの間にかホーム画面に追加されていたその掲示板へのショートカットボタン。

　スレッド名には《ロルゲ開催します》とあった。
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「──送信、っと」
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Ｄａｅｍｏｎの言うこと信じてるやついる？
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　普段ゲームやＳＮＳとかで利用している名前コテハンを使って書き込みをした。

　まあ、信じてるなんて答えるやつはいないと思うけど。

「なんだよ、人間を殺すコンピュータウイルスって」

　コンピュータウイルスはあくまで《コンピュータ》の《ウイルス》であって、人体に感染するリアルウイルスにたとえてウイルスという名を使っているにすぎない。

　数値の集合体でしかない情報が、計算機コンピユータではなく生身の人間に感染する？

　あるわけがない。

　いくらテクノロジーが溢あふれる時代になったって人間まで機械になったわけじゃない。

　俺のこの肉体だって親父おやじとおふくろが愛し合った末に受精して着床して、おふくろの腹ん中で約十と月つき十とお日かを過ごしておんぎゃあと生まれてきた身体だ。

　古臭いＳＦ小説にドヤ顔で描かれていたような人間製造工場で生まれたわけでも、身体の一部を機械化しているわけでも脳みそがネットに直接つながっているわけでもない。

　近年の目新しい技術革新と言えば、電子部品の微小ナノ化が進んで電器製品が軒並み超小型化されたこととか、大気中のチリに投射して映像を結ぶ投影画面ホロスクリーン技術が普及したこととか、体調記録機能と個人番号の認証機能を兼ね備えた体内埋め込み型システム《ＥＢＳ》が導入されたこととか──どれもこれも至極現実的でつまんないことばっかりだ。

　人間を殺すコンピュータウイルスなんてものがあったら……まぁ、面白そうではある。

「ねーよ」

　面白くもないし存在するわけがない。

　二つの意味で「ねーよ（笑）」と突っ込みながらケータイの画面をＯＦＦにした。

　そろそろ隣に座る少女に話しかけてもいい頃合いかもしれない。

「ジュン、大丈夫か」

　まるい卵みたいに縮こまっていた少女の身体が、びく、と震えた。
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　……ジュンは見るからに弱りきっていた。

「まだ気分落ち着かない？」

　ジュンはコマ落ちしたみたいなぎこちない動きで俺の問いかけに頷うなずき返すと。

「めん」

　と、ジュン独特の個性的なしゃべり方で答える。

「めん、ごめん」

「謝ることないって。この状況じゃ仕方ないし」

「めん……、めん。ぐ、すぐ、つく。すぐ、おちつく、から。めん、んと、ほんとうに、めん、なさ」

「ああ、無理にしゃべんなくていいから。気にしないで休んでろよ」

　真っ青に青ざめた唇がかたかた震え続けている。真っ白い目元には暗闇でもはっきりとわかるくらい濃いクマが描かれていた。

　俺は頰ほお杖づえをつき、垂れた黒髪の間から彼女の横顔を見て考えていた。

　──相変わらずなんだな、このしゃべり方。




　子籠ジュン。17歳。高校に通っていれば、今年で高校２年生。

　俺とは幼稚園のころからの仲だから、幼なじみ、と呼んでもいいのかもしれない。

　性格は超がつくほどの臆病。たとえるなら、《大きな音が苦手な小動物》って感じだ。

　ジュンがこんなにもたどたどしい口調でしゃべるのは、あまりの恐怖に口がまわらなかったから──ってわけではない。ジュンはいつもこんな口調で話すのだ。

　何か話そうとすれば、言葉が転倒して何度も言い直す。文字を書こうとすれば、単語の一文字を微妙に間違える──たとえば《うさぎ》が《うたぎ》になったり、《そら》が《そな》になったりする──という具合だった。

　ジュンは小さいころからずっとこう。

　詳しい事情は俺もよく知らないけど、普通の人間にとってはなんてことのない《言う》《書く》ということがジュンにとっては物もの凄すごく難しいことなんだそうだ。

　ジュンは昔から集団生活においては大人たちから何かと気を遣われ特別扱いされる存在だった。

　逆に同世代のガキたちからは、そのたどたどしくておかしなしゃべり方を面倒くさがられたり、面白がられたり、キモがられたりして。

　……まぁ、ぶっちゃけて言ってしまうと。

　ジュンはいつも、陰湿なハブりやイジメや暴力の標的にされていたわけだ。




「会うの、久しぶりだよな。……ああ、キツかったらしゃべんなくていいから。俺がしゃべりたいだけ」

　ジュンは俺と目を合わさず、小さく頷く。

　ジュンにとって話すことは身体的な理由よりも精神的な理由で負担になりやすい。気持ちが弱っている今は無理にしゃべらせないほうがいいと思った。

「ジュン、高校は行ってないんだってな。バイトしてるんだって？　お前のばあちゃんから聞いたよ」

『うん』と言うように頷いた。

「実はさ、お前がバイト出てたときにお前ん家ち行ったことあってさ。一回だけだけどな。ほら、お前ってケータイ持ってないから、家に行かないと会えないし、何してるかなーって気になっちゃって」

　ゆっくり沈むみたいに頷いた。『そう』って感じの反応。

「俺、今東京の学校通ってんだ。うちから電車で一時間。しんどすぎ。ほら、うちって親父とおふくろがアレだろ、見み栄えっ張ぱりだからさ。いい学校入れてくれたはいいけど、勉強勉強ばっか言われて肩身狭くって。やっぱ中学の頃が一番よかったよな」

　……ノーリアクションだった。

　俺は今の自分の言葉にジュンにとってのＮＧワードが含まれていたことに気付く。しまったと思ったときにはもう遅く、ジュンは自分の身体からだを抱くみたいにして壁際に小さく縮こまってしまった。

　これ以上縮まったら世界から消えてしまいそうなくらいに。

「悪い。中学のときの話は、嫌だったよな……」

　どこまで続くかわからない長い通路の奥で、本気マジになった暗闇が大口を開けている。

　ぎこちない会話をしている俺らのことを、じっと見ている。

　依然、最悪な状況に変わりないのはともかく。

「またお前の顔見れてよかったよ」

　そんな風に言っておいた。




　俺がジュンと最後に会ったのは２年前、中学３年の梅雨つゆのこと。

　その日ジュンは、屋上から飛び降りようとしていた。








>>2 bakusyou 2040/5/14 7:50　@　Area: ??? ■






　暗闇の中を無策で歩くのは危険だと思う。

　スレの中には出口を探そうと探索をしている連中もいるらしいが、どうにも賢い選択とは思えない。よって俺とジュンはこの場にとどまることを選択した。

　合流してから約２時間。会話することもなくただ壁に寄りかかって座り続けている。

　腹が減ってきた。

　ケータイが示す時刻はもうじき朝の８時。いつもならとっくに朝食を食べて学校に向かっている時間だ。あと２時間もすれば昼飯が恋しくなる頃になる。

　──俺たちいつまでここにいればいいんだろう？

　見れば掲示板の中にも弱音を吐く連中の姿が目立ってきた。

　連中と自分を励ますために、ひとつ前向きな書き込みでもしておこうと考えた。
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朝になったしそろそろ誰か探してくれるよ。こんだけいっせいに行方不明になってんだし家族とか友達とか








「たの」

　ずっと黙っていたジュンが、俺の手元を覗のぞき見みて何か言葉を紡ごうとしていた。

「ん？」

「たの、いた、……かい、たの？　いじ、ばん」

　たぶん、『掲示板に書いたの？』と聞かれた。

「うん、書いた。ちょこちょこ書いてんだ。同じ状況のやつと情報共有しておいたほうがいいと思って」

　ジュンはしょぼくれた目で俺を見るだけで、それ以上は聞いてこなかった。

　──そういえば、ジュンは掲示板を見てないのだろうか？

　Ｄａｅｍｏｎは俺たちの手元に『使い慣れた端末』を用意したと言っていたけど。




　俺はジュンが腕に大事に抱えているそれを見つめた。

　やけに古臭い形式のノート端末パソコン。

　いまどき投影ホロ式でもタブレットですらない、二つ折りの液晶型ノートパソコンだった。

　一昔前まではこうした液晶型端末が一般的だったと聞いたことがあるけれど、今やあらゆる機械がナノ化技術の恩恵を受けて超小型化されている。

『日常使う機械類は手のひらサイズが基本』であるナノ・ネイティブの俺から言わせれば、ジュンが我が子のように抱く黒い箱への感想はひたすら『デケェ』の一言に尽きた。

　まだナノ化されていない半導体の類たぐいがたっぷりとつめこまれたそれは、ジュンの細い腕にはとても重たそうに映る。

「それ、重いだろ。持っててやろうか？」

「っ！」ぶんぶんっと首を振られた。

「でも、ずっと持ってて疲れない？」

「ないっ、つかれ」

「遠慮だったらするなよ、俺は別に」

「ないっ、んりょ！」

　そのまま箱をぎゅううっと抱え込んでしまう。

　俺はあえなく引き下がった。

　意外だった。ジュンはあまり自己主張しないタイプなのに、こんなにも拒否されるとは。

「めん」

「ん？　あ、ああ、いいって」

　俺が黙りこくったので気を悪くしたとでも思ったんだろうか。

　確かにああまで拒否されまくると好いい気はしないけど、別に謝られるほどじゃない。

「でも、いざとなったら遠慮とかすんなよな、ほんとに──」




　ノートパソコンが奇声をあげた。

　ピ───という甲高いビープ音。

　俺もジュンの身体も跳ねた。




「びっ──くり、したぁ」

　鼓動が早鐘を打っているのを自覚していく一方で、ジュンはノートパソコンを開き慣れた手つきで操作し始めた。鳴り続ける警告音を止めようと必死になっている。

「めん、めん、ごめ」

「大丈夫か？　止められる？」

　問いかける間に音が止やんだ。停止させることができたみたいだ。

「──めん」

「大丈夫だよ。さすがに、ちょっとびっくりはしたけどな」

「…………」

　ジュンは引き続きノートパソコンを操作し始めた。

　きっと警告音の原因でも探っているんだろう。キーボードの上で細い指先が躍った。

　ジュンが叩たたいているのはホログラムの疑似キーボードではなくプラスチック素材で作られた本物マジモンのキーボードだ。普段ホロキーボードやタッチパネルに慣れている俺からしてみれば、指への負担が大きくてしんどそうに映る。

　そんな古臭い端末やめて最新型のホロＰＣにでも買い換えたらいいじゃん──なんて思ったけれど、無心でキーを叩いているジュンの邪魔をしないよう大人しく自分のホロケーをいじっていることにした。

　スレッドにＤａｅｍｏｎからの新着レスがあった。
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７）ゲームが本格化するまでの間、私から皆さんにミッションを与えます。

私から攻撃すべきターゲットを指定し、指定されたターゲットを殺害した方にはボーナスポイントとして通常よりも多くのゲーム内通貨を差し上げます。

逆にターゲットにされた方が１２８時間攻撃を逃れて生き残った場合には、ターゲットの方に逃げ切り報酬（ｌｕｌ）を差し上げます。
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では第一回のミッションターゲットを発表します。








「は……？」

　それは『人間を殺すコンピュータウイルスを使って殺し合いゲームをしろ』という狂言を繰り返すスレ主《Ｄａｅｍｏｎ》からの通達だった。

　Ｄａｅｍｏｎは俺たちがいつまでたってもゲームを始めないので、以降は自ら《殺すべき標的人物》を選択し俺たちに殺させることにした、らしい。

　標的として掲示されていたのは人の名前ではなく、見慣れない記号の羅列だった。






ターゲット）sq:zyq:zs:vy

１２８時間以内に殺害してください。ターゲットの方は１２８時間生き残ってください。








　……つまり。

　この記号は、俺を含む掲示板の中の誰かを表していて。

　Ｄａｅｍｏｎは『こいつを殺せ』と俺たちに言っている？




　ごく、と生唾を飲んだ。

　──って、何やってんだよ俺。こんなバカみたいな話信じたわけじゃないだろ？

　ハハと乾いた笑いをしながら自分にツッコミを入れ、画面を下へスクロールした。

　今の俺の心中そのまんまの書き込みを見つけてしまった。
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もし私だったとしたらお願い殺さないで








　──殺せるわけない。

『コンピュータウイルスで人間を殺せるわけないだろ』と、このスレッドにそう書き込んだときから俺の考えは１ナノメートルだって変わっていない。

　たとえそうだと信じていても、人間っていうものはわが身を案じずにはいられない生き物なんだろうか？

　意味不明な記号の羅列を見れば見るほど毛穴から嫌な汗が噴き出してくる。

　もしもこれが俺のことを示す記号だとしたら。

　俺はここの連中全員から《標的》にされて殺されるかもしれないってのか？




　静寂が通路を覆っていた。

　いつの間にかキーボードを叩く音が消えている。

「……ジュン？」

　一瞬の出来事だった。

　ジュンが突然駆けだした。

「──え!?」





■






「ジュン！　待てよジュン!!」

　ジュンは重たいノートパソコンを抱えて不格好な走りを続ける。

　案の定危なっかしく、案の定、ついに転んだ。

「あーあー……」

　呆あきれながら前のめりに倒れたジュンに駆け寄り、顔を覗のぞき込む。

「大丈夫か。どうしたんだよ、いきなり走り出して」

「っ……、……」

「パソコン大丈夫かよ。古いし今ので壊れてねーよな」

　ジュンが抱えていたノートパソコンは１メートルくらい先の床に放られていた。

　まだ立ち上がれないジュンの代わりに拾ってやることにする。

　画面がつくかどうか確かめてやろうとディスプレイを開いたとき、ジュンが「っ！」と悲鳴に近い声をあげた。

　悪い冗談みたいな警告画面が出ていた。
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「────」

　俺は、まだ地に這はいつくばるジュンの姿を見た。

　ジュンの表情は蒼そう白はくなんてもんじゃなかった。

　ほとんど死を目前にしたような絶望顔をしていた。

　標的にされていたのは、ジュンだった。

「……ジュン……」

　ジュンは俺からパソコンを奪い、また暗闇の中に消えようとした。

　走り出す寸前でジュンの手首をつかみ引き留める。

「待て、ジュン!!」

「っ──!!　っ──!!」

　パニックでもう言葉を紡げなくなっている。掠かすれた悲鳴を繰り返し繰り返し響かせて、俺の手を振り払おうとした。

「落ち着け──落ち着けって!!　大丈夫、大丈夫だよ！　殺せるわけないから!!」

　ジュンの抵抗が止まった。涙を溜ためた瞳を見開いて、俺を見つめた。

　俺は息をつき体内の酸素を入れ替える。

　まず俺が冷静になり、一時でも『標的にされたら』という恐怖心を感じてしまったことは棚に上げ、ジュンに言い聞かせた。

「人間を殺すコンピュータウイルスなんてあるわけがない。こんなのタチの悪いいたずらだよ。俺たちをもっと怖がらせようとしてるだけなんだ。信じたらこっちの負けだ」

　できるだけ微笑ほほえむことを心がけた。

　笑顔を取り繕うのは上手うまいほうだ。世渡り上手が功を奏して、社会的にはそこそこいい地位を築いている親父ゆずりかもしれない。

　普段はあまり好きになれない性質だけど、こういう時には役に立つ。

「だからこんな警告だって気にすることないって。もうすぐ助けも来るだろうし、また座って大人しくしてよう。な？」

「…………、…………」

　ジュンはうつむき、垂れた髪の向こうに表情を隠して、黙った。

　もう暴れたり逃げたりする様子はなさそうだ。俺は強めにつかんでいたジュンの手首をそっと解放した。

「もし」

　ジュンの口が開く。

　もし、もしと。うつむいたまま何度も言い直して問いかけた。

「もし、もし──ほんと、に、ころせたら？」

「っ……」殺せるわけないって言ってるのに。「だからっ。……」

　知らず苛いら立だってしまったことを反省し、心を落ち着ける。即席の笑顔を貼りつける。

「だから、殺せるわけないって。信じろよ」

「もし！」

　ジュンはそれでも繰り返した。

　もしもの話がしたい、らしい。




　何と答えてやればいいんだろう。

　怯おびえているジュンに。

　得体の知れない死を恐れているジュンに。

　死にたくないと願っているジュンに。




　雨の日の屋上を思い出した。




「……そっか」

　ひとつ、わかったことがあった。

「ジュン、お前、今は死にたくないんだな」

　ジュンが驚いたように顔をあげる。

　黒目がちの瞳を見開くその表情はあのときと同じだった。

　２年前、屋上から飛び降りようとするジュンの手をつかんで止めた、あのときと同じ。

「よかった。まだ死にたいって思ってたらどうしようかと思った」

　気の抜けた笑みが浮かんだ。こんな状況だってのにほっとしている自分がいる。

「あのとき、俺お前に言ったよな。覚えてる？」





■






　ジュンは屋上のコンクリートの縁を踏み越えようとしていた。

　俺はそのジュンの手をつかんで、『死ぬなよ』って叫んだ。

　ジュンはあの日、俺に何の相談もなく突然飛び降りようとした。

　俺はジュンがいじめられていたことは知っていたし、止めてやろうともしていたのに。

　悔しかった。

　ジュンに消えてほしくなかった。

　まだ俺のそばにいてほしかった。

　言いたいことはたくさんあった。

　けど俺は、とっさにその言葉だけをぶつけていた。

『俺がお前を守るから』って。





■






　目の前には今年17歳になったジュンがいる。

　うつむいて垂れた前髪の向こうで、あのとき俺が言った言葉を思い出してくれていればいいなと願った。そして。

「絶対守るよ」

　あとで考えたら恥ずかしくなるようなセリフを言っていた。えい構うな、続けろ。

「２年前はさ、あんなこと言っておきながら結局果たせずじまいだったから。だから、もしものときは俺がお前を守る、って……そんな答えじゃダメか？」

　ジュンは長く黙りこくっていた。

　互いに向かい合ったまま、そろそろ１分が経たちそうだ。

　やばい。ちょっとクサすぎる回答だったかも。

「と、とりあえず、またそのへんで座ってよう。な。このまま突っ立ってても仕方ないし」

　多少ごまかしついでに半身をひねったときだった。ジュンがぼうとつぶやいた。




「──むり」




　ジュンが走りだしていく。

「なっ……ジュン!?」

　脊髄反射で追いかける。

　三度目の鬼ごっこ。どうせまたすぐ捕まるか転ぶかだと思っていた。




　ジュンは暗闇に消えた。

　俺は、完全にジュンを見失った。
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　ほぼ無策のまま暗闇の中を歩き出して数時間経つ。

　ジュンは見つからなかった。

「ああ、くそ」

　胃を絞られるような気色悪い感覚がして、壁を背にずるずると崩れ落ちた。

　次の角を曲がれば姿が見えるかもなんて希望を抱いてはことごとく打ち砕かれた。角を曲がってエンカウントするのは、相変わらずなんの面白みもない通路と暗闇だけだ。

　閉塞感と疲労感と孤独感。

　それだけでもう十分死にそうだっていうのに、先ほどからますますひどくなってきた空腹感が絶望に拍車をかけてくる。

「やっぱ、独りでいるのはマズいな……」

　ジュンがいるときは『ジュンを元気づけなければ』と気を張ることができたけど、独りになった途端にこれだ。

　素の自分に戻るぶん感情のブレーキが利かない。しんどい。

「どこ行ったんだよ、ジュン……」

　溢あふれ出した感情がオーバーランする。

「なんで独りになろうとすんだよ……怖いんなら独りになんなよ、一緒にいればいいだろ。俺、そんなに頼りないかよ……？」

　去り際、ジュンがつぶやいた短い２文字がずっと頭に響いている。

　──何が『無理』なんだよ。

　──俺じゃジュンを守れないって、そう言いたかったのか？

　確かに２年前はそうだったかもしれない。

　俺はあんな約束をしておきながら、ジュンを守ることはできなかった。

　けど、それはジュンが敵前逃亡してしまったからだ。

　ジュンは自殺未遂の翌日から学校に来なくなり、教室の椅子も、講堂のパイプ椅子も空っぽにしたまま卒業した。

　俺はジュンが帰ってくるのを待ってた。いつだって約束を果たす準備はあったのに。




　深く呼吸する。

　オーバーランした感情を自分の中で厳密に定めた停止線まで戻した。

　ちょっとイライラしていた。反省しよう。今は不平不満を垂れている場合じゃない。

　すべては行動で示せ。これ、親父の受け売り。

「行くか」

　もう一度ジュンを探そうと背筋を伸ばしたときだった。

　ケータイが鳴った。

　ここへ来て初めて聞く通知音は、俺が普段友達と連絡を取りあうのに使っているアプリ《ＲＥ：ＮＫリンク》からの着信通知。届いていたのは２件のメッセージだった。

　差出人は見知らぬ人物。いつも他た愛あいないやりとりなんかで見慣れたポップでまぁるい吹き出しの中に、不穏な文字列が躍っていた。
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　体じゅうを気味の悪い温度が駆け抜ける。

「……んだよ、これ……」

　７氏……ななし……名無し、って読むのか？

　名無しは俺とジュンの状況を知っているようだった。

　２行分の吹き出しを見つめるうちに、名無しがさらに何かを送ってきたようだ。

　１秒ほどダウンロードによるタイムラグが起きて画像ファイルが表示される。

　その画像の中にジュンがいた。

「っ……!?」

　それはこの施設内と思おぼしき場所で撮られた写真で、箱みたいな部屋の真ん中に立ち尽くすジュンの姿を俯ふ瞰かんの位置からとらえていた。

　ジュンはひどく怯えた様子。部屋には窓も扉もなく、わずかな穴さえも見当たらない。

　──ジュンがどこかに閉じ込められている。

　そんな想像を抱かせるには十分すぎる一枚だった。
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　背中に光があたるのを感じ、振り返った。

　天井に取りつけられた古臭い蛍光灯が目に染みるような光を放っていた。

　今までどこへ行っても消えていた明かりがどうして突然。羽虫みたいにふらふらと光に吸い寄せられながらそう考えていたとき、そこから一つ向こうの蛍光灯にもテン、と明かりがついた。

　テン、テン、テン、テン。小気味よい音を立てて、その向こうの蛍光灯にも、その向こう側の蛍光灯にも──通路の奥の奥へ向かってどんどん明かりがついていく。

　まるで俺に行くべき道を示すかのように。
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　案内に従って道を辿たどっていくと、それまでずっとまっ平らだった通路の側面に、錆さびた戸が取りつけられているのを見つけた。

「部屋……？」

　この先の通路にも、ガラス窓を挟んでまったく同じタイプの戸が取りつけられている。

　コピー＆ペーストされたみたいな戸と窓の連続。ここはまるで。

「学校の廊下みたいだ」

　戸の上には何か白いプレートのようなものが取りつけられていた。

『３－Ａ』と書かれている。

「……マジかよ」

　廊下を歩き進んでいくと、各戸上のプレートは『３－Ｂ』『３－Ｃ』と続いた。

　行き止まりの戸には『音楽室』とあり、音楽室の手前には下の階へ続く階段やランプの消えた火災報知器なんかがあった。

　学校だ。

　外窓がないことを除けば、ここはまぎれもなく学校の廊下そのものだった。




　光の道案内はとある教室の前でぴたりと停止した。

『情報処理室』とある。曇った窓ガラスの向こうには青白い光が浮かび上がっていた。

　金属製の古びた引き戸に指をかけ横に滑らせようとする。が、重い戸は引いても引いてもびくともしない。

「っ……、開かないじゃん」

　ぼやいた瞬間ケータイが鳴った。
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　ガチャリ。指をかけたままの戸からそんな音がして。
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　もう一度指に力を加えてみると、戸はいとも簡単に開いた。
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　無機質な電子の匂いがたちこめた。

　耳をくすぐる程度の小さな駆動音がいくつも鳴っている。

　箱みたいにデカい15型ブラウン管モニター群が、薄暗い室内を青白く照らし上げていた。

「来たな、情弱」

　その男は教卓に一番近い席にいた。ボサボサ髪の後ろ姿をこちらに向け、手元のキーボードを絶え間なく叩たたきながら気だるそうな声で言う。

「急げ。お前らが信じる信じないのつまんねぇ議論してる間に、過去の経歴真っ黒なギークどもはこのウイルスの実用段階に入ろうとしてる。さっさと手を打たねぇと取り返しのつかないことになるぞ」

　──ＲＥ：ＮＫで見たのと同じ警告めいた言葉だ。

「お前が名無しか？」

「オフ会してる場合かよ、ばくしょう」

　思わず息を吞のむ。教えてもいない俺のハンドルネームを口にされた。

　男は振り返りもしないのに、まるで俺のその反応を目で見たかのように。

「いちいち驚くな。ここでは自分のことは全部知られてると思ってかかれ、情弱」

「…………」

　俺は猜さい疑ぎ心しんと警戒心を解かないまま、モニター群に挟まれた細い道を渡って男に近寄ろうとした。

　ここへ来てジュンに続いて二人目となる遭遇者には、ジュンと会ったときのような安心感は微み塵じんも覚えなかった。油断せず慎重に歩を進めていく道中、俺は一台のモニターの前で足を止める。

　そのモニターの中にはジュンの姿が映し出されていた。

「ジュン！」

　身を乗り出してモニターを見る。室内すべてのモニターに映し出されていたのはジュンを俯瞰の位置からとらえた動画で、それは先ほど送られてきた写真と同じ景色だった。

　動画の端には現在時刻が刻まれ、その横にある縦枠には誰かが打ち込んでいるらしいコメントが絶えず流れ続けていた。

　生放送の配信みたいだ。

　コメント枠の文字列はめまぐるしいスピードで上へ上へと流れていく。





14:27:21　めっちゃオロオロしてるこの子

14:27:28　かわいい。殺しちゃうのもったいなくね？ｗ

14:28:11　ロリコンはおかえりください

14:28:59　殺さないとマジ飢え死に

14:29:40　でもこのウイルス遠隔操作もできるんだし

14:30:01　ためしに俺が作ったの実験させてくんない？

14:30:17　ちょっと服脱がすだけ

14:31:09　[image: ]不覚にも見たいとか思ってしまった

14:31:45　こうして変態は飢え死にしていくわけか……

14:32:16　各自攻撃自由。好きにしろ

14:32:51　てか本当にこの子であってる？

14:33:30　殺してみればわかるんじゃね






　ふざけた会話だった。

　ジュンを殺すとか、脱がすとか、殺すとか。

「《ｌｏｌロル》で本当に人間を殺せるのか、ターゲットを使って試すんだと」

　男はやはり振り返らず、キーボードを叩きながら言った。

「こいつらは、ターゲットが発表されたときから彼女のことをずっと監視してた。この施設にある監視カメラを使って、一緒にいたお前のこともな。

　ああ、このエリアの監視カメラについては、全部俺が掌握してるから安心しろ。仮に連中がアクセスしてきても、ダミー映像が流れるようにしてある」

　男が片手で指さした天井には半球形の監視カメラが取りつけられている。

　男は手を戻すと再び両手で打ち込みを始めた。一度としてこちらを振り返ることはなく、目の前のコンピュータとだけ見つめあい会話している。

　俺はこいつの正体を言い表すのに的確な言葉を思いついた。

　人間を殺すコンピュータウイルスで殺しあえという馬鹿馬鹿しいゲームのために、Ｄａｅｍｏｎが世界中から集めたというそいつらの総称。

「……なぁ、お前って、もしかして──」

「できた」

　タン、と、これまでで一番強くキーを叩いて男は手を止めた。

「お前、とりあえずそのマシンから連中に向かって何か書き込んでみろ」

「え」

「恨み言のひとつでも書いてやればいい。できるだろう」

　俺の目の前のマシンからも、生放送に対してコメントを送ることはできるようだ。

　硬質なプラスチックのキーボードを叩けば今すぐにでも書き込める。

「何ボサッとしてんだよ。お前が俺のところに来たのは暗闇から彼女を守るためだろ？」

「っ……！」

　自分のことはすべて知られていると思えという言葉は本当だった。

　一度としてこちらを振り返らない男は、もう俺の心の中まで見透かしてるみたいだった。

「彼女を守りたかったら俺の言うとおりにしろ。お前たち情弱は暗闇に翻弄されるしかない。俺たちには暗闇が見える。俺は暗闇に怯おびえるしかないお前に力を貸せる」

　こちらをわずかに振り返った男の顔は、モニター光の逆光になってどんな造りをしているのかわからなかった。

　これも、俺が暗闇を見ることができない情弱だからなのか？

「さあ、どうする？　ばくしょうくん」




　俺は、ジュンをとらえた映像を見た。

　ジュンは唇を青くして震え、箱のような部屋の隅でうずくまっていた。

　打ち込まれるコメント欄はただただ醜悪さに満ちている。汚い言葉が、差別的な言葉が、卑ひ猥わいな言葉が、うずくまって震えるジュンを視し姦かんしている。

　文字だけの生き物たちが、気色悪い笑みを浮かべてジュンの監禁配信を見ている。




「……何書いてもいいんだな？」

　男は首肯した。

　俺は椅子に座り、ホコリをかぶったプラスチック製のキーボードに指を下ろした。

　一文字目、『Ｄ』キーを押しこむ。ホロキーボードと違って押した感覚が強い。けれど決して重たくはない。飛び跳ねるようにして次のキー『Ａ』を押す。

　ジュンを守る。

　頭の中はそれだけでいっぱいになっていた。




　短い文字を打ちこみ終える。

　たったの三文字。

　最後にタン、と《Ｅｎｔｅｒ》を押して送信した。





14:35:03　黙れよ






　なにげなく押したそのＥｎｔｅｒは、とてつもなく軽かった。





■






　青白い光が充満している。

　染色された空気がたゆたう中で、男はまだ、キーボードを叩き続けていた。

「──おい!!」

　震えた声がカタカタうるさい音にかき消された。

　もう一度声を張り上げた。悲鳴みたいな声になった。

「おい──名無し」

　得体の知れない心地に晒さらされていた。

　出力の安定しないモニター光に目を焼かれながら息を止めていた。

　最後にＥｎｔｅｒキーを叩いた右手の薬指が痛いほど冷たい。




　俺が書き込みをしてからもう５分以上が経過している。

　さっきまでものすごい勢いで流れ続けていたコメント欄は、フリーズを起こしたみたいにピタリと停止していた。

　ジュンを見ていた連中の気配は綺き麗れいに失うせて。

　俺の『黙れよ』を最後に、誰も、何も書き込まなくなった。




「誰も……答えないぞ……お前……なんか、したのか……？」

　トーンの安定しない声で尋ねる。

　何度見ても、いくら待っても、俺の『黙れよ』以下に書き込みが来ることはなかった。

「ユーザー数67か。ということは、俺とお前を除いて65人──」

　ようやく手を止めた男が次の言葉を継ぐまでの１秒間、あるわけがない、という否定が湧きまくった。

　そんなものあるわけがない。

　人間を殺すコンピュータウイルスなんてあるわけが。




「65人の閲覧者、全員死んだな」




　キィと椅子を引く音を立てて、男が背を向けたまま立ちあがった。

　青白く煙る世界に噓うそみたいな言葉が染みついていく。

「お前の書き込みにロルを仕込んでおいた。書き込みを閲覧しただけで人体に感染し、脳をオーバーフローさせて頭蓋を破壊するウイルスだ。今頃、モニターの向こう側の連中は、脳天から汚ねぇ脳のう漿しようぶちまけて死んでるだろうよ。

　その配信ページは今や《水飲み場》さ。水飲み場に潜む猛獣ウイルスはこれからノコノコとアクセスしてくる獲物にも猛威を振るう。獲物の脳を木っ端みじんに破壊する。

　──連中は黙った。お前の書き込み通りになったわけだ。お前のＥｎｔｅｒの一押しで、65人の馬鹿がいっせいに死んだ」

　頭がぐらついてまともに働かない。

　なのに男の言葉はしっかりと聞こえていた。

　右手の薬指には、とてつもなく軽く押せたＥｎｔｅｒキーの感触が残っている。

　震えてうまく嚙かみ合あわない歯の隙間から、ようやく否定を絞り出す。

「…………噓だ」

　噓だと。

　俺はコメントを書き込んだだけだ。

　黙れよって書き込んで、Ｅｎｔｅｒを押しただけ。

　それだけで人が死んだって？

　ヘンな笑いがこぼれる。

「噓だろ……。冗談よせよ……。Ｅｎｔｅｒ押しただけで人が死ぬ？　馬鹿言うなよ。そんなの、信じないからな……。

　だいたい、そんなの確かめようがないだろ？　コメント欄が止まったのだって、本当はお前がなんかして受信するのをやめさせたとか……本当はそういうことなんだろ!?」

　タン、とキーを叩く音がした。

　ほんの軽い音でしかないのに俺の身体からだは大げさに震える。

　男は俺の言葉の途中から再びキーボードを叩き始めていた。

　入力を終えると、相変わらず真っ黒い半顔を振り向けて尋ねた。

「確かめようがない？」

　──俺は愚かにも気付けなかった。

　楽しげに笑う口から漏れたのが、悪魔の問いかけだったってことに。




　赤い光が頰ほおを焼いた。

　目の前のモニターが赤い光を放っている。

　視線を向け、映し出されたソレを見た。

　最初はソレが何なのか判別できなかった。

　判別してしまった瞬間、全身に怖おぞ気けが纏まとわった。

　暗闇を見通す男が、見通せない俺に照らして見せたのは。




　潰つぶれた人間の頭だった。




　視界が揺れた。

　俺は椅子から転げ落ちていた。

　ごわごわのカーペットの上に盛大に尻餅をついて、赤いモニターから離れたくて離れたくて、抜けた腰をひきずって必死に後退した。

　世界を正確に視認できない脳が、赤だけに満たされ支配されていく。

「……ぁっ……ぁあ……………!?」

　声が声にならない。

　モニターの中は地獄なんてもんじゃなかった。

　地獄絵図でももっと綺麗な血しぶきが描かれるだろう。現実はぐちゃぐちゃだった。

　世にも最悪な死体の自撮り画像は、撮影者がむき出しの脳天を惜しげもなく晒していた。

　頭に仕込まれた爆弾かなにかで内側から破裂させられたみたいになった頭蓋は、汚い断面から脳の一部なのか肉塊なのか判別したくもないようなモノをしたたらせている。

　かろうじて残された鼻から下は生前の容貌を微み塵じんも感じさせないのに、口もとにはハッキリと、ニヤついた笑みが染みついていた。

　ニヤニヤと笑っていたときに、この人物は突然殺されたのだろうか。

「あ…………ぅあ…………う、げぇっ！」

　空っぽの胃の中からは何も出てこない。けれど、十分に心地の悪い感覚が俺を襲った。

　胃の中を柔らかい羽毛がなでつけている。

「あーあ。馬鹿だな」

　男の足がこちらへ歩み寄ってくる。

「言っておくが、確かめたいって言ったのはそっちだからな。普通はウェブカム使ってまで相手が死んだかどうかなんて確かめない。よっぽどの死体好きネクロフイリアでもなきゃな」

　現実感を伴わない身体をなんとか動かし、相手を見上げる。

　男の顔はやはりモニター光の逆光になって見えなかった。真っ黒だった。

「顔が見えねぇからいいんだよ、ロルは。殺した相手の死に顔を見ることもなく、逆に相手に自分の顔を見られることもなく殺せるからいい。引き金はＥｎｔｅｒキー。笑っちまうくらい軽い──」

　男は床から何かを拾い上げた。

　俺のケータイだった。

　椅子から転げ落ちたときに落としていたらしいそれを、男はキーボードを叩たたいていたときと遜色ない手早さで操作する。数秒もしないうちに作業を終えて、男はケータイを動けない俺の前に放り投げた。

「使え。俺からのプレゼントだ」

　つきっぱなしの投影画面ホロスクリーンには見慣れない赤一色の画面が表示されていた。飾り気のないフラットなフォントでアプリのタイトルと思しき文字列が書かれている。

　──《ｉｎｓｔａｎｔインスタント　ｌｏｌロル》？

「そこの入力欄にｎエヌＰピーを打ち込んで、左の《Ｋｎｏｃｋノツク》ボタンを押せ。ノックを押してエラーが出なきゃ、相手は対策ガバガバなカモだ。右の《Ｓｈｏｔシヨツト》を押せば相手を殺せる。必ず最初はノックしろよ。じゃねぇと攻撃に失敗したときにお前が殺される」

　１行分の文字入力スペースとその下にボタンが二つあるだけの簡素なアプリ。なのに男のレクチャーは、まるでこれが取り扱いには十分注意すべき物騒なシロモノであるかのように聞こえた。

　拳銃の使い方みたいだった。

「それを使ってこれからは好きなように殺せ」

　瞬時にこれが拳銃以上に恐ろしいものなのだと理解する。

　男は地獄よりも地獄らしい現実を作り出す呪いのアプリを、友達のケータイに流行のアプリをインストールしてやったみたいな気軽さでよこしてきた。

「い……」震えた声が口をついて出る。「いら、ない」

「あ？　何言ってんだよ。これからも殺すよな？」

　こんこん。男の指が固いモニターの表面をノックした。

「彼女のために」

「……あ……」

　男の指の向こうにピクセル化されてぼやけた少女の輪郭が見えた。

　悪夢に打ちのめされている間、忘れていた。

　部屋の隅で震えて誰かの助けを待っていた、可哀かわい想そうな少女のこと。

「お前は彼女のために65人も殺した」

　──ジュンは守られた。

　──俺が65人も殺して、守った。

「まだまだ殺せよ、ばくしょうくん」

　心から期待するような声が俺に囁ささやいて。

　青白い世界が、そこで終わった。





■






　男は忽こつ然ぜんと姿を消した。

　モニターの電源を切ったみたいに、一瞬で。

　青白い世界は全モニターの消灯とともに終わり、再び暗闇の世界が俺を取り囲んだ。

　俺は逃げた。

　一刻も早く不気味な部屋から出たかった。

　呪いのアプリを孕はらんでしまった俺のケータイはもはや触れることすら恐ろしい凶器となって、でも、これがないと暗闇を見通すことはできないからと頭ではわかっていて。

　自分を自分で奮い立たせて、なんとか拾い上げて持ってきた。

　──あれから、×時間。
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　明かりのない廊下を壁伝いに歩いている。

　ここは相変わらず真っ暗すぎて、時間の感覚なんてもう完全に失われていた。

　時はずっと停止しているような気もするし、反対にものすごいスピードで進んでいるような気もする。

「ジュン……、どこだよ、ジュン……」

　終わりのない地獄。閉塞感と疲労感と空腹感と孤独感は、もうどれがどれなのか判別のつかない茫ぼう漠ばくとした苦く悶もんとして合成されていた。

　ただただ絶望的で、ただただ心地悪くて、ただただ闇。

　身体が思うように動かない。

　指先やつま先がしびれて浮遊感がする。

　洞窟の中を歩いているような幻聴が聞こえる。

　単細胞生物レベルまで落ちぶれた脳みそは、ジュンのことと、自分はこれからどうなるのだろう、ということを代わる代わる思考していた。

　答えを出す気力もないのに考えるだけ考えて、思考の迷路に安住してしまっていた。

　次第に自分のことしか考えられなくなってくる。ジュンのことは『とりあえずジュンの名を呼べ』というルーチンワークを命じられた口が、自動的に処理をこなすくらいで。

「ジュ、ン──」

　意味のない呼びかけをした末に、案の定、俺は倒れた。

　リノリウムの床が全身を冷やす。

　こんなことならむやみに動かず、あのごわごわのカーペットのある情報処理室で寝ていたほうがまだマシだったと後悔した。

　ぼやけた視界にケータイを持った手が映って、もう一度ダメもとで誰かに助けを求めてみようか、なんて考えて。しびれて感覚が曖昧な指先でなんとかロック画面を解除した俺の顔に、やたら赤い光が当たった。

《ｉｎｓｔａｎｔ　ｌｏｌ》。

　刺すような赤い画面が、俺の意識を冴さえ冴ざえとさせる。

　たった一行の《ｎＰ入力欄》の中で縦棒のカーソルが秒毎ごとに点滅しているのを見ながら、俺はこのクソふざけたゲームのクソ笑えないルールを思い出していた。
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５）一人殺すごとに、一時報酬としてゲーム内通貨「ｌｕｌ」を差し上げます。参加者はその通貨を使って、以下のページから買い物ができます。

食料品・生活用品・機材類は各自調達してください。

nttp://mmm.shop.lo








　その書き込みを５分くらい見つめていた。

　目に焼きついてしまうくらい見つめて、ぼんやりと考えた。

　１人殺せば報酬が手に入る。

　報酬が手に入れば買い物ができる。

　食い物も得られる。

　餓死しない。




　ブラウザを閉じ、《ｉｎｓｔａｎｔ　ｌｏｌ》を選択した。

　赤い画面。ｎＰの欄。そこに打ち込める記号の羅列がないか探した。

　ひとつだけあった。
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　鼓動で手が震えた。

　うっかり手から落ちそうになったケータイを両手で包み身を縮こまらせた。

　ド、ド、ドと心臓が早鐘を打つ。それにあわせてケータイが揺れる。

「なに……やってんだよ。ジュンは……ダメだろ……なに、やって……」

　今もジュンは暗闇のどこかで怯おびえている。

　俺が助けに来るのを待っている。

　気の狂ふれた自分が一瞬でも起こそうとしたことを、自分自身の言葉で戒めようとする。

「いくら……死にそうだからって……ジュンを、殺すか？　普通……。ありえないだろ……だって、約束した……ジュンを守るって……。

　だから……あのうるさくて、やらしい連中から……ジュンを守ったんだ……わけわかんないナナシ野郎の言うこと聞いて……ジュンのために……ジュンのために。

　いっぺんに65人も殺してやったんだ────!!」
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　Ｓｈｏｔシヨツトを押した。




　言い訳が浮かんだ。

　俺がここで餓死したらきっとジュンのやつだって持ちはしない。

　ジュンひとりじゃどうせすぐ死ぬ。

　どうせ死ぬなら、俺のために死んでもらおうって。




　だって、俺はジュンを守ったんだ。

　ジュンのために65人も殺した。

　ジュンなんかのために。
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　知らず頰ほおが歪ゆがむのを感じた。

　どうやら俺は笑っているらしい。

「ハハ……」

　本当だ。名無しの言う通りだった。

　顔が見えないからか罪悪感は思った以上にない。

　画面ホロ上のＳｈｏｔボタンを押す感触がまるでなかったみたいに、心の重さは微み塵じんもない。

「……ハハハ」

　身を揺すって笑うたび、全身に貼りつけていた化けの皮がボロボロと剝げ落ちていった。

　──ま、いいか。

　──どうせ、ここじゃ誰も見てないしな。

　感情のタガを外して自由になった。

　仰向けに寝て両手を広げて、緩みきった幸福の笑みを天井に向けた。

　心の中が、あいつへのはじめての感謝でいっぱいになった。




「ありがとな、ジュン。俺のために死んでくれて。

　一生忘れねーよ、お前のこと」
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　ジュンはいじめられていた。

　小学３年生の頃からクラス全員からハブられて、一生懸命紡ぎだした言葉を《キモ語》と称されてメモされたり、それを貼り出されたり、露骨に暴力を振るわれることもあった。

　俺はジュンをいじめる《敵》たちに大手を広げてジュンを守ってきた。

　ジュンは俺を頼った。

　大人たちは俺を褒めに褒めた。

　両親は俺を誇りだと言ってくれた。

　俺はヒーローになれた。




　小学５年のクラス替えで、ジュンはジュンに理解のある女子グループに迎えられた。

　ジュンは久しぶりに楽しげな学校生活を送れるようになった。

　とても幸せそうだった。

　俺はぜんぜん幸せじゃなかった。

　ヒーローは廃業した。




　──つまんねぇの。

　幸せそうなジュンを見て、誰にも聞こえないように、つぶやいた。





■






　回想する脳が、視覚が、変なものを捉えた。

　暗闇の中で文字が──《ｌ》と《ｏ》が躍っている。

『あんたは私の敵だったよね』

《ｌ》と《ｏ》がしゃべった。

　美しくて滑らかで、流れるような少女の声で。
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　リノリウムの床がコンクリートに変わっていた。

　眩暈めまいがするのを感じながら起き上がる。

　のしかかられているような重たい感覚をやり過ごして、あたりの様子をうかがった。

「……あ……れ……？」

　俺のすぐ右側。

　床がない。

　深しん淵えんがあった。

「────!?」

　思わず後あと退ずさった。

　どうやら俺はコンクリート製の崖っぷちなんかで吞のん気きに眠っていたらしい。崖下は暗く、奈落のような真っ黒い空間が大口を開けていた。

　今までで一番大きくて茫ぼう漠ばくとした闇。もしも寝ている間に寝返りなんか打っていたら、なんて考えてぞっとする。

　──俺はなんでこんなところにいるんだ？

　さっきまで廊下に倒れていたはずなのに。




　塵ちりを蹴るような控えめな足音がした。

　振り返る。

　俺はこのとき初めて、ここが暗闇の中に開放された学校の屋上であることに気付いて。




　そこに立っていた彼女に、初めて戦慄した。
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「ジュ、ン……？」

　ジュン、だった。

　細い足首でそこに立ち、折れそうな片腕には開いたノートパソコンを乗せて。

　黒目がちの瞳は微動だにせず、俺の姿を捉え続けている。

　見ているというより捉えていると表すのが正しい。

　それだけ今のジュンには、ひたすら人間味を感じさせない冷めた空気が纏まとわっていた。

　たとえるなら、機械のような。




　無機質な畏怖が俺の全身をすくませた。

　鼓動が身体からだを叩たたき呼吸が荒れた。

　ジュンを見つめる。

　恐れも怯おびえも持たず、俺を捉え続けているジュンの姿を。

　死んだどころか、死も恐れも超越して俺を観察しているジュンの瞳を。

「なんで……」

　──なんでだよ。

　──確かに。確かに、殺したはずなのに！

　声には出さず胸内で叫んだとき、少女の黒目がわずかに翳かげった。

　細い指先が古びたノートパソコンに伸びその上で踊り始める。いくつかのキーを打ち込んで、顔をあげて俺を捉えた、そのときだった。

　俺の脳が勝手に作動した。




　始まったのは記憶の逆再生。

　ここで目を覚ます直前に夢で見た回想が、ものすごい速さで蘇よみがえってくる。

『あんたは私の敵だったよね』

　暗闇を泳ぐ《ｌ》と《ｏ》が、今度は俺の声をして、誰にも聞かれてはいけなかったその言葉をしゃべる。




『つまんねぇの』




　聞かれてはいけなかったその言葉を。

　ジュンに聞かれたような気がした。




『死んで』

　タン、と弾むような音が鳴った。

　言い訳を紡ごうと開きかけた口を少女の指が封じた。

　頭痛がした。最初は針で刺す程度の痛みだったものが、どんどん強くなっていく。

　脳を刺すものが針からペン先になった。ペン先はアイスピックに。アイスピックはペーパーナイフに。ペーパーナイフは包丁に。

　包丁は──鉈なたに変わった。

「あ、あ、ぁ────あぐうぁあああああ!?!?!?」

　頭を抱える。身み悶もだえる。耳鳴りがする。脳の中をあばかれてその中に直接鉈を叩きこまれるイメージ。実際のそれは、脳を壊されんばかりの激しすぎる頭痛で。

「うぐっ──あ──ぅおぇ────!!」

　死体の自撮り画像を見たときよりももっとひどい吐き気が俺を襲った。意識を保ったまま脳だけでなく全身を解剖されていくような破滅が俺を襲う。肉体が血を吹いてぐちゃぐちゃになっていくのを体感する。

『私のまわりには敵しかいなかった』

　俺の死神は幼なじみの声をしていた。

　調律された完璧な声。怜れい悧りで、凛りんとしていて、氷のような声だった。

　ぐちゃぐちゃになっていく俺とは正反対の、世界でもっとも美しい声。

『あんたも、私の敵』

　その声には悲しみも哀れみも侮蔑もなかった。だからこそたくさんの感覚にまみれている俺の脳内で、やたら美しく響いたのかもしれない。

　苦痛。苦く悶もん。激痛。嘔おう吐と感。絶望。死の予感。焦燥感。絶望。嘔吐感。不快感。絶望。苦痛。疑問。激痛。疑問。怒り。疑問。怒り。疑問。怒り。怒り。怒り。怒り。

「……なん、で、だよ……!!」

　なんでこんなところでジュンに殺されなきゃならないんだ？

　なんでジュンなんかに？

　ジュンが俺を《敵》とみなしたからか？

　ずっと隠してきたガキの頃の一言をジュンに聞かれてしまったからか？

　だから俺は殺されるのか？

　たったそれだけのことで??

『それだけじゃない』

　美しい声が、俺の脳あたまの中を読んで答えた。

　ここでは自分のことはすべて知られていると思え。

　忠告を思い出したってもう遅い。

「あ……ああぁああああああああああ────!!」

　激痛と苦痛と苦悶といろいろで破滅寸前の脳にまだ何かが送信されてくる。

　脳がまた記憶の再生を始める。

　浮かんだのはケータイをいじっている自分の手と。

　中３の頃、クラス連中と作ったＲＥ：ＮＫのグループ会話画面。
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「あ……あぁ」

　記憶の再生が終わって戻ってきた俺を、黒を極めた瞳が迎えた。

　瞳は俺の全身を痛く凍りつかせる。

「ち、ちが……これ、これ、は」

『あんたは私を追い詰めて、もう一度ヒーローに返り咲いた──』

　美しい声は俺の言い訳を認めず。

『よかったね、ばくしょうくん』

　祝福は激痛となって俺を襲った。

「あ、あ、あ、あああああああああああああああああ────────────!!!!!!」

　もう死にそうなのに気を失うこともできない責め苦が永遠とも思える時間続く。

　見えない鉈があばかれた脳を叩き潰つぶし続けている。キーボードの上で加速し続ける少女の指先こそ、俺の脳を壊そうと鉈を振るい続けている死神の腕で。

「……や、め……」

　俺は激痛の中から高純度な怒りだけを切り出した。

　死神の振るう鉈からなにがなんでも逃れるために。

「やめ、ろォッ……!!」




　俺の家は少し変わっていた。

　親父は野党第一党の党首。おふくろはその第一秘書。

　与党を相手取って野や次じを飛ばす親父の口癖は『正義』だった。

『この国で正義を貫く！』『すべては国民のために！』

　正義、正義、正義、正義、正義。

　政党広報でも選挙演説でも代表質問でも、親父はいっつも気持ち悪いくらい正義って言葉を連呼してた。

　息子である俺は昔っからその言葉をしつこく頭に植え付けられて、正義であることを願われ続けて育った。

　正義の味方ヒーローにならなきゃいけなかった。

　親父とおふくろの心を満たせる程度には、正義の味方にならなきゃいけなかった。

　そしてジュンがくれた《正義の味方》の味が忘れられなくなった。

　ジュンは俺を頼り、大人たちは俺を褒めに褒め、両親は俺を誇った。

　その経験は正義を刷り込まれて生きてきた俺にとって中毒性の高い麻薬みたいなもので。

　俺はすっかり、正義であることの快感に耽たん溺できしてしまったんだと思う。

　正義。正義。正義正義正義。

　最高に気持ちいい正義のためだったらなんだってする。

　裏で汚いことをしてもいい。表で燦さん然ぜんと輝けばいい。




　暗闇の中はどうせ誰にも見通せない。




「あ、が、がぐ、ぐぎ……ぐうぅぅぅぅぅ───────!!!!!!」

　激痛から絞り出した声は悪魔の声みたいに暗闇に轟とどろいた。

　ジュンにもそう聞こえたのかもしれない。俺の呻うめきを聞いたジュンの表情が怯えの色を帯びた。

　いくら機械のようにふるまっていても、目元のクマと青ざめた唇はジュンの隠せない本質を浮き彫りにしている。

　──なんだ、いつものジュンじゃないか。

　──臆病で小動物みたいで、ろくに日本語もしゃべれない馬鹿でキモいヤツ。

　そう思った瞬間、とっくに壊されたと思っていた足が動きだした。

　地を蹴りジュンに飛びかかった。

「あうぅうあああああああ──────────────!!」

　細首めがけて両手を伸ばし死神を押し倒す。

　開かれたノートパソコンが地に落ちて音を立てた。

　俺の手の中で細い喉が跳ねる。

　温かい喉を思いきり握り込み、苦しむのも構わず全体重をかけ押し潰し続ける。

「ぁぐっ！　……か、ぁ……！」

　ジュンを殺そうと思った。このままじゃ殺されると思ったから。

　殺される前に殺す。

　それは生物として当然の生存本能だろ？

「……死ねよ」

　ずっと封じてきた言葉が喉からせりあがってくる。

　ジュンに対して絶対に言ってはいけない言葉。正義の味方が言ってはいけない言葉だからと、かたくなに封じてきたそれを、いよいよ俺の口からも吐き出すことができるのだと思うと、快感に身が軽くなった。

　待ち望んでいたように口角が吊つり上あがって、俺は、自分の顔が歪ゆがんでいるのを自覚するくらい狂った笑みを浮かべた。




「死ねよ──ヤクチュウ!!」





■






　殺される前に殺す。

　当然の生存本能。

　それは小動物みたいにか弱い少女の身体からだにも備わっていたんだろう。

　追い詰められたネズミがネコを嚙かむみたいに。




　銃声がした。

　タン、と高く響く音。

　銃なんてどこにもない。火花も散らない。煙のにおいもしなかった。

　見えない銃の引き金トリガーは、いつの間にかそこに届いていた少女の小指が触れた、キーボードの《Ｅｎｔｅｒ》キー。

「あ────」

　銃声の次は耳鳴りがして、安い映画の演出みたいに俺の意識が数回暗転した。

　俺の視界カメラからジュンの姿がどんどん遠ざかっていく。映画の中の俺の足は俺の足ではないかのように、俺の意に反して勝手に後退していく。

　最後に気色悪い浮遊感が訪れた。

　背中の下では、終わりのない闇が口を開けて待っていた。

　始まったのは屋上からの自由落下。

　きっと地面は、あの雨の日のグラウンドよりもはるかに遠い。

『あの日、屋上から飛び降りようって思ったのは、ずっと味方だって信じてた男の子が敵だと知ってしまったから』

　今更になって気付く。

　落下する俺を見下ろしてしゃべるジュンは、その艶めく唇を一切動かしてはいなかった。

『私はその子に「死ぬなよ」って言われた。「守ってやる」って言われた。……ねぇ。そのときの私の気持ち、想像できる？




　──最高にキモいって思ったんだよ』




　あばかれた脳に直接注がれてくるジュンの声は《ｌ》と《ｏ》の形をしていた。

　俺の脳はもう彼女に支配ハツキングされていた。




　遠ざかって点になっていくハッカーの少女を見ながら聞いた、風船みたいな破裂音。

　それはきっと、俺の脳がはじけた音だった。








>>7 ???? 2040/5/14 19:12　@　Area: School ■






　あいつが闇に消えた。




　足の力がふっと抜けて、乾いたコンクリートの上に膝をついた。

　しばらく何もできなくて、茫ぼう漠ばくとした空間に響き渡る低周波音だけを聞いていた。

　黒のラップトップがアラートを鳴らす。

　掲示板の新着レスを報しらせる音だった。

　キーボードに指を這はわせ、確認ボタンを押した。

　画面いっぱいに表示されたのは《葬式スレ》。

　立てられたばかりの真新しいスレッドに、最初の書き込みがある。
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山内直敬さんが死にました

nP：zwz:lsb:q:sv 生存時間：19:09.22　殺した数：０人

ご冥福をお祈りいたします








　──馬鹿みたい。

　私のために65人殺したって？

　一人だって殺してないじゃない。

　見栄を張るのも大概にしてほしい。キモい。すごくキモい。




　すぐにどうでもよくなった。

　あいつはもう死んだのだ。

　あいつが学校の校庭なんて近くに感じるくらい遠い谷底に落ちていくさなか、私は、私の用意したウイルスがあいつの脳なかで正常に動作したのを確認した。

　神経伝達物質の働きをオーバーフローさせ、脳に異常な負荷を与え続けた結果、あいつの頭は破裂した。目まぐるしく脳を走査する物質たちはあいつに過去の記憶を走馬灯のように見せ続け、脳を限界まで膨らませた風船みたいに肥大化させて。

　最後に、パン。




　闇に消える死にざまは美しい。

　何も残さないから。

　あいつは私の目の前に肉片一つも残さず消えていった。

　私のこの手も汚れることはなかった。

　ウザい書き込みデータを削除するようだった。

　私は酔いしれていたのかもしれない。

　この、世界で一番美しい武器に。




　私が作ったロルに。




「とに、せた。んとうに、せた」

　私の口は、脳は、正常に言葉を紡がない。

　壊れているから。私の脳は生まれつき壊されていた。

　この欠陥のせいで何度も死にたいと思うような心地を味わわされた。

　味方なんていない。

　みんな味方面ヅラした敵。

　見渡せば、いつの間にかまわりは敵だらけになっていて。

　笑顔で私を欺いて、見通せない暗闇の中で『死ねよ』って言い続けていた。

　だから、ずっとこれを作ってた。

　私を欺く敵たちを暗闇から欺き殺すことができる武器。

《ｌｏｌロル》。

　機械ではなく、人間を殺すコンピュータウイルスを。




　今、とても後悔してる。

　自分が作り出した理論上完璧な殺人コンピュータウイルスを実証実験することもせず、隠し持ち続けていたことを。

　怖がって使おうともせず、ハードディスクの奥底に封じ続けていたことを。

　そんなことだから、どこかの誰かがこれを使って面白いゲームをしようなんて馬鹿なことを思いついてしまったのかもしれない。




　照準は全方位。

　世界中のどこにも逃げ場はない。

　トリガーはＥｎｔｅｒキー。

　とても軽い。




　震えのおさまった足で立ち上がり、茫漠とした暗黒の宙を見上げた。

　ただひたすら気持ち悪かった。

　私が作った武器に目をつけ、知らない間に盗み出し、勝手にこんな馬鹿なゲームを始めたゲームマスターも。それをひっそりと解析し使いこなそうとしている暗闇のハッカーたちも。信しん憑ぴよう性せいを疑う情弱たちも。

　キモい。すごく、キモい。

　脳をあばかれるよりも気持ち悪い。




　あいつの落としたケータイを拾い上げた。

　ブラウザを開き、情弱たちが集まる掲示板を開いて。

　私は私の決意を、死者からの警告に変えて暗黒に放った。
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一人殺した
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まだ殺す
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全員撃ち殺す











　ロルは私のもの。

　私の武器。私の恨み。







　誰にも渡さない。
















「こんにちは。今日は顔色がよさそうだね」

　少年の頰ほおはぴんと張って、口もとには微笑ほほえみが浮かんでいた。

　彼と僕とを隔てているいつものガラス窓さえもピッカピカに輝いて見える。

　僕は用意されたパイプ椅子に年寄り臭く『えっこらせ』なんて言いながら座った。

「なにかいいことあった？」

　少年はにこにこしたままで何も答えない。

　僕は、つい彼とおんなじ顔をしてしまった。

「君に嬉うれしいことがあると、僕も嬉しいよ。ここの暮らしは退屈だろ？」

　真っ白い壁と真っ白い床だけの箱みたいな室内をぐるりと見回して、ここに長年居続けている少年の心を思った。

　それから１時間くらいのおしゃべり。

　と言っても、しゃべっているのは僕だけだ。今日もまた、いつもどおり。

　今日の外の天気はこうだったとか。外ではこんなニュースが流れているとか。今年の桜は綺き麗れいだったとか。道端でかわいい子猫にすり寄られたんだとか。バスで乗り合わせたおばあさんとこんな話をしたんだ、とか。

　──僕は彼の《目》でありたかった。

　──ここにずっといる彼が、外の世界を見るための目。

「外に出る気はないかい？」

　今日もその言葉でおしゃべりを締めくくる。

　少年は微笑むだけで、やはり何も答えなかった。

「そっか」

　えっこらせ、とパイプ椅子から立ち上がる。

　意味なく机の上に広げていた白紙の書類を集めてカバンに突っ込んで、懲りずに少年に微笑みかけた。

「また来るよ」




　白い部屋を出て、白い廊下を歩く。

　僕ら以外誰もいないはずのこの場所で、珍しく、知らない人とすれ違った。

　その人は手をポケットにつっこんで前のめりに歩き、少年のいる部屋に向かっていく。

　すれ違う一瞬、その人の顔を見た。




　彼の口もとは、三日月みたいに歪ゆがんでいた。
















　コンピュータウイルスが人間を殺した。




　２０４０年５月14日。《ロルゲ開催します》スレを賑にぎわせていた十数名の参加者たちが、ハンドルネーム《ばくしょう》を名乗る人物によって殺害された。

　実際に当日の施設内では脳天から鼻先までを失った死体がいくつも目撃されており、一部の参加者が葬式板に上げられた人物の名前と死体のＥＢＳに記録されていた個人情報を照合したところ、死体はばくしょうによって殺害されたとされる人物のものと一致した。




　Ｄａｅｍｏｎがロルと総称したそのウイルスは、残念ながら、本物だったのである。




　ロルは人間を──厳密にいえば《人間の脳》を一台のコンピュータに見立て人体を操作ハツキングすることを可能にする、らしい。

　生命活動、認識、思考、欲求、意思決定。人のあらゆる活動はすべて、脳に起因する。

　確かに人間の認知機能を情報処理の観点から研究する学問が存在するほどであるし、ヒト脳は人体というハードウェアを動作させるためのソフトウェアが大量に内蔵された一個の装置とたとえられるのかもしれない。

　──ヒト脳に作用するコンピュータウイルス。

　そんなものが存在するとすれば、ヒト脳はその中に蓄積された記憶を他者によって盗み見られ、その身体からだを他者の思うままに遠隔操作され、最悪の場合、その生命いのちを他者の悪意によって破壊させられてしまうだろう。

　こうして述べたてるだけならば絵空事のようにしか聞こえないが──ロルはこれらの事象を、いったいどのようにして実現させているのだろうか。

　参加者たちの中にはこの極限状態においても探究心を失わない積極的行動主義者ハクテイビストがいた。

　彼らは施設内ネットワークに《ロルウィキ》なるロルの考察・研究サイトを独自開設し、その中の一つ、《原理》の項においてこう論じている。






Ｄａｅｍｏｎが参加者向けに配布した仕様書の内容と、実際にロルを稼働させてシステムの挙動を監視して得られた結果から、殺人ウイルス・ロルは人間の《ＥＢＳ》を介し人体に影響を与えていることが確認された。








　２０４０年現在、米国をはじめ国民総背番号制を導入している先進国の国民には、《ＥＢＳ》と呼ばれるスタンプ式ナノシステムの接種が義務付けられている。

　微小機械ナノマシンにその人の個人情報と体調監視コンデイシヨンモニタリングのための機能を搭載したシステムで、スタンプという名の表すとおり、利き手ではないほうの手の甲に判を押すだけという至極簡単な方法で埋め込まれる。

　日本では２０２３年ごろから導入され、接種の手軽さも手伝って瞬く間に普及し、現在では新生児の取り違えを未然に防ぐため誕生と同時に接種することが普通になっていた。

　しかし、ＥＢＳはせいぜい身分証明と生命活動のモニター機能しか──《人体のデータを出力する》という機能しか持っていない。逆に《人体にデータを入力する》なんてことは、おそらく、ＥＢＳ開発者にとってもまったくの想定外の機能であったはずだ。そもそも人体にデータを入力したところで何になるのかと思っていたに違いない。

　ヒトの肉体は、現時点においてまだまだバイオティクスの分野にある。ＥＢＳの人体への介入は、手の甲の皮膚の薄皮一枚だ。臓器や手足などを人工臓器や義肢に総差し替えでもしていなければ、その身体は《生物》と呼べるものであった。《機械》、ではない。

　ロルが不可逆のＥＢＳを突破した理由はいまだ判然としていないけれど、探究者たちによれば、Ｄａｅｍｏｎがロル及び仕様書に同どう梱こんして配布した翻訳ツールコンパイラに何か秘密が隠されているのでは──とのことだった。

　ロルを作るには、まず始めに《コンピュータ上で動作するウイルス》を作成する。そして作成したウイルスを翻訳ツールにかけることで、そのコンピュータウイルスは殺人ウイルス《ロル》へと変換される。

　よって探究者たちは、ロルを生みだすコンパイラの解析を熱心に続けているというが。

『そうこうしているうちに、そのロルで誰かに殺されなければいいけどね？』

　僕にこの話を教えてくれた少女は、笑いながらそう言っていた。




　ゲーム開始から今日で１か月。

　葬式板のレスナンバーは、>>427を数えた。

　ロルの真偽を全参加者に知らしめた《ばくしょう》は、その後ゲームの表舞台に姿を現していない。

　一部の参加者の間では、ばくしょうとはゲームの停滞を憂えたＤａｅｍｏｎが用意したサクラだったのではないかという憶測が飛び交った。

　仮にそれが事実だとしたらＤａｅｍｏｎの策は上策であり、また、ばくしょうの働きは完璧だったと言えよう。




　Ｄａｅｍｏｎによって招かれた者の中には、ばくしょうが事を起こす前からロルの効果の程を識しっていた者たちがいた。

　彼らの能力を示す異名において誉れ高い《ウィザード級》を上回る、極めて優秀な頭脳と技術を持つ者たちである。彼らはＤａｅｍｏｎから配布されたロルのプログラムを事細かに解析し、これが理論上完璧な《本物》であることをいち早く確信していた。

　しかし、彼らはロルの真実について声高に訴えることをしなかった。

　そればかりか自らの存在すらも他の参加者たちに知らせることはなかったのである。

　それが彼らの性さがであった。

　ロルの真実も、自らの存在も。すべてを暗闇の中に隠匿した彼らこそ、第二第三の《ばくしょう》であり、そして今日までを生き残った５００余名の大半を占める者たち。

　ハッカー、と呼ばれる者たちだった。







　──そして今日。

　この１か月間の狂乱を知らない僕が目を覚ました。

　僕はゲームが始まってから今日まで、長いこと眠り続けていたらしい。
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「ムリだと思うなァ。だって、ゲームが始まってもう１か月だヨ？　ゲームに消極的だった人たちはほとんどドロップアウトしちゃって、《蟻ありの巣》は今日きよう日びロルジャンキーになったクレイジーたちでいーっぱい。まるまる１か月お寝坊さんのハチコーが何をしたところで、もうどうにもならないと思うナ」

　駒鳥クツクロビンと名乗った少女は、その名の表す通りとてもおしゃべりな女の子だった。

　何も知らない僕にロルやロルゲのことを教えてくれただけでなく、それを聞いた僕が起こそうとしている行動についても率直な感想を述べ続けている。

「んー。そうかなぁ」

　我ながら吞のん気きすぎると思えなくもない僕の声が、湿ったトンネル内に響き渡った。

「大丈夫だと思うけどなぁ僕は。相手の顔を見て、ちゃんと話をすれば、たいていのことは理解してもらえると思うし」

「ナニソレ。経験談？」

「精神論」

　オレンジの明かりに照らされた二人分の影が壁面を滑っていく。

　ケーブル製の河川上に組まれた金網の足場は歩くたびにカンコンと甲高い音を立てた。

「ふぅん、そーう。まぁ、ロルゲの楽しみ方は人それぞれだし好きにやってみたラ？　どーせスグ死んじゃうだろうケド、今の戦局にハチコーみたいな《白派ホワイトハツト》の反対勢力がいても面白いカモだシ。

　──とりまっ、アタシでお役にたてることがあれバ遠慮なく言ってネ？　ハ・チ・コー」

　少女は僕の正面にすばやくまわりこみ、敬礼のようなポーズをしてみせる。金色のおさげ髪がその動きに追従した。
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　ケーブルの河をベッドにして意識を失っていた僕を起こしてくれたのが彼女、クックロビンだった。

　金色の髪に真っ白い肌、はっきりとした目鼻立ち、零こぼれ落おちそうなくらい大きな胡桃くるみ色の瞳──と、まさに日本人が抱く欧米人のイメージを体現したような少女である。

　外国人慣れしていない僕は彼女を見たとき突発的な言語パニックに陥ってしまい、なぜか『はいさい！』などと口走ってしまったのだけど、相手がとても流りゆう暢ちような日本語で返してくれたので救われた。

　見た目は20代前半といったところだけど、向こうの人はみんな大人っぽいから実際は10代後半くらいではなかろうか。おしゃべりで表情が豊かなところも、女性というより少女と表したほうがふさわしい気がした。




　その少女クックロビンは、僕が目を覚ましてからずっと僕の後をつけている。

「しっかし、ゲームが白熱してきた今になって『こんなゲーム止やめさせる！』とはねェ。最初に出会った参加者がアタシでよかったねハチコー。じゃなきゃ出会った瞬間《頭パーン！》されてたとこダヨー」

　クックロビンは手元の名刺に目を落としながらそう言った。

　さっき挨拶代わりにと渡した僕の名刺には、日本語でもローマ字表記でも《八やつ目め光こう賢けん》と印字されているはずなんだけど。

「……。クックロビン。なんでさっきから僕のこと、『ハチコー』って呼ぶの？」

　僕の鼻先に名刺が押しつけられてきた。

　ぼやけるまで拡大された《八目光賢》の文字の向こうから、はしゃいだ声がする。

「これがハチベエの『八ハチ』でショ？　で、こっちはニッコートーショーグーの『光コウ』！　だからつなげて『ハチコー』！　どう？　とってもいい《ハンネ》でショ!?」

　家にある日光東照宮のペナントを無性にプレゼントしてあげたくなった。

　じゃなくて。

「……はんね？」

「だぁって、ハチコーったら初対面でイキナリ本名晒ざらししてくるんだモン。表じゃホワイトハットやってんのかなんなのか知らないけど、ここじゃ危なすぎだからアタシがハンネ考えてあげたンダ。

　あのねハチコー、ここでの本名晒しは即死亡って言われるくらい危険なコトだって覚えておいた方がいいヨ？　経歴真っ黒なハッカーサンの中には個人情報だいだいだーい好きなコレクターさんもいる。その中にもしもハチコーのムスコさんがお世話になってるピンクサイトのアカウント情報が含まれてたらどうすルノ？　ジャパン・ナンバーからＥＢＳの情報もぶっこ抜かれて、晒しアゲられカモられからのＴＯＤですワヨ」

　言われたことの大半を理解し損ねた。

「ええと……つまり？」

「ＴＯＤは出Titsすorか死ぬかDieってこと」

「出すってなにを？」

「乳首」

　クックロビンは自分のソコを指で示してみせた。

　なるほど。まったくよくわからない。

　とりあえず、僕は手荷物を床に置いた。クックロビンの両手をそっと摑つかんで下に降ろさせ、『きをつけ』のポーズをさせる。

「嫁入り前の女の子が気楽にそういうポーズしちゃダメ」

「どして？　あ、ひょっとしてハチコー、ドキッとしちゃった？」

「しないよ。おじさんはもうそういう時代終えちゃってるんです」

　クックロビンは「ぶー」と唇を尖とがらせた。

「しかし、ハチコーねぇ」

　言わずと知れたかの忠犬の名を、まもなく40の大台に乗る『おじさん』の僕が拝することになるとは。嬉うれしいやら恐れ多いやら恥ずかしいやらではあるが。

「なるほど、ここでは本名は出さない方がいいわけか……うん、肝に銘じておくことにするよ。素敵な偽名をありがとう、クックロビン」

「偽名ってほど大それたもんじゃないワヨ。ハンネだってば、ハンネ」

　僕は「？」と小首を傾かしげた。

「さっきも言ってたけど……その、《ハンネ》ってなに？」

「んぅ？　ハンドルネームのことに決まってるでショ？」

「ハンドル？」

　車の？

「いや、だから。ネット上での名前っていうか仮名っていうカ……とゆか、なんでそんな基本的な言葉知らないノ？　キミだってハッカーのはしくれでショ？」

「僕ハッカーじゃないよ。普通の人」




　しばらくの間、壁面のナトリウムランプだけがヂリヂリ鳴いていた。

　クックロビンが僕に向かってぽかーんと口を開けている。

　彼女の歯並びの良さを見つめていると、やがてその口からリスニング教材みたいなネイティブ発音が炸さく裂れつした。




「ホワ────────────────────────────────ッツ!?」




　トンネルの奥に向かって四回エコー。

「ハッカー、じゃ、ない!?」

「うん」

「じゃナニ!?」

「普通に弁護士」

　名刺にもそう書いてある。『弁護士　八目光賢』って。

「ウェイウェイウェイウェイウェイウェイウェイウェイ」

　零れ落ちそうな瞳が僕の顔と名刺との間を数十回往復した。

「お、表じゃ弁護士っていうカタいお仕事してて、ウラでは機密情報にアクセスして証拠品をかきあつめてあわよくば検事や原告をデジタルストーキングして追い詰めることも辞さないウィザード級の能力の持ち主だったりとかするんジャ」

「うぃざーど？」

　頭の中にある八目大辞典をひく。大好きな某特撮ヒーローシリーズの一タイトルに行き当たった。あれはシリーズに類を見ない奇抜な設定でなかなか面白かったな。以上。

　一時停止していたクックロビンがぶぶぶんと首を振って動作再開。

「おけおけ。じゃあ、そのでっかい端末はナニ？　それ、どー見てもレジーナのバッグインスパコンでショ？」

「これ？」足元に置いた手荷物を見下ろした。

　ナトリウムランプの下で赤く光っているスーツケースは、僕が目覚めたときすぐそばに置いてあったものだ。

　やけに重いなあとは思いつつ、他に僕の荷物らしきものは見当たらなかったので持ちだすことにしたのだが。

「これ、コンピュータなの？　よくわかったね」

「逆に持ち主のハチコーが知らないのがオドロキです」

「むう。これ、本当に僕のってことでいいのかなぁ。勝手に持ってきちゃったけど、誰か人のものだったりして」

「ハチコーって天然？」

「よく言われる」

　とりあえず、スーツケースの中を検あらためてみることにした。

　左右のロックを解除すると、跳ね上げ式の蓋がパコンと小気味良く開く。

　ケースの中は、僕には解説不可能なケーブル、スイッチ、ボタンでいっぱいだった。

　ごちゃごちゃしているけど、上蓋に貼りつくようにしてつけられたモニターとキーボードからして、かろうじてコンピュータなんだろうなということくらいはわかる。

　だとしたら動かせるものなんだろうけど。

「電源どこかなぁ」

「本当にわかんないノ？」

「うん。全然」

　左右にふらふらと首を傾げて探しても、それっぽいものは見当たらず。

「うーん」と３秒考え。「ま、いいか」

「諦め早ッ」流暢なツッコミを喰くらった。

「うまく電源をつけられたとしても、どうやって使うかわからないよ。僕、機械苦手なんだ。家のパソコンもろくに使えなくて、キーボードの配置はいつまでたっても覚えられないし、打ちたい文字探すとき息止めちゃうし、一本打法だし」

　説明しよう。

　一本打法とは、キーボードを両手の人差し指だけを使って地道に、丹念に、綱渡りをするように慎重に打ちこむことである──命名、妹。

　たとえば、今目の前にあるこのキーボードから、八目光賢の最初の一文字《Ｙ》を探すのだって。

　…………。

　……………………。

　………………………………お、あった。

　これくらいかかる。

「一応、これは持っていくことにするよ。そのうち何かに使えるかもしれないし、手ぶらよりはよさそうだしね」

　正体不明機械を元のスーツケースに戻し、再び金網の上を歩き出した。

　クックロビンは僕の『機械苦手なんだ』の行くだりから大たい驚きよう失しつ色しよくして硬直していたけど、僕が歩き出したのに気付くと意識を取り戻し追いかけてきた。

「じゃあ……ハチコーはハッカーでもない、ましてや機械音痴の情弱さんなのに──」

「ジョウジャクって何？」

「情報弱者!!」

　怒られた。

「──情報弱者以下だっていうのに、ハッカーたちがガチで殺し合ってるこのハッキングゲームに介入して、みんなを止めようってワケ？」

「うん。そういうことになるね？」

「はふん」

　クックロビンは眩暈めまいでも覚えたのかひたいを手で覆うと、今度はバッサリと。

「無理ネ」と言ってみせた。





■






　ロルゲが始まって１か月。

　僕が前代未聞の大寝坊をしでかす間に、僕を取り巻く世界は無法地帯と化していた。

　今こうしている間にも、誰かが誰かを殺している──そう思うたび、僕の足は速くなる。




　トンネルの先には非常扉があり、そこをくぐった先に別エリアへ続く通路があるという。

　僕はクックロビンの助言に従い、トンネルのど真ん中に設置された金網の足場をひたすら前進し続けた。

　足場の下には接続先不明なケーブルの大河が流れ、壁面には説明書きの読み取れない古びた操作パネル、錆さびたパイプや工業機械がひしめいていた。

　さしずめ人工物の密林といったところだ。




　聞けばロルゲの舞台であるこの謎の巨大施設には、現在僕らがいるこのエリア以外にもいくつかの特徴の異なるエリアが存在するらしい。

　果てしなく続くコンクリートの坑道、地下貯水施設のような広大な空間、下水道。

　そうした《関係者以外立ち入り禁止》的な場所があるかと思えば、人の気配がないのにやけに設備の整った無人のオフィス、研究施設、はたまた学校なんてものまであって、それらのエリアは、床と壁だけのプレーンな通路で相互に繫つながれているという。

　最近では通称《蟻ありの巣》と呼ばれているらしいことからも、その不自然な構造をおぼろげに理解することができた。




　今でこそロルゲの舞台として使用されているが、ここは本来何のための施設なのだろう。

　考えながらあたりを見回していたとき、僕は前方の景色に異変を認め立ち止まった。

　誰かいる。

　金網の足場の上で、欄干に背を預けぐったりと倒れている人がいた。

　少し休んでいるだけという風ではない。両手を金網の上に転がし身体からだを力無く弛し緩かんさせたその人は、遠目に見ても生気というものをまったく漂わせていない。

　たちまち見過ごせない状態であると理解する。すぐさま駆け寄ろうとすると、後ろに控えるクックロビンが「うぇい！」と僕の首根っこを摑んだ。

「ハチコー、待つ！」

「でも、あそこで人が！」

「アレはもうヒトじゃなっしんぐ」

　前方を指さすクックロビンに促され、改めてその人物の姿を見て──息を吞のんだ。

　転げ落ちた手が数秒おきにびくびくと揺れている。

　弛緩しきった口もとからはぬめった唾液を絶え間なく垂れ流し続けていて、血走った眼球は横顔から飛び出しそうになって震えている。

「ヤクチュウさんだよ。しょうがない、足場降りて下の道歩いてこ。目の前通るの怖いし、クサいし」

　クックロビンは欄干に指をかけ、１メートルほど下のケーブルの河の上に「よっと」と言いながら降りていった。

　僕は欄干越しに彼女を見下ろし、尋ねる。

「ヤクチュウ……薬物中毒者ってこと？」

「そ。ハチコー、情弱はわかんないのにヤクチュウはわかるんだ」

「職業柄ね」

「おーぅ。ヤクチュウって更生しないから弁護すんの面倒くさいデショー？　ここは法廷コートじゃないんだカラ、放っておきなヨ」

「依頼人を面倒だなんて思ってたら弁護士は務まりません。それより」

　蟻の巣の中に、もう一つ看過できない現状があることを知ってしまった。

「……薬物が出回ってるのかい？」

「出回りまくってるヨー。ロルで作られた薬ドラツグがね」

「ロルで作られた？」

「そ。比喩でもネタでもなく、ガチの電子ドラッグだヨ。興奮アツプ系鎮静ダウン系、コカ・モヒ・エクスタの効能再現エミユレートから、リアルドラッグじゃできなかったようなエポックメイキンな効能まで、好きなようにクスリをプログラムして作れるノ。主にゲームに勝ち目を見いだせないカワイソーな人たちが、目下現実逃避のために愛用中。たぶんカレもそれネ」

　……ロルは人間の脳に対して効力を発揮する《凶器》だと聞いていたけれど。

「そんなものまで作れてしまうのか……」

「ドラッグクリエイターが薬を作って、売人がオンラインやオフラインでカワイソーな人に売りつけてヤクチュウさんにする。で、ヤクチュウさんが薬のやりすぎで死ぬデショ？　そうすると、クリエイターと売人それぞれにＤａｅｍｏｎから報酬が入ンのよ。これもロルでの攻撃にカウントされるってワケ。

　いくらハッカーでもこの状況に耐えられない人っているんだよネー。そういう人は脳のセキュリティは盤石でも、ハートのセキュリティがなってないっていうカ？　だから薬っていうソーキュートなウイルスにあっさり侵入されちゃってこのアリサマ──……ってハチコー、なにしてるの？」

　僕は話の半ばあたりからすでに動き出していた。

　ヤクチュウと言われた彼に歩み寄り、片膝をついて声をかける。

「大丈夫か、君」

　彼は答えず、僕と目を合わせようともしない。

　間近で見ると彼の身体は枯れ枝のように瘦せ細って白く、血走った眼球にだけ血の気が集中しているみたいだった。

　その顔を覗のぞき込むと異臭が鼻をつく。臭いは彼が穿はくジーンズから発せられていることに気付いた。

　もう自分の生理現象を管理する能力すらないらしい。人としての尊厳を失っていても、瘦せた左の薬指の第一関節にすがりつくようにひっかかる銀の指輪が、ひどく悲しかった。

「──……」

　指輪を引き抜き、彼の胸ポケットの深いところに大事にしまう。

　枯れ枝のような肩を担ぎあげ、男性のものにしては異様に軽い瘦そう軀くを背負い上げた。スーツケースは彼の下で組んだ手で提げ持って。

「ウェ[image: ][image: ][image: ]イ！」クックロビンが叫んだ。

　さっきからウェイウェイ言っているのは、ひょっとして『待てwait』の意かな？

「ウェイウェイハチコー。なーにそんなクッサいもんお持ち帰りしようとしてるノ」

「このまま放っておくわけにもいかないでしょ？」

「まさか、それ、連れて歩く気？」

「オフコース、ですよ」

　移動再開。重量が増えたせいで足音が一段低くなった。

　下を歩くクックロビンが小走りに追いかけてくる。厳しい視線が背負った彼を貫通して僕の背中にグサグサ刺さる。

「……もしかしてこの先もその調子でヤクチュウさんたちをピックアップしていったりしないよネ？」

「ん。まあ、もし見つけたら連れていくしかないよね。誰もそばについていないのが一番マズいだろうし」

「かー！」金髪少女の口から古き良き中年おじさんの嘆声が出た。「ダメだコイツ。アタシったら、なんちゅーヤツに遭遇しちゃったンだろ……」

「あははは～。ごめんね、面倒かけて」

　笑いをまじえてラフに謝罪をすると、クックロビンがぴたりと足を止めた。

「クックロビン？」振り返り、彼女を見る。

　クックロビンは片眉をあげてじっと僕を見つめて、やがて嘆息まじりにつぶやいた。

「……ま、いいか。馬鹿とワナビは使いようってネー」

「ハサミじゃなくて？」

「この場合はワナビでいいノ。意味は自分で調べテ」

　気持ちを切り替えるみたいに短く息を吐き、改めて僕のことを見上げてくる。

「ＨＡＮＡＢＩちゃんのところに行コ。アタシちょうど呼び出されてたところだったシ」

「はなびちゃん？」

「この近くをねぐらにしてるハッカーさんダヨ。ＨＡＮＡＢＩちゃん、ヤクチュウさんのこと好きだし、ソレも快く面倒見てくれると思うよ。よかったら紹介してあげるケド？」

　願ったり叶かなったりな申し入れだった。

　彼のことはもちろん放っておけないが、これからこのゲームに介入していくにあたっては闇雲に連れまわすわけにもいかないだろう。

　僕に代わって彼のことを任せられる人がいるのならぜひお願いしたいところ。

「ぜひお願いするよ！　ありがとう、クックロビ──」

「案内料と紹介料、しめて５万ルルね」

　現実って厳しい。

　ルルとは確か、このゲーム内で使われる通貨だったか。

「……お金、取るの？」

「オフコース。こちらも商売ですカラ」

「商売？」

「アタシはここで商人やってるノ。オンラインで出回ってない情報とか、キディ＆ヴァンダル──よーはにわかハッカー向けのお役立ち武器ツールとか、ハッカーの紹介業もするわネ。そうやって日銭を稼いで生きてんノヨ。一応ハックスキルは心得てるケド、アタシはキーボードで遊んでるより足動かして人助けをするほうが性にあってるンだよネー。

　ってなワケなんで、５万ルル。今すぐじゃなくていいからそのうちヨロシクね？」

「うーん」

　まいったな。先ほど目覚めたばかりの僕はルルなんて持っていないし、『そのうち』と言われても、この先それを得るつもりもない。

　ルルはロルで人間を殺した報酬として与えられるモノだと聞いているし。

「ごめん、クックロビン。やっぱり、今回は自分でなんとかしてみるよ」

「ンゥ？　なんでナンデ？」

「あいにく持ち合わせがないんだ。ついでに言うと、この先僕には永遠に持ち合わせなんてないだろうし」

「アラーソウナノー。……んんぅ、しょうがないナァー。なら支払いはルルじゃなくてもイイケド？」

「ルルじゃなくて……？　じゃあ、何で」

　クックロビンが、にやーっと笑った。

「カラダで、とか？」

　…………。

「はぁ」

　カラダで、ときた。

　これ、うちの妹もよく言うんだよな。『文書作成を代行してほしくばカラダで払え』って。

　ものぐさな妹といい、最近の女の子はソレをする時間すらないのだろうか？

「掃除か洗濯か、料理でもする？」

　クックロビンの笑顔がスッと消えた。
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　トンネルを脱出し通路パスを渡ると、また違った景色が僕らを迎えた。

　地下倉庫とでも呼ぶべきだろうか。

　天井が高い。吊つり下さげ式の水銀灯はいやに遠いところから光を放っている。

　縦にも横にも広い空間には建設中のビルみたいな鉄骨の棚が並んでいて、その中には大きな木箱やコンテナ、むき出しの木材なんかが危なっかしく積まれていた。

　ここで地震が来たらどうしようなんて不安になるのは、日本育ちの僕だけだろうか？

　堆うずたかい棚と棚の間を淀よどみない足取りで歩いて行くクックロビンの背に問いかけてみる。

「ＨＡＮＡＢＩって人は、ずいぶんと落ち着かない場所に腰を据えてるんだねぇ」

「蟻ありの巣ン中に落ち着ける場所なんてドコにもないヨー」

　なるほどである。それでも僕ならこんな不安定な場所は遠慮したいなぁと思った。

　せめて重いものは下に全部降ろして、棚はぜんぶチェーンで固定して──なんて定番の地震対策を列挙していたとき、背に担いだ彼が苦しそうに呻うめいた。

「ＨＡＮＡＢＩさん、彼のこと頼まれてくれるかな……」

「だんうぉーりー。きっとＨＡＮＡＢＩちゃんのほうから、そのヒトくださいって言ってくるヨ」

「？　ＨＡＮＡＢＩさんは彼らみたいな人に何か思い入れでもあるのかい？」

「思い入れも何も、ロルドラッグに共通の《脆ぜい弱じやく性せい》があることを最初に見つけたのはＨＡＮＡＢＩちゃんだったしネ。ああ、脆弱性っていうのはシステムの弱点ウイークポイントのことね。侵入経路、っていうかそんな感じノ」

　彼らの弱点を見つけたのがＨＡＮＡＢＩというハッカー……ということは。

「なるほど！」僕は納得して手を打った。「ＨＡＮＡＢＩさんは、彼ら専門のお医者さんみたいなものなんだね？　そっかそっか。それなら安心して任せられるね」

　クックロビンがぽりぽりと後ろ髪をかく。反応はそれだけだった。

「アレレー、おっかしいなァ。ついたよーって連絡してるのニ」

　ぼやきながら立ち止まると、クックロビンはその場で不思議なしぐさをした。

　見えないドアをコンコンとノックする。そのノックに応えて、彼女の右腕上に光る映像が浮き出てきた。

　投影画面ホロスクリーンと投影ホロ式キーボードだ。

「わあ、なにそれ。パソコン？」

「埋込式ベリアブルなんて日本人のほうがよっぽど使ってるジャン」

「ほら、僕って情弱以下だから」

「嬉うれしそうに言うことじゃないヨーそれ」

「すごいなぁ。未来きてるなぁ」

　特撮ヒーローが使う通信機みたいだ。少年憧れのガジェットを自在に操る少女を見て年とし甲が斐いもなくはしゃいでいると、ふとキーボードの下に透けて見えたそれに目が留とまった。

　クックロビンの右手首。刺青タトウーが施してある。

　空を飛ぶツバメの絵、だろうか？

「Ｕｍｍウム、だめダ。ハチコー、アタシちょっとその辺探し回ってくるからここで待ってテ」

　刺青タトウーをした手首を振りホロスクリーンをかき消すと、クックロビンは枝から飛び出す小鳥みたいに颯さつ爽そうと駆けだしていった。

　残された僕は、ひとり倉庫内をぐるりと見回した。

　空から見たら、きっとここはあみだくじか迷路みたいに見えるんだろうなと思った。

　倉庫内には似たり寄ったりな品物ばかりを積載した棚が連続し、それぞれの住所となるような棚番号や目印は見当たらない。

　僕にはクックロビンがいてくれるから問題はないだろうけれど、ただでさえ迷いやすそうなこの場所で人探しをするなら。

「クックロビーン！　やっぱり動きまわらずに待ってたほうがいいんじゃないかなー!?」

　物で溢あふれる空間に僕の声は響かず、答える声も返ってはこなかった。




　ホコリの霧が倉庫を満たす。

　本物の霧ほど見通しは悪くないけれど、照度をギリギリまで落とした水銀灯が作り出す薄暗さもあって視界は良好とは言えなかった。

　ゲーム初日、ここは暗闇に沈んでいたという。

　一日目に施設内を探索した者たちは、どこかに照明のスイッチがないかと探し回った。

　しかしそれは現実リアルには存在しなかった。仮想ネツトの中にあったのだという。

　情弱と蔑まれた人々が自らの足でスイッチを探す一方、ハッカーと称された者たちはその場を一歩も動くことなく《見えないスイッチ》を発見した。

　こうして蟻の巣の暗闇は晴れたというが──クックロビンは、それでも蟻の巣の《本当の暗闇》が晴れることはないと言っていた。




『見通せない暗闇は、いつもいつでもアタシたちの背中にぴったりくっついてる。

　蟻の巣ではね、《夜目が利かない動物》は生きてけないンだヨ──』




「夜目が利かない動物、ね。……犬ってどうだったっけ」

　後ろ手に提げた正体不明機械は、背負った彼の重さも相まってただひたすら重いだけ。

　背中に纏まとわりつくという暗闇ネツトを、僕は永遠に見通すことはできないだろう。

　──どうして僕が。情弱以下の僕が、このロルゲに呼ばれてしまったのだろう？

「……もしかして、《彼》のことと何か関係が……？」




「アナタが羊ヒツジさんです？」




　独ひとり言ごちていたとき、くぐもった声が耳を打った。

　背を向けていた棚を振り返る。

　資材と資材の間からこちらを覗のぞいている顔があった。
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　その顔は錆さびた赤茶色。

　もとい、そういう色のお面を被かぶっていた。よれたＴシャツに対してひどくアンバランスな、溶接工がつける鉄のマスクをした人物だった。

　僕は一瞬、相手がマネキンなんじゃないかと疑った。

　人の身体からだはたとえまっすぐ立って静止しているつもりでも、呼吸や血流その他内臓機能の影響を受けてわずかに揺れるものだ。

　なのに溶接マスクの人物の身体は空間に固着しているみたいに微動だにしない。

「アナタがロビンさんが言ってた羊さんですよね？」

　マスクの下から、聞いているこちらの息が苦しくなるようなくぐもった声がする。

　声の感じは若年といった感じで、少女のようにも少年のようにも聞こえた。

　真っ黒な遮光板の中には、きょとんとした顔の僕が映りこんでいる。

「羊……？　いや、僕は」うっかり本名を名乗ろうとしてしまい飲み込んだ。「ここでは、ハチコーと名乗ってる。ロビンっていうのは、もしかしてクックロビンのことかい？」

　溶接マスクは、やはりぴくりとも動かない。

　やっぱりマネキンか、感度の悪い音声認識ロボットに話しかけている心地がした。僕の言葉を正しく認識インプツトするための長い長い遅延ラグがあって、ようやく。

「羊じゃなくて犬ですかよ……まぁ、それでもおけですけど」

　と、ぼやくように返してきた。

「……もしかして、君がＨＡＮＡＢＩさん？」

「ですけど何か」

　今度は即時反応レスポンス。少し驚いたけど、何はともあれ探し求めていた人物との出会いを果たし、僕はほっとしていた。

「あぁ、よかった。君のことを探していたんだよ。ちょっと助けてもらえないかと思ってね。僕の背に乗ってる彼のことなんだけど……クックロビンから、君はこういう人たちの面倒を見てくれるって聞いたんだ。彼のことも任せたいんだけど、頼めるかな？」

　ＨＡＮＡＢＩは──何も答えなかった。

　遮光板に映り込む僕の微笑ほほえみがわずかに弱くなる。居心地の悪さを覚えながら錆びついた会話を潤滑させるきっかけを探していたとき、聴覚がかすかな音を捕まえた。

「──？」

　小さくて、けれどせわしない音だった。

　硬質な何かを軽快なリズムで叩たたき続ける音が、最後にタン、と鳴いて。

　表情のないマスクが、歪いびつに嗤わらったような気がして。




　僕の身体が大きく揺さぶられた。

　本当まさに地震でも起きたのかと思った。

　違った。呼吸がせき止められる苦しさでそれに気付いた。

　背後からまわされてきた腕が首に巻きつき、きつくきつく締め上げていたことに。

「ッ──!?」

　喉に食い込む細腕は鉄の輪のように硬質で、僕は、ギュグギ、という聞きなれない音を身体の内側から聞いた。

　ずっと僕の背に担がれ続けていた彼が、突然、明白な意思を持って動きだした。

　僕を殺そうという意思。

　口角から泡が漏れる。酸素は求めてももどかしいぐらい入ってこない。激しい眩暈めまいが始まりこれ以上は危険だと警告する。

　こめかみを生ぬるく臭い息が叩く。僕はかろうじて視線だけをやり、唐突な殺意に目覚めた要救護者の顔を見た。

　重く嚙かみ合あわせた歯列の隙間からは唸うなり声ごえが放たれ、血走った眼球は左右チグハグな方向を向いてビリヤード球みたいにぐるぐるまわっていた。

　彼のことを『ヒトじゃない』と表したクックロビンなら、今の彼をなんと呼ぶだろう。

　悪魔憑つき、とか？

「なん、で」

　背に纏まつわる暗闇の正体を見通すことができない。

　疑問を紡ぐ自分の声は、鉄製のマスクの中に閉じ込められているみたいにくぐもって聞こえた。

　ＨＡＮＡＢＩの声も。

「荷運びとんくすです」

　ぼんやりと不明瞭に届く。

「ソレはもらっておきます。使えるんで。お兄さんアレですね。バカです。バカだからロビンさんにゴートされました。羊ゴートです。身代わりスケープ・ゴートです。ワタシは本当はロビンさんを殺したかったんです殺させてくださいって言ったんです。でも上手うまいコト逃げられちゃいました、ずる賢い狐ロビンは犬を羊ゴートに仕立てて逃げた」

　僕の意識は切れかけの水銀灯みたいについたり消えたりする。

「あの人には気を付けたほうがいいですよ今更遅いですけど。じゃ、そのまま大人しくしててくださいソレとお兄さん使って適当に《実験》させてもらいますからね──」

　水銀灯が切れる。

　僕は、自分の意識を手放したくなる数ミリ手前で耐え続けた。

　踏ん張って踏ん張って、考え、考え、考え──苦渋の選択をつかみ取る。

　声を発せない代わりに、心の中で懺ざん悔げした。

　ごめん、許してほしい、と。
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　瘦せ細った背骨がコンクリートに叩きつけられる。

　背中は一度宙に跳ね、再び落ちて地に横たわった。

　錆びたお面の下から「は？」と声が漏れ、僕は「ハ」と短く息をして呼吸を整えた。




　背後から襲撃された場合の最適解は、相手の服の肩口を手で摑み、膝を折って姿勢を低くし、肩口を引っ張り、相手の身体を前方へ転がし倒すこと。

　梃て子この原理と相手の体重を利用した護身術の基本である──『うなれ！　護身術』（ＫＤＫＷ書房）より。

　前に図書館で借りた本の内容をなんとなくマネしてみただけだったけれど、こんなに上手くいくとは。

　床に叩きつけられた衝撃で動けなくなっている彼に申し訳なくなってお詫わびした。

「すまないね。ちょっとそこで休んでてくれるかい？」

　落としたスーツケースはそのままにし、着崩れた背広の襟元を引っ張って着直した。

　それから、この事態のトリガーを引いたと思おぼしき人物を見る。

　ただ、見ただけ。

「っ！」ＨＡＮＡＢＩは棚の前から一歩退いた。

　僕は微笑む。微笑むように心掛けた。

「……驚いた。突然どうしちゃったんだろうね、彼。君、何か心当たりはあるかい？」

「ッ──!!」

　マスクの中から歯の擦こすれる音を立てて、ＨＡＮＡＢＩは左腕を指先で叩き始めた。

　小こ手てを思わせるグローブに無数のキーボタンがちりばめられている。手の甲には小さなモニター光が灯ともっていた。

　どうやらそれがトリガーの正体らしい。

　不意に空間密度が高まった。

　左に５人。右に４人、背後に３人。

　枯れ枝のような身体にみすぼらしい服をひっかけた男女計12人が、足を引きずりながらこちらへ距離を詰めてくる。

　──映画やゲームで見たゾンビみたいだ。

「ハ、ハハ、ハ」

　溶接マスクは笑い、

「死ねよ」

　そしてまた、トリガーを引くＥｎｔｅｒ。

　12人が獣のようにいっせいに吠え、背後の一人が地を蹴って僕の背に肉薄した。獣の咆ほう哮こうが首筋にかかる。

「────」

　息を吐く。下げた右拳を強く握って、振り向きざまに男の耳の下、顎の付け根を肘で狙い打った。

「ふッ!!」

　命中。男の顔は糸状の唾を引きながら横へ逸それ、僕はさらに掌しよう底ていで相手のこめかみを押し地へと墜落させた。その向こうから次の襲撃者が動き出す。同時に２人。

　一方のめちゃくちゃな右ストレートを姿勢を下げてかわし、伸びきったままの腕を拝借してもう一方の襲撃者に投げつける。

　それでも襲撃はやまない。今度は同時に７人。

「っ[image: ][image: ][image: ]」

　ああ、コレの持ち主の人。いたらごめんなさい！

　僕は足元のスーツケースを拾い上げ右へ左へとぶん回した。

　その暴力的な重量に任せるままに振り回すと、スーツケースは強烈な鉄てつ槌ついとなり迫りくる集団を怯ひるませる。それでも果敢に向かってくる者の脇に向かって一発フルスイングをお見舞いすると、相手を一撃で気絶させることに成功。

「お、コレ使えるな」

　正体不明機械に使い道を見いだした瞬間だった（絶対に使い方間違ってる）。

　スーツケースハンマーの腕前は短時間で片手で扱えるまでに熟練し、残りの襲撃者たちも余さず制圧。最後の足あ搔がきとばかりに背後から飛び込んできた一人も相手の勢いを利用して楽々と背負い投げてやった。

　投げた男は図らずもＨＡＮＡＢＩの眼前の棚に激突し、ＨＡＮＡＢＩが「ヒッ」と怯おびえた声を発する。

「──ふぅ」

　こんなところかな。

　周囲で散り散りになって気絶している十数名の姿を確認してから、僕は再び棚の向こうのＨＡＮＡＢＩと目を合わせた。

　ＨＡＮＡＢＩの身体からだは溶接マスクごとカタカタと震えていたが、その指先は例のキーボードの上にしっかりと乗ったままだ。

「……なるほどね」

　それを見た瞬間、この施設に蔓まん延えんする凶器の名を思い出した。

「話には聞いていたけれど、本当にそれだけで人間を操作できるんだ。

　人間を殺すコンピュータウイルス。《ロル》、だっけ？」




　こんな話を聞いたことがある。

　蝸牛カタツムリだかなんだかの生き物に寄生する寄生虫の話だ。

　寄生虫は蝸牛に寄生すると、蝸牛の脳を操作するという。

　操作された蝸牛は普段なら絶対に赴かない明るい場所──天敵である鳥に見つかりやすい場所──へ赴く。自分が寄生虫の傀かい儡らいとなっているとも知らず、自らの足で、自ら死を選ぶかのように、自ら鳥の餌になりに行くのだ。

　寄生虫が鳥の体内で繁殖を行うために。




　現代人に施されたシステム《ＥＢＳ》を不明な手順でパスし人間の脳に辿たどりつくというロルなら、きっとそんな寄生虫の再現も可能なのだろう。

　蝸牛の脳を操作して死へ向かわせる寄生虫のように、人の脳を操作して誰かへの殺意で染め上げることも。

　Ｅｎｔｅｒキーのたったの一押しで、可能になる。

「ＨＡＮＡＢＩ。彼らを自由にしてあげてくれないかな？」

　顔が強こわ張ばりそうになるのを堪こらえ、微笑ほほえむことを心がけた。

「こんな状態でも、彼らはれっきとした人間なんだ。帰る場所があって、どこかに大切な家族がいる人たちなんだ。君がその手で勝手にどうこうしていい人たちじゃない」

　溶接マスクは答えない。

「ついでに言うと、ロルなんてものを使うのもこれきりにしてほしいなぁ。僕は今初めてそれの効果を見たけど、いやぁ、正直想像以上だった。おかげで再確認したよ。

　──こんなものは、誰にも使わせてはいけない、ってね」

　最後の言葉を前にして、微笑む余裕は消えうせていた。




　ロルゲを制した者には、Ｄａｅｍｏｎからロルそのものが賞品として与えられるらしい。

　ハッカーたちはロルを求め、この狂ったゲームを戦っているというのだ。

　ロルをその手で持ち帰り、外の世界で利用するために。




　そんなことはさせない。




　Ｅｎｔｅｒキーを押すだけで人間を殺せる。

　そんなインスタントな凶器が世の中に溢あふれてしまっては、他人を容易に殺そうと考える人が増えすぎてしまう。

　あの少年と同じ運命を辿る人が、あまりにも増えすぎてしまう。




「お断りです」

　乱暴なキータッチ音が鳴り響き、倒れたはずのＨＡＮＡＢＩの傀儡たちが次々に起き上がり始めた。

　復活した傀儡たちは再びこちらへにじり寄り、扇状に広がって僕を追い詰める。

　焦りよりも恐怖のほうが湧き出てくる。何度倒そうと、気絶させようとも、彼らはＨＡＮＡＢＩの指先に応えて何度も起き上がるというのだろうか？

「お兄さんの目的は何ですか？」

　ＨＡＮＡＢＩが問いかけてくる。

　溶接マスクの顔が、かくん、と45度傾いた。

「まさか、この期に及んでロルゲに反対しようっていうワケじゃないですよね？」

　僕は即席の笑みを貼りつけて答えた。

「そのまさかだよって言ったら？」

「ハ」溶接マスクの肩がぴくっと跳ねた。「ハッ……、ハハ。なんですかまだこんなのが生き残ってたんですか」

　しゃっくりみたいな引き笑いをひとしきり続けて、ＨＡＮＡＢＩはやっと話しだした。

「あなたみたいな白派ホワイトハツトの参加者はゲーム開始の最初の週に黒派ブラツクハツトのウィザード級たちが殺しまくったはずなんですもういないんです。今この蟻ありの巣にいるのは殺し合いゲームを心から楽しんでる真っ黒ブラツクなイカレ野郎だけなんですわかりますか言ってる意味」

「……いや、わからないね。どういう意味？」

「空気嫁よめよ」

　真横に控えていた傀儡が動き出して襲いかかり、僕は瞬時に反応して対象に足払いを仕掛け転ばせた。

　再び傀儡たちの猛攻が始まる。

　一人一人を制圧していく混乱の最中、僕はＨＡＮＡＢＩの声を聞き続けた。

「あなたのような人がいると興ざめですドン引きです。今はハッカーだけがいや頭のイカレた殺人者クラツカーだけがゲームを楽しんでいるんですこれが本当のロルゲの時間なんですなので、邪魔するなら空気読んで死んでください」

「ッ……」

　傀儡たちの咆哮に乗る生臭い匂いに混じって、その好よくない匂いが僕の鼻をついた。

　──殺意の匂いだ。




　ことコンピュータのことに関しては疎い僕にも、一応、特技と呼べるものはある。

　料理全般。身体を動かすこと。それからもうひとつ。




　人を殺したことがある人とない人を匂いで嗅ぎ分けられてしまうという、変な能力。




　ＨＡＮＡＢＩから発せられる匂いは明らかに前者のモノだった。

　火薬にも似た錆さびた殺意の匂い。その匂いの濃さから、ＨＡＮＡＢＩと名乗るこの若者がもう相当の数の人々を殺あやめていることを嗅ぎ取る。

　その殺人に傀儡たちを──ヤクチュウと呼ばれるこの人たちを使ったというのだろうか。




　拳を握った。

　殺意の匂いを認識した脳が心に絶望を降ろしてくる。

　眼前の若者は、すでにインスタントな凶器を手に過ちを繰り返す殺人者となっていた。

　悔しい。それでも、意思だけは折らない。

　握り続ける拳から湧き出した熱を血流に乗せ全身に通わせた。

「──止めてみせるよ」

　こんな馬鹿げたゲームは一刻も早く終わらせてやる。

　ロルは誰にも持ち帰らせない。誰にも使わせない。




　もう誰も殺人者にしないために。
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　僕は少年の目でありたかった。

　少年は、あの白い部屋の虜囚だった。




　２０１７年、春。

　少年──仮称《Ｔ》──は一生をかけても償うことのできない罪を犯した。

　中学校の社会科見学で訪れた小さな展望タワーで、少年Ｔはグループ行動を共にしていた同級生の男子生徒の身体を、隠し持っていたサバイバルナイフで刺した。

　初めに左腹部を。被害者が抵抗を試みたところで右腹部を。相手がたまらず倒れたところで顔面を執しつ拗ように刺し続け、最後にその首を切り落とそうと頸けい部ぶ中心を刺し、絶命させた。

　一部始終を見守るしかなかった女子生徒の一人が悲鳴をあげると、Ｔは彼女の喉元にサバイバルナイフをつきつけ、そのままタワー内の展望室に立てこもる。

　展望室内にいたのは同じグループの男子生徒１人と人質を含む女子３名。そしてその場に居合わせた女性観光客ら３人と４歳の男児１人、タワーの案内係の女性１人だった。

　警察による説得が続いた。

　Ｔの母親が駆けつけたが、息子を説得する自信がないと泣くだけだった。

　その間にも少年Ｔは女子生徒１人と女性観光客１人、男児１人を刺殺し、タワーの案内係には全治６か月の重傷を負わせていた。

　ニュースやネットでは多くの人々がこの事態に注目していた。

　人々は建前の不安と、隠しきれない好奇と興奮を込めて一部始終を見守った。

　しかし、事件は大衆の興奮を裏切るような形で終息する。

　緊迫のタワー展望室内に特殊部隊が突入しようとしたまさにその時、少年Ｔは自らエレベーターに乗り込み、警察の前に現れて両手をあげたのだった。




　タワー立てこもり事件はあっという間に忘れ去られた。

　マスコミは政治家の汚職や芸能人の薬物スキャンダルを追うのに忙しかった。

　罪に塗まみれた少年と遺族の深い悲しみだけが、世間から出た澱おりのように残された。




　動機はわかりやすく単純なものだった。

　Ｔはクラス内で陰惨ないじめを受けていた。そのいじめを扇動していたのが、殺害された男子生徒Ｋであり、Ｔは事件の数か月前にインターネットでサバイバルナイフを注文して、ずっとＫを殺害する機会をうかがっていた。

　社会科見学当日、Ｋは嫌がるＴの頰ほおを展望室の窓ガラスに無理やり押しつけ続けた。

　Ｔはひどい高所恐怖症だった。日ごろからＫに学校の屋上に呼び出されては『飛び降りろ』と要求され続けていたからだ。

　その日のグループ行動のコースも、ＫがＴへの嫌がらせ目的に決めたものだった。

　Ｔはいつもの屋上よりも遥はるかに遠い地面を見て、今度こそ落とされるという恐怖に晒さらされたのだろう。Ｔは法廷でこう供述していた。

『殺される前に殺そうと思っただけだ』、と。




　立てこもり事件は、Ｋ殺害ののちに半狂乱となった少年が引くに引けない状況となり追い詰められて無計画に実行したものだった。

　しかし、『たまたまそこに居合わせただけ』という理由で殺害された被害者遺族たちの耳に、彼の事情など届かない。

　遺族たちは少年Ｔのことを『最低の人殺し』『テロリスト』『悪魔』と呼んだ。

　まだ４歳だった幼い我が子を目の前で殺された若い母親は、今もきっとどこかで彼を呪って生きているのだろう。




　Ｔの身柄は家裁での審判ののち、医療少年院へと送致された。

　統合失調症と診断され、数年をかけて少年法の目指すところの『更生』を始めた。

　そして元・少年犯罪者Ｔは、その理念の模範となるような更生を果たした。

　表向きには、そういうことになっていた。




　これは僕だけが知っていることだ。

　あの少年は《白い部屋》にこもり続けている。

　真っ白なガラス張りの接見室。彼はそこから出てこようとしない。

　社会との関わりを拒否し続けている。

　今、このときも。




『ここから出たら殺されるんだ』

　少年は言った。

『この部屋の外では、みんなが僕の死を願ってる』

　だから自分は一生ここに居続けるのだと。




　それは死んでいることと何が違うのだろう？

　僕の目に映る少年は、生きながらにして死んでいるように見えた。





　Ｑ．なぜ人を殺してはいけないのですか？


Ａ１．法律上罪だから。

Ａ２．神が作り出した命を奪うことは許されないことだから。

Ａ３．遺のこされた人の悲しみと憎しみは一生消えることがないから。








　Ｑへの答えはいくつかあると思う。

　僕は、この胸に光る向日葵ひまわりの記章を掲げてＡ１を答えるのではない。

　無宗教なのでＡ２を答えるわけでもない。

　Ａ３は無論、当然のこととして。

　僕にはＡ３と同じくらい、声を大にして訴えたい第四の答えがあった。






Ａ４．殺人は他人を殺すだけでなく、自分自身も殺してしまうから。








　少年はあの日、自分自身をも殺してしまった。

　Ｋを殺したあの瞬間に、堤つつみ洸こう介すけという人間じぶんをも殺して。

　今もまだ、殺し続けている。
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　絹を裂くような奇声が轟とどろいた。

　頭上に素早く視線を振ると、直上から一体の傀かい儡らいが僕めがけて落ちてくるところだった。

　寄生された蝸牛カタツムリのように。自らの意思と関係なく。

「ッ──！」

　いくら僕を襲撃するためとはいえ、あの高さから落下しては無事ではすまないだろう。そう思うなり身体からだはほとんど勝手に動いていた。

　足を踏ん張り、両手を天に掲げ、落ちてくる傀儡を受け止める体勢を取った。

　哀れな蝸牛も、寄生虫すら、救いたいと思った。

　──もう誰も殺させない。

　殺されようとしている命のためにも。殺そうとする命のためにも!!

「ありがとうございます」

　ＨＡＮＡＢＩが不気味な声を立てた。

「そんな近くで見て下さって──嬉うれしいですよ」




　あと数メートルまで迫った蝸牛の身体に、チリと火花がつくのが見えた。

　火花はその身体を全方位へ引き裂く稲光となる。

　唐突に巻き起こったそれは、爆発だった。




「ッ──!?」

　轟ごう音おんと衝撃が身体を打ち叩たたいた。

　爆風が襲い、とっさに腕で顔を庇かばいその場に踏ん張るが、身体は風圧に押し流され背面の棚にぶつかるまで吹っ飛んだ。

　爆風でまともに目を開けることもできない。

　かすむ景色は鮮烈な赤色に染まっていた。

　異様に熱くて赤い雨が肌を横殴りに打つ。

　物か人か判別できないモノたちが吹っ飛ばされて、鉄骨の棚がギシギシと鳴いた。




　──なんだ、これは。




　風圧が緩み、あたりが落ち着きを取り戻し始める。

　僕は立ちあがることもできないまま、目の前で起きた事象を理解しようとしていた。

　爆心直下にいた僕の全身は赤くて熱い泥状の雨に染まっていた。マグマのように燃えた赤い滴は衣服を焼き切り、その下の皮膚を火傷やけどだらけにしている。

　倉庫内には胃をひっくり返すような腐臭と錆さびた鉄の臭いが充満し、火花とともに裂けた人物の姿は跡形もなく消えていた。

　今、目の前で起きたのは間違いなく爆発だった。

　宙から人が落ちてきて。そして、僕の目の前で突然。

　──あの人はどうなった？

　力の入らない足で立ち上がる。その僕の膝の上から何か丸い物が転がり落ちた。

　落ちたものを視線で追いかけたとき、それが何かすぐには理解できなかった。

　見たこともないようなモノだった。おそらく、普通に生活していたら一生目にせずとも済むようなものが、僕のことをじっと見上げていた。

　赤黒く血走った人間の眼球だった。

「火力なさ杉すぎ」

　耳元で歪ゆがんだ笑みが囁ささやく。

　振り返った背後の棚上に、蛙かえるのようなポーズで座り込む傀儡がいた。

　傀儡はハッカーの意思で笑み、ハッカーの言葉を紡ぐ。

「もう一発イってみる？」

　目の前のソレが体内で何らかのエネルギーを収しゆう斂れんさせ、直感した。

　人体が起爆する。




　雷のような轟音が空気を揺らした。

　また赤い嵐。ダンボールや木箱が破砕され、錆びついた棚が積まれた物資ごと瓦解した。

　鉄骨や鉄板がコンクリートに降り注ぎ、ガランガシャンと次々に甲高い音を立てた。

　先ほどの数倍の威力はありそうな大爆発。

「鯨くじらは綺き麗れいな花火になるんです。知ってますか？」

　歪みきった若者の声が、どこからか響いてきた。

「陸おかに打ち上げられた鯨の死骸は、放っておくと体内に腐敗ガスがたまって花火になるんです。それはもうとてもきれいな花火です。私もあんな花火を作りたいって思いました。

　薬ロルドラは脆弱性アナだらけで助かります。アナから入ってヤクチュウの免疫機能を停止させてやれば、奴らの体内は生きたまま腐敗します。放っておけばバクテリアが高密度高圧縮された腐敗ガスを作ってくれます。これで下ごしらえは完了。

　起爆するときは体温中枢を操作して急激に体温を上げます。発火させ、ガスに引火させれば、見事な人間花火の出来上がり。──ね。すごいでしょう？」

　地獄の赤い嵐が凪なぐ。

　地獄の鬼さえも食わないような狂った美意識を語る声を脳にこびりつかせたまま、僕は身体を押し潰す鉄板を腕で払いのけた。

　今度も運よく永らえた。起爆寸前、人間爆弾が乗る棚板をひっくり返し、それをそのまま盾にして爆風の直撃を免れた。

　背広を脱ぎ捨てる。お気に入りだった背広の裾には小さな火が灯ともされ、炎となって爆弾の内容物に汚れた布地をみるみるうちに飲み込んでいく。

　自らを花火と名乗る若者が語ったのは気の狂ふれた空想のようで、けれどここでは紛まがうことなき真実だった。




　僕は見た。

　人間が起爆する瞬間を。

　生きた人間が爆弾はなびになるところを。




「……なんてことだ」

　絶望をつぶやくと同時に、廃はい墟きよと化しつつある倉庫のそこかしこから新たなる傀儡たちが現れる。ふらふらと夢遊するように身体を揺らしながら歩み寄ってくる彼らは、そのすべてがＨＡＮＡＢＩのロルによって改造された人間爆弾はなびなのだろうか。

　爆弾たちが姿の見えないハッカーの声を口々に代弁した。

「花火が好きです。自分で作った花火を、誰かに、火傷するぐらい近くで見てほしかった」

「だからいろんなところに置きましたよ。花火。駅とか電車の中とか、デパートの中とか」

「作った花火がニュースに取り上げられました」

「誰かが私の花火を動画に撮っておいてくれたんです」

「みんなみんな、こぞって私の花火を探して撮影してネットに上げてくれました」

「きっと私の作った花火が綺麗だと思ったから、撮っておいてくれたんですよね？」

　最後に悦よろこびを歌った口が火花に引き裂かれ、周囲の傀儡たちもそれに続いた。

　無数の轟音、衝撃。

　連続的な爆風が押し寄せる中を転がり逃げるようにして脱した。

　無数の爆弾たちが僕を追いかけてくる。異口同音に花火師の悦びを代弁する。

「「「「「嬉しかった。だからロルを持って帰って、もっともっと花火を作るんです」」」」」

「「「「「今度は私の花火を綺麗だと思ってくれた人たちを、花火にしてあげるんです」」」」」

「「「「「そうしたらみんなきっともっと喜んで、私の花火、拡散してくれますよね？」」」」」

　背後で小規模な爆発が繰り返され僕を転ばせた。

　血か肉片か考えたくないようなものを浴びながら何度も何度も立ち上がり逃げ走る。

　背後で轟音がするたびに一人の命が失われている。人間として生を受けたはずの肉体が、原形をとどめないほどに爆はぜ消費されていく──

　真横から迫ってきた誰かが僕の胴を摑つかんで倒した。

　上体を起こすと、僕の身体に女の人が抱きついていた。血の気のない表情をカクンと上げて、涙も流せないほどに枯れた瞳が僕を見つめて。

「た、す、け、て」

　枯れた身体が急激に熱波を帯びた。

「ッ───!!」

　気が遠くなるような悲ひ愴そうに胸を抉えぐられながら彼女の身体を蹴飛ばした。女性の身体は燃え上がり爆風と共に四散する。

　血肉の雨が降り注ぎ、どこからか溶接マスクのくぐもった哄こう笑しようが聞こえてきた。

　視界が白黒モノクロに冷める。

　絶望で息が詰まる。

「…………。ひどい」

　なんて、惨むごい。




　決意と諦観が僕の心を引き裂いた。

　──殺さつ戮りくをやめさせなければ。

　ＨＡＮＡＢＩを止めなくてはならない。ＨＡＮＡＢＩ自身をも救うために。

　──できるわけない。

　彼は異常だ。こんな惨いことを喜々として繰り返せる異常な心を、救えるわけがない。




　あの声が僕に囁いた。

　いつかの法廷で、少年を囲む人々が放った呪いの言葉。

『こんな奴は死んだほうがいい』




「────」

　立ち上がった。

　血肉の雨の向こうから群れを成して歩いてくる現実はなびたちに対たい峙じした。

「…………違う…………」

　死んだほうがいい人間なんて、いない。

　生まれたときから罪を背負った命なんてない。

　その命を取り巻く世界が無む垢くな心を歪め、狂わせてしまっただけなのだ。

　少年はそうだった。名もない花火だって、きっと。

　爆弾はなびの群れが濁流となって襲い掛かってくる。

「ＨＡＮＡＢＩ!!　もうやめるんだ!!」

　僕は叫んだ。

　殺しのトリガーを引き続ける若者に向かって、言葉のトリガーを引き続けた。

「彼らを解放してくれ！　もうこれ以上、他人ひとも自分も殺してはいけない!!　そのキーを押すたびに君は自分をも殺すことになるんだぞ!?」

　その弾丸の一片が、彼に残された一片の人間らしさを撃ち抜くまで。

「君は本当にそれでいいのか!?」

　何度でもトリガーを引く。







「「──うるさい」」

　二つの声がした。

　少女の声と、男の声。




　爆弾の濁流に巨大な影がかかる。

　次の瞬間高速の物体が眼前を横切り、爆弾の濁流を横から切り崩して走り去っていった。

　吹っ飛ばされた爆弾たちはゴム人形のようにコンクリート上を跳ねて散り散りになる。

　遠くで光が爆ぜ、轟ごう音おんが鳴り、爆風が押し寄せた。




　──何が起きたのか理解できなかった。




　物体が走り去った通路へ躍り出る。

　遠くの棚の中に、作業用のフォークリフトがめり込んでいた。

　無人の運転席を赤い雨が激しく打ち叩いている。

　跳ね飛ばされて散り散りになった爆弾たちは凍ったように動かなくなっていた。

　一人の顔を覗のぞき込むと、激しく回り続けていた眼球は色を失って停止していて、その身体からだは熱波を放つどころか冷気を帯びて冷たくなっていた。

「……死んでる」

　遠くからくぐもった悲鳴が聞こえてきた。




　傀かい儡らいと見み紛まがいそうなくらいズタボロになった身体を引きずり、声のしたほうへ歩く。

　悲鳴は溶接マスクの中から発せられたものだと直感した。

　嫌な予感を覚えながら棚の迷路を右へ左へ折れるのを繰り返していると、不意に僕の目に鮮烈な赤色が飛び込んでくる。

　コンクリートの上に、割れた溶接マスクが転がっていた。

　ＨＡＮＡＢＩはついに僕にその素顔を見せることはなかった。

　大の字に寝そべったその死体は、首から上を完全に失っていた。

「──っ……」

　鉄柱を手で摑み、思わずその場に崩れそうになる身体をなんとかして突っ立てた。

「なんで……なにが……起きて……」

　ＨＡＮＡＢＩのそばへと歩み寄る。

　死ぬ直前まで立っていたと思われる場所を中心に、放射状に赤い池が伸びていた。

　これは消し飛んだ頭部の残ざん滓しだろうか。

「…………」




　ごめん。助けられなかった。




　僕はその場にしゃがみ、救えなかった若者の手を胸の上で組ませた。

　殺人を重ねた手にも等しく重みがある。

　僕は亡なき骸がらの前で両手をあわせ、その魂に待ち受ける罰が僕の祈りひとつぶんでも軽くなればいいと目を閉じた。




　風のない倉庫内に髪を煽あおる風が吹いた。

　爆風の吹き返しだろうか。

　腐臭だけではない、何か別の匂いを孕はらむ風が吹くその方角を、僕は振り返った。

　新品の機械のような無機質で清涼な匂いがして。

　そこに、少女が立っているのを見た。
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　濡ぬれたように下がる前髪の間から、濡ぬれ髪がみよりも黒い眼まなこが僕を見ていた。

「君は……」




「「──みつけた」」




　また、二つの声がした。

　薄く開いた少女の唇と、もう一人。確かに誰かがそう言った。

　白い通路で。三日月の笑みが、嬉しそうに。
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　不可解な感覚に晒さらされた。

　今、誰かが、少女と同じ言葉を紡いで笑ったような。

　床に伸びた亡骸は笑う口を持たない。

　ここには彼女と僕以外、笑える者は誰もいないはずなのに。




　──いや、今はそんなことより。

　首を振って思考を振り払うと、少女と目を合わせた。

「ＨＡＮＡＢＩに操られた人……じゃあなさそうだね。大丈夫？　ケガとかしてない？」

　こぢんまりとした体格はひどく気弱な印象を僕に抱かせる。

　警戒させないようできるだけ微笑ほほえんでいようと心得て一歩だけ踏み出した、その革靴のつま先をヒュと尖とがった風がかすめた。

　鼓膜を震わす破砕音が鳴る。

　上から落ちてきた大きなガラス板が、僕の足元の床に叩たたきつけられた。

「…………」

　無数の欠片かけらが床を滑って散る。歩みも、せっかくの笑顔も固まった。

　あと一歩踏み出していたら、ガラス板は僕の脳天を直撃していただろう。ぞっとした。

　天井では電球部分が剝むき出だしになった水銀灯が揺れている。

　ガラス板の正体は、どうやら水銀灯につけられたカバーガラスだったらしい。

「なんで突然カバーが…………あ」

　ガラス片が少女の足元にまで届いていたことに気付いた。

　少女は裸足はだしだ。

「君、大丈夫!?　足そんな風に出して……今ので切ったりとかしたんじゃ」

『動くな！』

　再び動き出そうとした僕の脳内に直接、鋭い叫びが響く。

「……え、え？」

　内耳に充じゆう溢いつする警告と、少女が僕につきつけたモノ、その二つに僕は驚いていた。

　少女が僕に向かって構えているのは一丁の拳銃──ではない。

　拳銃の形に組んだだけの、ただの指だった。

「……ええと」

　本当に、どう見ても、ただの指だ。

　丸くて小さな爪のついた少女の指先。少女はその《拳銃ごっこ》をしているだけの指先を、けれど本物の拳銃さながら慎重に、険しい面持ちでこちらに構えてみせる。

　よく見るとその指先からはレーザーポインタのような細い光こう芒ぼうが発せられており、ビビッドグリーンの光点はどうやら僕のひたいにぴたりと据え付けられているようだ。

『侮らないで』戸惑う僕に、少女はいっそう構えを鋭くする。『一歩でも動いたら撃つ。そこの低級ハッカーと今すぐ同じにしてやる』

「──な」

　足元に視線を振った。頭部をなくして事切れているＨＡＮＡＢＩだったモノを見て、まさかという思いを生じさせる。

「まさか、ＨＡＮＡＢＩを殺したのは、君……？」

　少女は答えず、無言の威圧を続けた。

　信じられなかった。

　彼女からは殺人者特有の匂いがまるでしない。

　清潔な機械室に収められた冷たい機械の匂いしかしないのに。

　暫定拳銃を向け続ける少女を見つめながら、僕はひとまず、両手を上げることにした。

　年の頃は中学生か高校生といったところか。長い前髪に隠れて顔つきははっきりと確認できないが、黒い紗しやの下からは少女のものとは思い難い無感情な瞳が僕を射抜いている。

　そしてその声は。

『……ずいぶん態度が違う』

　やはり、脳に直接響く。

『オフとオンで。まるで別人みたい。どっちが仮面ブラフ？』

　真一文字に結ばれて動かない唇から発された問いかけの意味は、考えてみてもわからなかった。

「ブラフ……？　いったい何の話？」

『仮面ブラフの下』

　何もない漆黒の瞳が、僕の姿をただ映して問う。

『あなた、ヴォルフでしょう？』




　──《ｗｏｌｆ》？




　また、不可解な感覚がした。

　彼女がその言葉をつぶやいたとき、頭の中にその４文字が見えた。

　知らない名前。知らない文字列。なのに。

『やっぱり、ヴォルフ』

　少女は僕の無言を肯定と受けとってしまったらしい。慌てて訂正する。

「いや、違う。人違いだ。僕は君の言うヴォルフなんて人じゃない。僕は──ここではハチコーと名乗ってる。今日の昼頃に目覚めたばっかりで、この１か月のことは何も知らない。君とも初対面のはず」

『作り話ブラフ』閉じた唇で、確信をもって少女は言う。『否定はやめて。あなたがヴォルフであることは明白なの』

「そんな。なんで」

『ｎＰが一致してる』

　直感的に、僕がこの世で最も苦手とする分野の話をされているとわかった。

「エヌ──なに？」

『質問は私がする』

「あああ、ご、ごめんごめん」

　語調を強めた彼女に負けてついつい謝ってしまうと。

『…………』

　少女は僕を睨にらんだまま、強張っていた肩の力を少しだけ緩めて独り言ごちた。

『ｎＰは偽装ブラフじゃない……それは間違いないはず……』

　僕はそんな彼女の様子を、固唾をのんで見守りながら思考した。

　──あの拳銃、本当に本物なのだろうか？

　──いや。ここでは常識から生まれる疑念は一切捨て去ろう。

　なにせ人体が一個の爆弾となるような世界だ。

　彼女もハッカー。殺人ウイルス・ロルを扱える者。

　そして彼女の拳銃ゆびが人一人の頭部を吹き飛ばすほど強大な威力を持つ凶器だとしたら、僕が今取るべき最善策は下手に動かないこと。少女を刺激する発言も避けること。

　思うに彼女は何か勘違いをしているだけだ。

　そのことを、彼女の感情を逆なですることなく事実を押し付けるでもなく、彼女自身の心の働きで理解させていけば穏便に事を運べるはず。

　方策を立て、いざ行動に移そうと深く呼吸したときだった。

　少女の唇が開き音を紡いだ。




「──ネコ」




「っ……？」

　とても短い２文字。少女はそれだけを音にすると、再び唇をきつく閉じてしまった。

　ただじっと、僕の反応を待っている。

「…………。ね、ねこ？」

　僕は方ほう々ぼうに視線をやった。

　足元、右、左、背後。棚の上、などなど。

『……。何してるの？』

「あ、いや、その」急に『猫』と言われたもんだから。「もしかして、どこかに猫ちゃんでもいるのかなー……って……」




　沈黙。

　妙に気まずい沈黙が永遠とも思える時間、流れた。




　少女はありありと見開いていた瞳をまぶたの奥にしまった。

　落ちていた肩が強張り、構えた銃口ゆびさきが小刻みに震え始めた。

　ただならぬ気配。少女から発せられる怒気が陽かげ炎ろうみたいに揺れている、ような。

「えっ、あっ」もしかして怒らせた!?「あのそのえとですね──」

　少女が憤怒に歪ゆがめた顔を上げた。

　直上で物音。天井に下がるいくつかの水銀灯からカバーガラスがいっせいに離れ始めていた。

　また落ちてくる。

　地を蹴りすぐ横の棚の中に飛び込んで身を隠した直後、ガラスはコンクリートに打ちつけられ透明な飛沫しぶきを次々に巻き上げた。

　破砕音がその他の気配を一切かき消す中。

『失望した』死神のテレパシーだけは竦すくみあがるほど明瞭に響く。『もう殺す』

　ガラスの乱舞が止やまぬ中、僕は棚内の荷物をかき分けて走り出した。

『逃がさない！』

　少女の指先がどこまでも僕を追ってくる。




「どうなってるんだ、もう……！」

　再び廃はい墟きよの中を逃げ回る僕の行く手を、実に様々なモノが遮ろうとしてきた。

　天井から飛来するガラス板、突然棚の上から落ちてくるコンテナや資材、スプリンクラーから降り注ぐ豪雨には視界を奪われ、高速で走り抜ける無人のフォークリフトには何度も轢ひき殺されかけた。

　まるでポルターガイストだ。

　先ほどのことがなければおそらくそう勘違いしていたであろう怪奇現象の正体は、すべて僕を逃がさんとする少女の指先によるものと考えられた。

　少女の姿はどこにもない。

　振り返ってみても追いかけてくる気配すらしないのに。

「わっ！」

　後ろを見ていたせいで足元に落ちていた障害物に気付けなかった。質量のある何かに躓つまずき盛大に転倒する。

　片腕を突っ立てて起き上がり躓いた物の正体を確かめる。

　それは僕がどこかに落としてきたあのスーツケースだった。

「──……」

　雨あま濡ぬれの銀箱。正体不明の機械の箱。

　それを拾っていくことは諦めて、僕はもう一度走り出そうと身体を持ち上げた。

　僕に暗闇を見通す力はない。

　なくていい。

　暗闇を見通すハッカーに対抗しようとは思わない。

　今はただ逃げよう。情けなくとも。

　体勢を立て直して、もう一度よく考えるんだ。

　暗闇から人を撃ち抜くというその凶器をもう誰にも使わせないために、僕が今、どうすべきか。




　なんとか立ちあがって一歩を踏み出した瞬間、僕の後頭部を鋭い針が刺した。

「────え」

　たちまち言い知れぬ感覚が襲う。

　世界の色が反転する。そして、黒に染まる。

　僕の身体からだは、再び濡ぬれた地に墜落した。

　撃たれた。

　確信した。
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　脳の中で線虫が蠢うごめいていた。

　気色悪さを覚えるほどに蝟い集しゆうする虫の群れ。

　線虫の一匹一匹の躰からだは文字列でできている。

　鎖のように繫つながれた、《ｌ》と《ｏ》の羅列。

　lolololololololololololololololol.

　ろる、ろる、ろる、ろる、と読める。




　脳を埋め尽くす線虫の一匹一匹が、その身を揺すぶって嗤わらっていた。
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　水中から陸おかに上げられたみたいに息を吸い込んだ。

　線虫がバラバラに砕け飛ぶイメージを見る。

『やっぱり、この程度のロルじゃ死なないのね』

　テレパシーが囁ささやいた。

　眉間に銃口ゆびさきがつきつけられているのを感じる。

　仰向けに倒れた僕の上に少女が跨またがっていた。

　その怜れい悧りな瞳を直視できないほどに頭が痛い。脳を引き裂かれるような不快の中から、なんとか声を絞り出す。

「っ……。今の、は……？」

『《ブラックアウト》』

　言いながら、少女は首に下げたアクセサリーに手をかけた。

　いや、それはアクセサリーなんて可愛かわいいものではなかった。

　一般にフラッシュメモリと呼ばれているスティック状のメディア機器だ。

　少女は鎖で繫がれたキャップから赤いフラッシュメモリを引き抜くと、それを、拳銃型に構えた手の中に接続した。

　見ればその手の中には、グリップが取りつけられた黒い筒状の機械が収まっている。

　その機械にフラッシュメモリを仕込む動作はまるで、拳銃に弾倉マガジンを仕込むかのよう。

『ブラックアウトが効かないなら』

　少女はもう一度銃口を差し向けてくる。

　激しい頭痛に眩暈めまい感すら催す脳が、眉間に押し当てられた柔らかい指先の感触を、まったくの別物であるかのように感覚した。

　どこまでも熱く、そして冷たい鉄塊の感触がする。

　──これは、銃だ。

　頭蓋を撃ち抜くことなく、脳だけを直接撃ち抜く見えない凶器。

　ロルという名の。

「ッ……」

　少女の手が抱く黒い筒の頂点には、親指で押すことのできるボタンがひとつあった。

　記号《[image: ]》が印字されている。それがＥｎｔｅｒを示す記号であることくらい、僕にもわかった。

　誰かの命を削除するための、あまりにも軽すぎるトリガー。

　──止めなきゃ。

　このまま彼女に殺されるわけには。彼女に殺させるわけにはいかない。

　──でも、どうすればいい？

　下手に動けば、彼女はすぐさまそのトリガーを引くだろう。

　次の銃撃を受ければ僕の意識は二度と浮上しない。

　それだけの威力がある銃弾が、この電子の弾倉に装そう塡てんされていることを覚悟する。




　目の前の少女が、白い部屋のガラスの向こうに座っている光景を幻視する。




「──駄目だ撃つな」

　そんな言葉が口をついて出た。

「撃ったら──駄目だ」

　ぐらつく脳は語彙を失って、馬鹿のひとつ覚えみたいにそれしか言えない。

　けれどそれが今の僕のすべてだった。

　ロルを使わせたくない。誰にも。この少女にだって。




　きつく結ばれ続けていた少女の唇が、わずかに開いた。

　唇からかすかな吐息を漏らす。

　けれど、やがて何かを思い出したかのように、弛し緩かんした下唇をきゅっと嚙かんで。そして、内耳に響くテレパシーで言った。

『ありがとう』

　なぜか、ひどく優しくそう言って。

『死ね』

　最後は殺意で、僕の意識を締めくくった。
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　次の瞬間、白い通路の中にいた。




　立ち尽くす僕の背後から、やけにゆっくりと歩く靴音が聞こえる。

　振り返ってみると、《彼》はもう《外》へ続く扉を開けていた。

　去り際に少しだけ僕を振り返って笑う。三日月のような笑み。

　笑みを浮かべる口は声もなく語り終えると、やがて、扉を閉めて出て行った。




　密室と化した通路の中に《彼》の声が反響し続けた。

　残された僕は、その声を何度も、何度も、聞くことになった。




　──誰にもロルを使わせたくない？

　──なら、勝てばいいんだよ。

　──俺たちがロルを手に入れりゃあいいんだ。

[image: ]

「……君は──」

　彼への誰すい何かは、ただの短い文字列となった。

　彼の名前を見たときと同じように。

[image: ]
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　尊敬する人はいる？

　そう聞かれたら、私は彼の名をあげるだろう。

　ｗｏｌｆヴオルフという人。

　私は彼の本名も、顔も、どこにいて何をしている人なのかも知らなかった。

　それでよかった。少なくとも今までは。

　ラップトップを開けば彼はいつもそこにいるような気がしたし、私は『私が知っている彼だけが《彼》であってほしい』なんて勝手にも願っていたから、彼の仮面の下を覗のぞいてみようなんて気持ちにはならなかった。

　彼は優れたハッカーだった。

　今はもうクラッカーと──ハッキングを破壊行為や犯罪のために利用する者と──呼んだほうが正しいかもしれない。

　日の当たる世界で堂々と本名を名乗り探究ハツクしていれば、彼は社会から称賛される善きハッカーとなっていたことだろう。

　その十本の指で社会的地位も、富も、栄誉も羨望もほしいままにしていたに違いない。

　なのに彼は、ネットの隅に燻くすぶっていた私なんかとともに犯罪者クラツカーに堕おちてくれた。

　彼は私の考えに賛同し、殺人ウイルス《ロル》の開発に協力してくれた唯一の人だった。




　ロルゲが始まってアイツを、《ばくしょう》を削除ころしたとき。

　彼に会ってみたくなった。

　彼は絶対にここにいると思った。

　私は情弱や胡う散さん臭くさい正義を騙かたる善人ホワイトの掃除を続けながら、彼がこの《蟻ありの巣》に痕跡を残すときを待った。

　プログラムコードを見れば、それが誰の仕事かわかる。

　コードは手書きの筆跡と同じ。その人の個性が出るもの。

　ヴォルフのコードは一言で言って《つかみどころがない》ものだった。

　神経質なまでに書き重ねられた部分があったかと思うと、今度はあるべき処理を大胆に飛ばしていたり、コードを盗み見る者をかく乱するようなプログラムの迷路を作り上げていたりする。

　私はその他人ひとを煙けむにまくようで、なおかつ他人で遊んでいるかのような可笑おかしなコードが、結構好きだった。




　彼の仕事はすぐに見つかった。

　探すまでもなかった。

　蟻の巣の中は、彼の書いたコードで溢あふれかえっていたのだから。




　彼ではない見知らぬハッカーが、彼のコードを孕はらんだロルで私を攻撃してきた。

　それは一人や二人では終わらなかった。日に日に増殖を続けた。

　おしゃべりな商人がこんな情報を売ってくれた。

『ｗｏｌｆと名乗るハッカーが、自作した大量のロルを他の参加者たちに無償で提供しまくっているらしい』──と。




　裏切られたと思った。




　彼は私がロルの真の作者であることを知っている唯一の存在だった。

　私がロルにかけた呪わしい感情だって知っているはず。なのに、彼は私の技術を──恨みを──ロルゲに肯定的な黒派ブラツクハツトにも否定的な白派ホワイトハツトにも雑魚なにわかどもにも、鳴りを潜める潜伏者ＲＯＭや自宅警備員ニートたちにも分け与えてしまった。

　夜目の利かない脆ぜい弱じやくな生き物に兵器とマニュアルを与え、ロルゲを激戦状態へと導いた。

　そしてこのロルゲにおいて《ロルの作者》という圧倒的ポテンシャルを持つはずの私を、間接的に苦しめ続けた──




　彼の挙動うごきを見れば、彼の考えがわかる。

　プログラムコードを見れば彼のモノだとわかるように。

　彼も、私の《敵》になろうとしていた。

『ありがとう』

　私の、世界で唯一尊敬できる人であってくれたことに感謝して。

『死ね』

　恨みを籠こめて、削除しようと思った。
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「クソが」

　地鳴りのような低い声を聞いた。

　組み敷いていた男のとぼけた目つきが、突然刃物のように鋭くなった。

　態度も顔つきも声音すら、別人のように変貌する。

「いつまで乗ってる。いい加減重てぇ尻ケツどけろ、クソ女」

　男が発した言葉には覚えがあった。

　ＩＲＣチヤツト画面。彼が苛いらついたり煮詰まったときによく書き込んでいた短い文字列。
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　ｋｓｇクソが。

「……ヴォ、ルフ……？」

　大きな手が私の手首をからめとった。

　抗あらがいようもない強い力で横倒しにされ武器ガジエツトは床を滑って遠ざかる。

　両手首をネクタイできつく縛られ立場は一瞬で逆転した。今度は私が見下ろされ、彼が私を見下す番。

「よう、ネコ。──やっと俺のほうを見たな」

[image: ]

「ずっと殺したかったぜ、お前のこと」
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「person_is_a_blank人は白紙」

　それがゲームの始まりを告げる合図だった。

　横たわるスーツケースが主ユーザーの命令コマンドに応じて『ピ──』と行儀のいいビープ音を鳴らす。

　思考と心臓が凍りついたときにはもう遅い。

　水銀灯がバツンと音を立てて光を失い、世界は闇に包まれた。

　暗闇の中に笑い声が見え始める。

　赤い線虫の姿をした笑い声。《ｌ》と《ｏ》で構成された寄生虫が網膜を泳ぎ、私の脳をブチブチと食い破り始める。

「っ、あ、あ、あ…………あ、ああぁっ────!!」

　可視の笑い声に男の笑い声が重なり私を苛さいなんだ。狂った笑い声の二重奏はエコーして、四重奏にも五重奏にもなっていく。

　──大丈夫。怯おびえるな。冷静になれ。

　余計な脳内物質かんじようを分泌すると脳内に仕込んでおいたそのプログラムは正常に動作できない。下唇を嚙み、無限増殖を続ける笑い声を消し飛ばすために頭の中を美しいフィボナッチ数列でいっぱいにした。

　ノルアドレナリンで滞留していた軸索バスが巡り始め、嗤わらう線虫たちが次々に砕かれていく。

　脳内に仕込まれたアンチ・ロルが為すべき動作を始め、私は次第に苦痛から解放されていく身体からだをゆっくりと弛し緩かんさせた。

　──なんて不意打ち。

　唐突に撒まかれた彼のロルは、それ自体はなんてことのない、雑魚な餓鬼キデイたちが送りつけてくるような単純な破壊型のウイルスだった。

　けれどその送信方法には完全に意表を突かれた。

　トリガーに音声認識を利用し、短距離内に電波感染させてくるなんて。

「まるで犯された後の女だな」

　空から一筋の光が注ぎ、私を無遠慮に照らした。

　その立場からして見れば、手首を縛られたまま悶もん絶ぜつする私の姿は滑稽に映ったことだろう。いつの間にか私の上からいなくなっていた男は、今は高い鉄棚の頂点に腰かけペンライトの光をこちらにかざしていた。

　男は白光でひとしきり私の全身を舐なめると、やがてペンライトを消し脇に置いた。

　男の傍らには開かれたスーツケース。そこから溢れだすモニター光が男の半顔を暗闇にぼうと浮かび上がらせている。

　優しくも、どこか人を見下すような笑み。

　こいつと最初に会ったときに見せられた笑みとは明らかに意味を違たがえている。

　トリガーを引こうとした私に『撃つな』なんて退屈なことを言っていた男、＝イコール彼？

「どうした？　ヨすぎてまだ動けねェのか？」

　＝イコールが成立しない。

「と、こと、どう──、ッ──!!」

　言葉が紡げない。思考が声にならない。

「……え、こえ、どう、して」

「お前の声テレパシーなら壊させてもらったぜ」

　戸惑う私を見て、男は退屈そうな声をあげた。

「気味悪ィんだよ。人の頭ン中に直接話しかけてきやがって……《脳波を音波に変えて思考を相手に聞かせるようにする》なんてロル、流行はやらねェよ。何が楽しくてそんなモン作った？」

「ッ──、……っ……」

「……あぁ」男は納得したように微笑む。「なんだお前。まともに口もきけねぇのか？　ＩＲＣチヤツトでしゃべってたときは、とてもそんな感じじゃあなかったがな」

「──……」

　やっぱり。

　彼も私と同じく、あのクローズドＩＲＣ閉鎖的なチヤツト画面を思い浮かべている。

　彼の正体＝イコール。

「ヴォルフ」

　私の問いかけを、男は鼻で笑って肯定した。

「ハンネを呼ばれるってのは気持ち悪いモンだな。あのとき、もう少しマシな名前でＩＲＣに入るべきだったよ」

「……なんで」

「あ？」

　＝は成立した。

　けれど、証明がまだだ。

「ハチコー」

　そうつぶやいただけで、彼は私の問いの意図に気付いてくれたようだった。

　さっきまでハチコーなどと名乗っていたのは、なぜ。

「──ああ、アイツな」

　…………？

「ったく、お前がアイツを気絶させでもしてくれりゃ、もっと楽に出てこられたのに。こっちから無理矢理《首輪》を繫つないだもんだから、今度こそ俺の存在を知られちまった。これからはこれまで以上に好き勝手動き回れなくなるな。面倒くせぇ」

「……どう、いう」

「《デュアルＯＳ》って言えばわかるか？　俺たちはそういう仕様なんだよ」




　デュアルＯＳ。

　それは一台のコンピュータに対し、２つのＯＳオペレーシヨンシステムをインストールする機能のことだ。

　ユーザーは必要に応じてＯＳを切り替え、使い分けることができる。

　実際に私のラップトップもそうなっていて、使い慣れたＬｉｎｕｘリナツクスベースのオリジナルＯＳ《Ｓａｖａｎｔサヴアン》と汎用ＯＳの《ＭＩＲＲＯＲミラー》を、必要に応じて切り替えて使用することができるようになっていた。

　この状態を人間に置き換えて言うならば、つまり。




「────」

　信じられない。

　そんなの、中二病患者が好みそうなフィクションの中だけの話でしょう？

「この身体にもともと入ってた人格ＯＳは壊れて使い物にならねェんだ。今この脳アタマン中にいるのは、さっきのアイツとこの俺。俺たち二人が交代でこの身体を動かしてる。

　もっとも、アイツは今日の今日まで俺という人格の存在には気付いていなかったがな？」

　ヴォルフは話をする間、ずっとキーボードを叩たたき続けていた。

　手首が無駄に動かず、すべての指が適切なキーに繫がっている完璧なキータッチ。

「冗、談」

「おいおい。ロルを作るときに脳アタマのことはお勉強したろ？　そのときお前が言ったんだろうが。『人間の脳はまだ未解明の謎だらけのブラックボックス。何を引き起こせるかもわからない』って」

　ヴォルフは手を止め頰ほお杖づえをついた。

　まだ男の性質を理解しきれない私を憐あわれむように、優しい眼めで見下ろして。

「まぁいいさ。何はともあれ、お前は俺に会えた。俺を殺しにきたんだろ？　ならそれでいいじゃねぇか──」

　歯列を覗のぞかせて笑み、その隙間から狂気を漏らした。




「ほら。さっそくやろうぜ？」




　男の映像が一瞬でかき消えた。

　私は一瞬で自分の迂う闊かつさを呪った。

　──偽物ブラフを見せられていた。

　──先ほど脳に侵入されたときに、偽物の彼の映像を植え付けられた！

「っ」

　噓つき狼ブラフ・ヴオルフはどこにいる。

　闇の中では真正面にいるようにも背後にいるようにもすぐ隣にいるようにも知覚された。

　空気がピリピリと肌を痛ませる。

　彼が漏出した狂気は吸い込む酸素に混ざり私の喉を裂くかのよう。

　殺意。それだけが世界を満たしきる。

　手首をこねくり回し拘束を解いた。

　滑りやすいサテン布は拘束具としては不適当だ。緊縛の構造を心得てしまえば、その手順を遡るよう布を導くだけで造作もなく解ける。

　──こんな拘束、祖母クソババアから受け続けたしつけに比べればなんてことない。

　不意に湧いた記憶を自嘲気味に振り払って立ち上がると、私は闇の中で緑色の小さなランプを灯ともしている武器ガジエツトを見つけ手早く拾い上げた。

　黒い筒形をした私の武器。ポインタを向けた相手のｎＰをスキャンし、メモリに予め保存しておいたウイルスをネットワークを通して送信する《疑似的な拳銃》だ。

　このガジェットには銃としての機能以外にも、この暗闇を生き抜くための様々なツールを搭載してある。

　Ｅｎｔｅｒを二回押しでホロ画面を呼び出し、設定画面を開く。

　その中から暗視ＮＶＤを選択すると、私の脳に軽い負荷がかかった。

　目の前の暗闇が晴れて、代わりにモノクロの世界が広がっていく。




　人間は《眼》で世界を見るのではない。

　正確には、眼が得た《情報》をもとにして脳がイメージを作りだし、脳の中でそれを知覚しているに過ぎない。

　網膜から得られた情報がイメージに生かされるのはほんの３％ほど。

　残りはすべて脳に保存された記憶によって補われている。

『見間違い』や『誤読』は、このために起こる脳の《バグ》だ。




　私は今、自分自身にロルを送って視覚野を一時的にシャットダウンした。

　盲目となった代わりに嗅覚野、聴覚野、脳波を鋭敏化させて、それらのフィードバックをもとに世界のイメージを作りあげている。網膜から送られる情報ではないから世界に明暗はなく、映り込む景色はすべてモノクロで描かれる。

　これを使うたびに、自分が地底のモグラになったような気分になった。

「どこ」

『ここだよ』

　振り返ると、そこにモノクロの男が立っていた。

　武器を構え迷わず引き金を引く。けれど拳銃の上に表示されたホロには《No Target.》の文字列が浮かぶだけだった。

　また偽物だ。

　これはただの映像。現実には存在していない、私の見間違いの存在だ。

　不気味に可愛かわいらしい狼おおかみの仮面を被った男の映像は、その手に握ったナイフを私に向け振りかざす。私は咄とつ嗟さに身を引いてそれを回避した。

　刀身は鼻先寸前をかすめて、体勢を崩した私はコンクリートの上に尻餅をつく。

　映像の男が音声を出力した。

『夜目も利くのか。さすがは猫』

「っ……」

　──大丈夫。落ち着け。動揺するな。

　これはロルの見せる映像、見間違い、ただの幻。

　幻は私の身体からだに物理的に干渉することはできない。

　そのナイフが私の身体を貫くことは永遠にないのだ。

　すべては噓うそつき狼のハッタリ──自分自身に強く言い聞かせると私は立ち上がり、振り下ろされるナイフに向かって自ら飛び込んでいった。

　このままこの幻の身体を透過して走り抜けよう。

　倉庫内に隠したラップトップを回収し、より強力なロルを《本物》に撃ちこむのだ。

　勝てる。

　相手があのヴォルフだって、今の私なら簡単に削除することができる。

　データを削除するように。

　今日まで殺してきた多くの連中と何も変わらない──




　身体の中で、ドス、という音を聞いた。




「……？」

　身体は、確かに幻の男の身体を透過した。

　けれど何かが私にぶつかった。

　走ることを忘れた私はその場に立ち尽くし、やがて、恐る恐る視線を下げた。

　自分の腹部から飛び出す黒い柄の姿を認めた。

　ナイフ。

　私の身体に幻のナイフが深々と突き刺さっていた。

「……──!!」

　稲妻のような激痛が全身を襲う。両膝を床に打ちその場に倒れうずくまる。

　見間違いでも幻視でもなかった。この痛みがすべてを証明している。

　正真正銘本物のナイフが私の体内に深く沈みこみ、私の命を削っている。

『どうした。諦めて自殺でもする気にでもなったか？』

　鋭敏になった聴覚が私に新たなる襲撃者の姿を見せた。

　私を見下ろす男の後ろから２人。私の背後から３人──目の前の男とまったく同じ仮面をつけた者たちが歩み寄ってくる。皆、その手に閃ひらめかないナイフを持って。

　──わからなくなってきた。

　──こいつらは幻？　本物？

　混乱と激痛に翻弄された脳がパニックを起こしかける。

　６人の男が同時に声を発する。

『『『『『『そんなにイイんならもっと味わっていけよ』』』』』』

　悲鳴さえまともに叫べないまま逃走した。

　棚の中の隙間へと潜りこみ隠れるように逃げ続けた。




　私の脳は弱い。

　全員殺すなんて決めたくせに、この臆病だけは治らない。

　計算通りに予測通りにいかない状況がひどく怖くて。

　そんなんだからあのときもアイツなんかに縊くびり殺されかけてしまった。

　不覚にも、怯おびえた顔を見せてしまった──




　いくつかの棚の中を突っ切り、資材が雑多に押し込められた区画に身を隠した。

　刺傷の痛みで喘あえぎそうになる声と恐怖心を押し殺す。

　正常な判断力を失わせるパニックを鎮めようと規則正しい呼吸を心がけた。

　意識が朦もう朧ろうとしてくる。

　失血はすでに限界値を超えたのではないだろうか。

「っ……う……」

　震えのおさまらない指先を傷口へと導いた。

　きっとその場所は自分でも信じられないほどに血で濡ぬれているのだろう。怖いくせに、その場所に恐る恐る触れてみた。

　……着古したパーカーのごわごわした感触だけが返ってきた。

「──え」

　血なんて流れていなかった。その場所はすっかり乾ききっていた。

　ナイフは確かに私の身体に突き刺さり続けている。激痛だっていまも私を苛さいなんでいるのに、血の一滴だって流れ出していない。

　思い切ってナイフを自分の身体から引き抜いてみた。

　あれだけ身を砕きそうだった痛みが、噓みたいに消えていった。

　触ってみても傷口なんてどこにもない。

　パーカーの布地があって、その下にいつもどおりの肌があるだけ。

「なん、とも、ない」

　──どうして？

『逃げるだけかよ』

　眼前。棚の間から佇たたずむ男の足が見えた。

『つまんねぇんだよ……これ以上俺を退屈させるな』

　投げつけられたナイフが頰を引き裂いて飛び去った。

　私は資材を倒しながら男とは反対側へ逃げる。

　身体から引き抜いたあのナイフは、いつの間にか消失して世界から消えていた。




　──なぜ。どうして？

　疑問は私の思考を首尾よく巡らせた。

　答えのわからない暗号パズルは私の脳から一切の雑念を払い、解明の道のりへと没入させる。

　走り続けていると脳はさらに加速し、ついに私に問いの答えの一端を摑つかませた。

　──そうだ。まったく同じ姿形を持つ人間が、６人も10人もいるわけがない。

　やっぱりあれは幻だ。

　それも、ほとんど本物に近い幻。




　倉庫の西側、最果ての壁面付近。

　私はガラクタで溢あふれかえる棚の中に隠しておいたラップトップを回収すると、壁際に寄せられた資材にかかるブルーシートの中へと飛び込んだ。

　暗視機能を解除し、ガジェットに差しこんだフラッシュメモリを引き抜いてラップトップの差込口ポートに移動する。

　ＯＳ《Ｓａｖａｎｔサヴアン》へログイン。

　操作端末ターミナル画面を開き、精緻なシステムに見立てられた自分自身の脳へとアクセスする。

　動作ログを呼び出すと、黒い画面上に白い簾すだれを垂らすように文字が羅列され始めた。

　自分の脳がこの数分の間にどのような手順プロセスを踏んできたのかをざっと洗う。

　恐怖ノルアドレナリン、驚愕ノルアドレナリン、絶望ノルアドレナリン──見るほどに情けなくなる感情の放出記録。その手前に刺傷による激痛を覚えたあの瞬間、私の脳で何が起きていたのかを事細かに記述した数行があった。

　結果から言って予測どおりだった。

　仮面の男たちは私の脳の中にいた。




　私の脳内で不明なプログラムが動作していた。

　名称、Jasonジエイソン、Kevinケビン、Leeリー、Philipフイリツプ、Steveステイーブ、Walterウオルター──解析を進めるごとに新たな名前が出てくる。

　しかもそのすべてが高度の自律機能を持った、人工知能ＡＧＩと言っても過言ではない高次のソフトウェアだった。

　ソフトウェアたちはありもしない存在を私に幻視させただけではなく、私の皮膚感覚、運動機能、痛覚に干渉して誤作動を起こさせていた。

　そいつらは私のありとあらゆる感覚を誤作動させて、私の意識の中に《実在する男にナイフで刺された》という仮想現実バーチヤルリアリテイーを作りあげていたのだ。

　実際には私は男たちに遭遇してもいないし、刺されてもいない。

　私ただひとりでありもしない男とありもしない痛みに恐怖して逃げ惑っていたのだ。

　言うなれば、私はとても良くできた勘違いをさせられていた。




「すごい」

　知らずつぶやいた。

　身体の内側から震えていた。

　ヴォルフの作ったロルはもはやウイルスともワームともマルウェアとも呼び難いものになっていた。

　まるで殺意だけをプログラムされてこの世に生まれてきたひとつの生命体のよう。

　人の脳に感染し、その脳の中で人間を殺す高次の生命体──これだけの《生きたロル》を、ヴォルフはたったの１か月かそこらで作り上げたというのだろうか。

　それも、たった一人の力で？

「……すごい……」

　彼がロルを使うと、こんなことまでできてしまうの？




『すごいでしょ』

　やけに可愛い子ぶった声が囁ささやいた。

　ディスプレイの向こう側にしゃがみこんで私を見つめる仮面の男がいた。

　動作ログに新たな一行が追加される。プログラム名《Jason》。

「──!!」

　男は曲芸でも演じるみたいにナイフを逆手に翻すと、それを私の胸へと深く突き刺した。

　ブルーシートの中から倒れ出る。

　仮想と言っても痛覚は痛覚だ。本物の痛みを忠実に模しているのかタチが悪いくらいにクソ痛い。

　放られたラップトップのモニター光が周囲の闇をぼんやりと照らしあげている。

　その中に、こちらへ歩み寄る革靴の足たちがぼうと浮かび上がる。

　倒れた私を囲み見下ろす男は７人いた。

　真正面に立つ一人だけが、あのふざけた仮面をしていない。

　おそらくそれは幻ではなく、本物の。

「ヴォ──ルフ──」

「ルートキット《Billy_Milliganビリー・ミリガン》」

　ヴォルフは仮面たちの中で大手を広げた。

　まるで自らの《仕事》を、誇らしげに披露するかのように。

「このＡＩどもはなかなかしぶといぞ？　消そうとするたびコードを変えて、お前の脳に適応しようとする変異型ポリモルフイツクだ。まぁお前くらいの腕前なら、リアルタイムに動作を追って駆除することもできるだろうが……捕まえられないネズミを追いかけ続けるよりも、その手ン中の得物で本体の俺を撃ち殺すほうが早ぇよな？」

　この手に隠し持ったガジェットの存在は、とうに悟られていた。

「早くそれを構えろよ。じゃなきゃ、こいつらがお前を殺すぞ？」

　次の瞬間、複数の激痛が私を襲った。

　仮面たちが私の身体からだに仮想のナイフを突き刺している。背中に、両足に、腰に、手に。仮想の激痛が奔はしり身体を砕く。

　それらはすべて仮想。脳の勘違いなのに。

　わかっていても痛い。耐えがたい。

「甘く見るなよ。勘違いの痛みでも、お前の脳はそれを激痛と知覚する。最悪の場合ショック死ってコトもあるぜ。宿主の精神が弱ければ弱いほど、脳みそは勘違いにすら耐えられなくなって死ぬ」

「ッ──、う、あ……!!」

「ほら、どうすんだ？」

　めった刺しの音の向こうで退屈そうな声が問いかけて、私は痛みの中から力を振り絞り男を見上げた。

　闇の中にあって明確にギラつく歯列は、まるで三日月のよう。

　──デミゴッド級ハッカー・ヴォルフ。

　殺意と享楽が入り混じるその歪いびつな姿を、改めてこの目に焼きつける。

「ヴォル……フ」

　私の、この世で唯一の人の姿を。







　痛みが静かに消えていく。

　ド、ドド、ドと。テンポの悪い刺突音はまだ身体の中で鳴っている。

「──おい」

　大きな手が私の前髪を摑み上げた。

　不愉快さに歪ゆがみきった彼の表情の前に、私の顔が容赦なく晒さらされる。

「テメェ……痛覚を遮断したな？」

「…………」

　かろうじて動かせた右手の中でガジェットを操作し、一時的に痛覚を遮断した。

　今は全身に麻酔をかけられたような状態だ。刺突の振動は伝わってくるのに、ナイフの感触も髪を引っ張られる痛みもないという不思議な心地がしている。

　これでヴォルフの言う《ショック死》の可能性は潰したことになる、けれど。

「それでどうしようってんだよ、ネコさんよ」

　ヴォルフは髪から手を離し、私を放り投げた。

　頰ほおを地に打ちつける。痛みはない。でも、この状態から起き上がることもできない。

「さっきから自分のアタマばっかりいじりやがって。そんなんでどうやって俺のココを壊すんだ」ヴォルフは自分のこめかみを指さした。「《ハイ・ウィザード級》が聞いて呆あきれるな。初日の《ばくしょう事件》だってありゃお前の仕業だろ？　そのお前がこの俺に何の手も下せずにあっさり死ぬのか？　……ハ、噓うそだろ？」

「……、……」

　ヴォルフは苛いら立だたしげに舌打ちした。

「どうなんだよ」

　刺突はまだ続く。

　殺意だけの生命体は、飽きることなく私を殺し続ける。

　その生命体を作りだした創造主の十指に、嫌というほど惹ひきつけられる。

「……なん、で」

「あ？」

　問いたい。

　その真意を、今になって無性に知りたいと思う。

「どうし、て。ロル……、……わたしの、ロル、勝手、に……」

　私の言葉が終わるのを苛いら々いらとした顔で待っていたヴォルフが、最初に吐いたのは。

「──ああ……」愕がく然ぜんとするほど退屈そうな声。

「別にいいだろ。ソースコードは公開されるべきものだ。……つうか、テメェは変に隠匿しすぎなんだよ。ハッカーはすべての情報を開示し情報の平等化を図るべく行動する。前からそう教えてやってんだろが」

「ハッカー、なら」

　本来の意味でのハッカーを名乗る者なら、そういう信念を持っていることもあるだろう。

　けれど、私たちはもう違う。

「ハ」ヴォルフは肩を震わせ笑った。「なるほど？　お前は自分と俺をもう探究者ハツカーではなく犯罪者クラツカーと見み做なしているわけだ」

「殺人者クラツカー」

　言い挟むと、ヴォルフの表情から感情が取り払われる。

「大口叩たたくな。ロルゲがなきゃ、誰ひとりだって殺せなかった根暗ギークのくせに」

「────」

　──それは。だって。

「『なんで私のロルを勝手に使ったのか』って聞いたな？　そりゃ簡単なことだ。『使いたくて使いたくてたまらなかったから』だよ。なんせ俺は、殺意そのものだからな」

「っ……？」

　──殺意、そのもの？

　革靴の先が私の顎を軽く蹴上げる。

　そうして私の視線を嫌でも自分のほうに向くようにして、ヴォルフは続けた。

「俺というＯＳには《殺意》しかない。俺には食欲もなければ睡眠欲も性欲もない。あるのはそれら三大欲求をしのぐほどの狂おしい殺人欲求だけだ。俺は他人ひとを殺すことでしか気持ちよくなれない。死んだＯＳが俺をそういうふうにプログラムした。

　だが外の世界じゃその欲求を満たすのがなかなかに難しくてな。もう一人に気付かれずにそれをやり通すのに難儀した。吐き出せねぇ殺意ばっかりタマッてタマッてタマッて、どーにも処理しきれず壊れそうになってたときに──お前が現れた」






neko：人間を殺せるウイルス作りたい








　いつかＩＲＣに書き込んだ自分の言葉を思い出す。

　私と、天才ヴォルフを繫つなげた、私の馬鹿げた決意の言葉。

　ヴォルフは身の内から震えるような笑みを浮かべた。

「暗闇の中から顔の見えない相手を撃ち殺す陰湿な凶器……人間を殺すコンピュータウイルスなんて最ッ高にブッ飛んだ発想に俺は心底惚ほれ込んだ。だから俺はお前に協力した。俺自身も切望したのさ。そんなアイテムがあったらいい、欲しいってな。

　だがいざ完成させてやったらどうだ。お前はロルと名付けたそれを一向に使いたがらない。俺が代わりに使ってやると言えばよくわからない理由を並べ立てて止める、強行しようとすれば脅迫までしてくる」

「…………」

　──それは、怖かったからだ。

　理論上完璧な殺人ウイルスを使う勇気が足りなかったのだ。

　彼の言う根暗ギークの……根暗ギークだった私には。

「だから俺はあの日、お前に黙ってロルを使おうとした。５月13日の深夜。俺たちがここへ連れてこられる直前にな」

　目を見開いた。動かない身体を振り上げたくなった。

　そうしなくても、見開かれた目は愉たのしげに嗤わらうヴォルフのほうを向くしかない。

　５月13日深夜。ロルゲの開始前日。私の知らない暗闇の向こうで、彼は密ひそかにロルを使おうとしていた。

「だが使えなかった。なぜだかわかるか？

　ロルを使おうと思った瞬間、気がついたらここにいたからだ」

　──気がついたらここにいた。

　それはロルゲに招かれたすべての参加者たちが、口をそろえて言う言葉。

　私もあの日気がついたらここにいた。

「ロルゲに呼ばれて、あの掲示板を見て。その瞬間俺は確信したのさ。『これはきっとロルを使いたくてたまらなかった俺のために用意されたゲームだ』ってな」

　動かないはずの身体が、確かに身震いした。

「最初の一週間は殺したいだけ殺してやったぜ。何にも知らない情弱どもも、正義の味方面したハッカーたちも、俺と同じイカレた殺人者たちもな。

　けど、そのうち一方的に殺すだけじゃ物足りなくなって、少しばかり歯ごたえがほしくて難易度を上げてやった。夜目の利かない雑魚どもにも武器を──《誰にでも扱えるお手軽なロル》をバラまいて強くしてやった。

　こうして蟻ありの巣は誰もが誰かを殺しうる一世一代の殺人パーティ会場と化した。おかげで俺は泥みたいな欲求不満の日々ともおさらばだ。この１か月は毎日が楽しくて愉しくて、気持ち良くて気持ち良くて気持ち良くてたまらなかった──！」




　三日月が笑う、嗤う。

　享楽の鈍い月光は静かに激しく私を畏怖させる。

　──支配されている、と思った。

　この暗闇はすでにこの三日月によって支配されているのだと。

　誰にでも扱えるお手軽なインスタントロル。

　１か月前、屋上で拾い上げたあのケータイに入っていたアプリの名を思い出した。

　あれも彼がこの暗闇にバラまいた笑い声のひとかけらだったのだろうか。

「お前も俺に向かってこいよ、ネコ」

　三日月は抑えきれない享楽に声を震わせる。

　彼のように嗤いきれない弱い私にも、嗤いを求める。

「さっき言ったろ。俺はお前をずっと殺したかったって。ずっと待ってたんだぜ。お前が俺を見るのを。俺に向かってくるのを」

　降りかかる享楽と殺意を、私はもうどう受け止めていいかわからない。

　ただ思考停止して。けれどその畏怖の中に、かすかな憧憬があることを感じ取っていた。

　三日月に手を伸ばせば届くかもしれないという、子供じみた気持ち。




「──チ」

　ヴォルフは舌打ちをし、再び私の前髪を乱暴に引っ張り上げた。

　上体がほぼ宙に浮く。変わらず痛みはない。痛がることも、もがくこともせずただ彼を見つめ返す私に、ヴォルフがついに苛立ちを極めた。

「おい。なぜさっきから俺を攻撃してこない」

「──……」

　宙に吊つられたまま目を背ける私に、ヴォルフはもう一度強く舌打ちした。

《ｋｓｇクソが》とでも言いたそうな顔。

　短い３文字の向こう側に夢想するしかなかったその表情が、今、眼前にある。

「お前はいつもそうだ。ロルを作っておきながら使わない、ロルゲじゃ俺の存在に気付いていながら俺を殺さない、やっと俺の前に現れたと思ったら逃げるばかりで俺に殺意のひとつも向けやしない──いい加減うんざりなんだよ……！」

　おかしくて美しいコードを紡ぐ指が。私に《声》を打ち続けていた十の指が、私の髪に触れている。

　想像していたよりもずっと低かった声が、私に問いかけている。

「お前はいったい何がしたい。何を考えてる？」

「…………」

　自分自身に辟へき易えきした。

　こんな私に──たとえそれが殺意でも──何かを要求する彼の姿が、たまらなく嬉うれしいと感じてしまって。

「私、は」

　嬉しくて、口が滑った。

　絶対に言えないと思っていたこと。

「一緒、に……」






wolf：やろうぜ








　人間を殺せるコンピュータウイルスを作りたいという、私の馬鹿げた書き込みに反応してくれたのは彼だけだった。

　彼から最初に送られてきたその４文字の書き込みに、私は今も保護ロツクをかけている。




　この世界で唯一、私と共に何かをしてくれた人。

　私を肯定して、私と一緒に、私の恨みのカタチを紡いでくれた人。

　だからまた一緒にやりたかった。

『やろうぜ』って言ってくれるのを期待していた。




《敵》になんてなってほしくなかった。

《味方》でいてほしかった。




　身体が地を跳ねる。

　人形みたいな私の身体は、コンクリートに向かって強く打ちつけられていた。

　でも、やっぱり痛みはなくて。

「かゆい」

　退屈な声を聞いた途端、遅れて激痛がやってきた。

　叩きつけられた程度の痛みではない。長時間ナイフでめった刺しにされ続けたことによる累積された重苦は痛いなんてもんじゃない。

　壊れると思った。

「ぅあ……あ、あああああぁぁぁ────────!!!!!!」

　ヴォルフの手には小さな携帯型端末。

　彼は隠し持っていたそのトリガーを引き、私の痛覚を、全感覚を強制的に蘇よみがえらせてきた。

「──そのまま死ね。クソが」

　仮面の男たちは刺突を止やめない。刺す、刺す、刺す、刺し続ける。

　知らず涙が落ちる。口角から唾液が落ちる。

　情けない私の死にざまを、彼が退屈そうに見下ろしている。犯された脳が、ぼやけた彼の姿を映したまま、彼の吐き捨てた言葉をリピート再生した。

『死ね』と。

「う……、あ……」

　落ち続ける涙は激痛のせい。

　そうだと言い聞かせた。

　決して幼稚な感情のせいなんかじゃない。

　決して。

　──あぁ。やっぱり、最後に顔を見ようなんて思うんじゃなかった。

　遅すぎる後悔をして、遅すぎる殺意を思い出した。

　殺される前に殺さなければならなかったんだ、と。




　私の周りにはどう見渡したって《敵》しかいないのだから。





■






　一時、私の意識は確かに落ちていた。

　そのまま闇に消えて行くと思っていた意識が戻ったのはなぜだろう。

　理由を知るのに時間はいらなかった。




　周囲で仮面の男たちが砂を溶かすように消えていく。

　激痛が凪ないでいく。ぼやけた意識で不思議に思う私の目の前では、片膝をついた彼が苦しげに呻うめきだしていた。

「ぐ、……ぅ、あ──!!」

　そこで完全に覚醒した。

　ヴォルフは自分自身の頭を抱え、脳に爪を突き立てるみたいに激しく腕を震わせていた。

「……！　ヴォ、ル」

「触るな!!」

　彼の怒声を聞いたとき、自分が無意識に彼に手を伸ばしかけていたことに気付いた。

「チ……やっぱり、まだ、アイツの権限のほうが強い、かよ……本、当に、邪魔な犬……」

　ヴォルフの身体からだが見えない雷に撃たれたみたいに大きく震えた。

　やがて眠るように目を閉じて、ゆっくりとこちらへ倒れ込んでくる。

「!!」

　とっさに抱きとめたけれど、その身体は想像以上に重たくて、私は受け止めきれずに彼ともども倒れこんでしまった。




　静寂が空間を満たす。

　しばらく天井だけを見つめていて。やがて、私は私の上で眠る彼の表情を見た。

　穏やかな眠り顔をしていた。




　水銀灯の明かりが回復する。

　喉を切り裂くようだった殺意の空気も静かに晴れて。




　私の愚かな期待だけが永らえてしまった。







「俺は堤つつみ洸こう介すけの恨み」

「俺は堤洸介の殺意」

「俺は堤洸介の本心」

　彼は僕の《 WHOISきみはだれ? 》に複数の答えを用意していた。

　横たわる白い通路を挟んで対岸にいる彼は、僕と同じ造りの顔にニヤついた笑みを浮かべ続けている。

　僕は彼の答えのどれひとつをとっても信じることができなかった。

　信じたくなかった。

「……君が、堤の本心だって……？」

　あの少年は──堤洸介少年は、他人を殺して自分を殺してしまった。

　自分の精神を自分の《内》に封じ込めて殺し、自分の代わりとなる新たな人格じぶんを作って、その人格に《外》で生きることを望んだ。




　それが八目光賢ぼくという人格だ。




「……それじゃあ」

　最近、やけに顔色がいいと思っていた。

　あの微笑ほほえみの意味も。

　今、僕の目の前でむせ返るほどの殺人臭を放つ別人格かれの存在も。

　僕は今日まで、知らなかった。

「それじゃあまるで──堤がまだ殺したがっているみたいじゃないか!!」





■






　目を覚ます。

　正確には《内》から《外》へと放り出された。

　彼の権限によって、強制的に。

　すぐ目の前にまぶしい光源があった。

　矩く形けいの光の中に、何か文字列が映しだされている。






あなたは誰？








「……。僕は、ハチコー」

　文字列が消え、また別の文字列が表示された。






それが本当のあなた？








「本当の？　……」






本当のあなたは、どっち？　[image: ]　ハチコー ｏｒ ヴォルフ








　ヴォルフ──《ｗｏｌｆ》？

「……そうか。それが彼の名前なのか」

　僕の──いや、《堤洸介》の身体の内側に潜んでいた、もう一つの人格。

　堤洸介が八目光賢ぼく同様に生み出してしまった別人格。それが、ｗｏｌｆヴオルフ。

　理解して、改めて投げかけられた質問に向き合った。

　質問者はどういうわけか僕らの事情を知っているらしい。

　さて、どう答えたものか。

「……《本当の僕》は、僕じゃないよ」

　微笑みながら答えた。他人にするには少し気の重い話を笑い話にするために。

「君が知りたい《本当の僕》っていうのは、たぶん、この身体の本当の持ち主のことだね。もしそうなら、それは僕でもないしヴォルフでもないよ。この身体の本当の持ち主は」

　２０１７年の大犯罪者、堤洸介。

　その名を口にすることは躊躇ためらわれた。

　きっと彼はその名を《外》に出すことすら許してくれないだろう。

　あの白い部屋に自我を閉じ込めてしまった少年は、かつて大罪を犯した《堤洸介》という自分の名前すら呪わしいモノだと思っているから。

「この身体の本当の持ち主のことは、悪いけど教えられないんだ。ちょっとワケありでね」

　画面は質問を表示したまま、長い間停止し続けた。

「ごめんね。僕もこの話を人にするのは初めてで、どう説明すればいいのかわからなくてさ。ははは」






二重人格とか多重人格とか信じられない。








「……だよねぇ……」




　医療少年院に送致された後、自分自身の精神を極限まで殺し続けた堤洸介の中で僕という《現象》が起きた。

　堤洸介の脳の中に別の人格ぼくが生まれ、僕が堤として生きることになった。

　少年院を出た堤──実際には僕──が、遠縁の親戚である八やつ目め家に養子として引き取られたときにつけられた光こう賢けんという名前が僕の名前となってしまったが、その名は殺人犯・堤洸介が新しい人生を生きるためにつけられた名前であって、本当は僕のモノではない。

　僕は堤洸介という少年の脳に生じたただの現象だ。

　僕自身に名前なんてない。『あなたは誰Ｗｈｏｉｓ？』と問われても明確に答えることはできないし。

　存在そのものを《信じられない》と言われても仕方がなくて。




　……ああ、ダメだ。やっぱり無理にでも微笑んでいないとダメになる。

「ところでさ。よかったらそろそろ姿を見せてくれないかな？　僕の声が聞こえるくらい近くにいるなら、せっかくだし顔を見て話をしたいな。あと、これを外してもらえるととてもありがたいんだけど……ダメ？」
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　話をしたり考えたりしているうちに意識がだいぶハッキリしてきて、僕は自分が置かれた状況を少しずつ理解していた。

　冷たい床の上に転がされている。

　後ろにまわされた親指同士は何か細いモノで縛られていた。

　眼前のブラウン管モニターは倒れた僕にあわせるよう左へ90度横倒しにされていて、今は『信じられない』と文字を映したまま停止し続けている。

「信じられないと言うわりには、よく僕らの事情を知っていたね。どこでそれを？」






ヴォルフが言ってた。

自分たちはデュアルＯＳだって。








「ヴォルフが……？　君はヴォルフと話をしたのかい？」

　画面は長い長い無言によって僕の問いを肯定した。

「そうか。さっきまでは、彼のほうが《外》に出ていたのか……」

　白い通路での記憶を辿たどる。

　僕はさっきまであの場所に──堤の《内側》にいることを余儀なくされていた。

　僕はヴォルフが外で何をしていたのか、僕が内側にいる間、外側でどのくらいの時間が流れていたのかも知らない。

　ブラウン管モニターの右端には《2040/6/16 0:32》と表示されていた。

　──半日後、か。

　ほっとした。前みたいに１か月もの時が経過していなくてよかった、と。




　ロルゲ開始からの１か月の間、僕はずっと眠り続けていたのだと思いこんでいた。

　実際はそうではなく、おそらくこの１か月間は、ヴォルフのほうが外に出ていたのだろう。

　自らを殺人欲求と称し、むせ返るほどの殺人者の匂いをまき散らしていた彼が、殺人を推奨するこのゲームで１か月を生き抜いていた。




「……。ねぇ、君」

　確かな恐怖が胸になだれ込むのを感じながら、画面の向こうの誰かに問いかけた。

「君はこの１か月の間、ヴォルフが何をしていたのか知ってるかい？」

　ややあって、画面は僕の問いかけに無機質に答えた。






ハンドルネーム：ｗｏｌｆ

現在の称号：デミゴッド級

本日までの（協力を含む）累計殺人数：２３８人

（本人所持ＰＣよりデータ抽出）








「……。そう」

　拘束されたままの両手を硬く握り込んだ。借り物の指先が凍ったように冷たくなる。

　２３８人。それは、今日までに殺害された人数の半数近くではないだろうか。




『俺は堤洸介の本心』




　あの三日月の笑みが、まだ脳裏に浮かび続けている。

「……堤……」

　──本当にこれが君の本心なのか？




　頭上からかすかな物音がした。

　泥のように沈んだ意識を現在に引き戻し、音のした方へ顔を振り上げる。

　堆うずたかく積み上がるモニターの山の頂上。見開かれた目で僕を見下ろす少女がいた。
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「──君は」

　声をかけると、少女はハッとして目を泳がせた。

　手元のラップトップを手早く片づけると、モニターの山から下りていこうとする。

「あ、待って！」

　少女は立ち止まり、半顔だけでこちらを振り返った。

「君は確か……ヴォルフのことを探していた子、だよね？」

「…………」

「君と話していたとき、僕は《内》に戻されて……？　……そうか、じゃあ君はあのあと、ヴォルフと会えたのか」

「…………」

「あれからいったいどうなったの？　君、彼に何かされなかったかい？　もし彼が君に迷惑をかけたのなら、本当にごめ──」

「……ッ──」

　振り返った少女の表情は獰どう猛もうな獣のように険しいものだった。小さくまとまった体たい軀くはモニター光の青白いライトアップによって無機質な威厳を纏まとい、僕は知らず息を吞のむ。

　少女は手近なモニターにどっかと腰かけると、ラップトップを開き苛いらついた手つきでキーボードを乱打し始めた。

　彼女の言葉は文字列となり、僕の目の前のモニター上に表示される。






やめろ　その顔で謝るな

あんたはその顔で私に言ったの　死ねって

おかげで思い出した　私のまわりには敵しかいないって　だから




次は殺される前に殺す








　その言葉は、借り物の口に嫌に馴な染じんだ。

「──殺される前に、殺す……？」

　ラップトップを閉じた少女は再び山を下りて行こうと踵きびすを返す。

　僕はその後ろ姿に別の誰かの姿を重ねてしまった。

　それは、この身体の中で死に続けている少年の姿。

「……！」

　僕はもう一度だけ少女を引き留めようと声をあげかけた。

　が。その声は薄闇を裂く陽気なアメリカンボイスにかき消されてしまう。

「へぇーいネコへぇーい!!」

「……へ？」

　山を下ろうとする少女の背に何者かが飛びつき、むんぎゅうと抱きしめる。

　少女に驚いた様子はない。慣れている、と言わんばかりにじっとしていた。

「もーこんなトコに居たノ!?　ｍａｌｌモールン中いっぱい探し回っちゃったヨ～。今日はアリガトねっ、ＨＡＮＡＢＩちゃんのコトやぁっと片づける気になってくれたんダ！　フフッ、これでもうあの爆弾ヲタクに付きまとわれず伸び伸び商売できるヨ～」

　ジッと目を細めているうちに、黒髪少女の頰ほおを唇でついばみ続ける人物の姿がはっきりと見えるようになってくる。

　……というか、その個性の塊でしかない口調を聞いただけで、誰なのかはだいたい察しがついちゃったんだけどね？

「んデ？　さっきからアタシの可愛かわいいネコちゃんにワンワン吠ほえてるのはダァレ？　ネコちゃんに盾突くおバカさんは、このクックロビンちゃんがどこぞのワンコロみたく低級ハッカーに捧ささげるスケープゴートにしてきてあげゲゲゲゲゲゲゲゲ!?」

「クックロビン！　よかった、無事だったんだね！」

「ゲ[image: ][image: ][image: ]！」

　悲鳴なんだか何なんだかよくわからない声をあげられた。

「ハ、ハチ、ハチコー!?　おーまい！　ユー、なんで生きてむぅんぐ！」

　そして自分で自分の口を押さえこんでしまう。

「よかった……倉庫ではぐれた後、ＨＡＮＡＢＩの爆弾に巻き込まれていやしないかって心配してたんだよ。大丈夫？　どこもケガとかしてない？」

　クックロビンの金色のまつ毛がしぱしぱと瞬いた。

「……ハチコー。ユー、ひょっとして気付いてない？」

「何が？」

「……ああー……」

　なんだかよくわからないけれど、蔑んだような目で見られた。

「もういいデス。このお人ひと好よし。バカ犬。鳥トリ頭アタマ！」

「えっ」

「トリ」

　クックロビンの胸に抱かれたままの黒髪少女が言った。

　トリとはひょっとしてクックロビンの呼称だろうか？

「説明」

「う」クックロビンは困りはてたように頰をかいた。「ええーとぉ……どっから話したものヤラ……。というかネコのほうこそ、なんでハチコーなんか捕獲しちゃってンの？　コレ情弱。情弱だよ？　まさかＨＡＮＡＢＩちゃん殺してくれたのってアタシを助けるためじゃなくてハチコー助けるためだったとか言わないよネ？　ＡＨＡＨＡ～！　まっさかぁ～ん」

　黒髪少女は答えない。

　クックロビンの笑顔が固まった。

「Are you seriousマジで?」

「はなせ」少女はクックロビンの手を振り払った。

　クックロビンは「Ｂｏｏ」と不機嫌そうに頰を膨らませるけれど。

「──アレッ？　そう言えバ今日《ボイチェンロル》使ってないんダ。なんでまた肉声でしゃべってんノ？　不便そうじゃン」

「…………」

　少女はクックロビンと目を合わさず、短く切った言葉で答えた。

「……イカれた」

「なんデ？」

「壊され」

「誰に？」

「それ」眼下にいる僕を指さす。

　クックロビンは僕を見たまま二、三度瞬き、首を45度、こてんと傾けた。

「……はいー……？」

「それ任まかす」

　フリーズしていたクックロビンが少女の一言で再起動。

「──ほわっ!?　ま、任すってナニを？　ハチコーを!?」

「メルする」

「ウェウェウェーイ！　待ってよネコぉー!!」

　少女は山を下って姿を消してしまった。

　がっくしと肩を落とすクックロビン。

　一方、二人のやりとりを見守るしかなかった僕は。

「──あ」

　遅まきながら、あの黒髪少女の名前ハンドルネーム＝ネコなのだと気付いていた。
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　ネコなる少女からメールで指示を受けたというクックロビンは、両手を縛られたままの僕をモニター置き場の外へと連れ出した。

　重たそうな鉄扉を開き通用口を通ると、今度は軽い窓付きの扉を跳ね開ける。

　その向こう側の景色を見たとき、クックロビンが《ｍａｌｌモール》という言葉を口にしていたことを思い出した。

　モールとは、《ショッピングモール》のモールであったらしい。

「本当になんでもありなんだね、《蟻ありの巣》は……」

「のん、あんまりキョロキョロ見ないノー」

　明かりのないセレクトショップや着飾ったマネキンたちには目もくれず、クックロビンは捕虜の僕を先導して前を行く。

「言っとくケド、ここのコトは他のハッカーたちにはとっぷしーくれっつ、内緒でお願いしますワヨ。ここはハイ・ウィザード級ハッカーのネコのナワバリ。ネコ以外ではアタシくらいしか入れない、秘密のお城なんだかラ」

「ハイウィ……？　な、なに？」

「ハイ・ウィザード。わかりやすく言うと、《強いハッカー》ってコト」

　強いハッカー。

　このゲームにおいて《強い》とはどういうことだろうか。

「……あのネコって子、もうそんなに人を殺しているのかい？」

「殺人数リザルトはそのハッカーが殺されるまで公表されないから正しい数は知らナイけど、Ｄａｅｍｏｎからはハイ・ウィザード級に認定されてるし、あの《ｗｏｌｆヴオルフ》に次ぐくらいには殺してんじゃないカナ？　──あ、ヴォルフのことは教えたっけ？　ロルゲ唯一のデミゴッド級ハッカー、最終勝利者最有力候補の」

「教えてない。でも知ってる」

「おぅ、そう？」クックロビンは目を瞬かせた。「……まぁ、いっか。とにかく、いくらネコちゃんがちっちゃくて可愛いからって、甘く見てると頭パーンってされちゃうから気をつけなよ～？」

「…………」

　確かに、あの子はＨＡＮＡＢＩを殺したと言っていた。

　でもやっぱり信じられない。あの子からは殺人犯特有の匂いがしてこなかった。

　どこまでも清涼な機械の匂いしか。

「っと、いけないイケナイ。ネコに『おしゃべりするな』って言われてたんだっけ」

　クックロビンは「んんっ」とわざとらしい咳せきばらいをした。

「いい？　ハチコー。アタシはこれからネコの命令通り、ハチコーをこのエリアの外に『ポイッ』ってするから、これ以上余計な詮索はせズ黙ってついてくるコト。おけい？」

「──え。僕、解放されるの？」

「なァに？　ハチコーったらこのまま囚とらわれの身にでもなりたかったノー？」

「そういうわけじゃないけど、なんかちょっと意外で。なんで？」

「だから詮索するなって言ったデショ。教えてあーげない。……っていうか、そもそもアタシがそんなこと知るワケないじゃない。なぁんでハチコーなんかがネコに捕獲されてンのかも知らないんだシ！」

　クックロビンは何か納得いかないように「Ｂｏｏ～」と口を尖とがらせた。

「なーによ。ネコったらアタシが、『助ケテ！　ＨＡＮＡＢＩニ殺サレル！』って泣いて訴えても『うざい』の一言で放置しまくってたのに。よりにもよってこっちがハメてやったハチコーを助けるためにＫＩＬＬするとかさーぁ。だいたいこの間だっテ──」

　以下、何やら聞き取りにくい声でぶつぶつ言い続けているので、僕はそんなクックロビンの目を盗んで元来た道を振り返った。






次は殺される前に殺す








　そう告げてどこかへ行ってしまったあの少女とは、これでお別れだろうか。

　それでいいのだろうか。




「クックロビン」

　僕は足を止めた。クックロビンが「んぅ？」と振り返る。

　拳を軽く握った。意思は固めた。そのための方策も立てた。あとは、言葉にするだけ。

「彼女──ネコのことで、聞きたいことがあるんだけど」

「ムッ」クックロビンは案の定苛いら立だった顔をする。「だーかーらァ。アタシはネコちゃんにおしゃべりするなーって言われてるノ。頼まれたって教えてあげるワケないデショ──」

「君から情報を買う、という形ならどう？」

「むぉ」胡桃くるみ色の瞳がぱちくり瞬いた。「……ほー？　ハチコーのくせに悪知恵が働くジャン？」

「悪知恵に非あらずですよ。君に対しての正攻法でしょ？　かわいい商人さん」

「Ａｈａアーハ？」

　顎に手をやりうんうん頷うなずくクックロビンは、なんだか悪～い顔。

「そうねェ。ネコから言いつけられた仕事は完了したシ、アタシとハチコーの関係はこれにて完全フリーだシ、アタシはネコにちょーっとした嫌がらせもできて一石二駒鳥と……おけい！　取引しまショ」

「ありがとう。前の支払いも済んでないのに、申し訳ないね」

「うん？　あぁ、そのお金ならもういただきましたワヨ。カラダでね」

「？」

　僕、彼女に支払いなんてしたっけ？

「にしし。また今度もスケープ・ドッグになってもらっちゃおーっと」

「??」

　クックロビンは空くうをコンコンッとノックした。例のホログラム端末のおでましだ。

「で、ネコのどんな情報をお求め？」

「君が知っている限りのネコの情報。まるっと買い占めで」

「ひゅー。そりゃあお高い買い物ネ。ご予算は？」

「考えなくていい。《そのうち》で良ければ、いくらでも出すってことで」

「Okieオーキー Dokieドーキー」力強いサムズアップを返してくれた。




　一時間後。

　狭いスペースに蹲うずくまってラップトップに向かう少女・ネコに向かって、僕は「やっ」と片手をあげていた。

　驚かせないようラフな挨拶を心がけたつもりだったけど、ネコはそれこそ道端で人間と遭遇してびっくりした野良猫みたいに目をまんまるくして固まっている。

「……なんで」

「クックロビンに教えてもらったんだ。普段君がいるこの場所のこととか、監視カメラに映らずにここまで来る方法とか」

「……トリ……」

　ちなみに恨めしそうにその名を呼ばれたトリさんは、『ネコのお怒りが静まるまでドロンします。じゃ☆』とのことで、現在目下逃亡中である。

「クックロビンを責めちゃダメだよ。あの子は自分の仕事をしただけ。僕は彼女のお客として必要な情報を買っただけなんだから──っと」

　僕がその場にあぐらをかくと、反対にネコはバッと立ち上がり僕と距離を取った。

　本当に野良猫みたいだなぁ、この子。

　ほんわか微笑ほほえましい心地になっていられたのも、その銃口ゆびさきを向けられるまでのわずかな時間だけだった。

「わわわ待って待って待ってー！」




　薄暗い無人のショッピングモールエリア。

　３Ｆに位置する大型衣料品店の試着室。奥から数えて３番目。

　クックロビンによると、そこがネコの仕事場であるとのことだった。

　仕事場というより、まるで漫画喫茶のような小スペースだ。半畳程度の空間の中心には黒のリクライニング機能つき座椅子があり、三方を囲む壁にはこのエリアを映しだす監視カメラのホロ映像が隙間なく漂っている。

　一番奥の姿見は画が鋲びようで止めたボロボロの布で隠してあり、床には飲み干したエナジードリンクや食べ終わった保存食の缶が大量に並んでいた。




　で。その小さな試着室の主は、やはり不意の侵入者である僕を歓迎してくれなくて。

「何」

「ええと」

　両手を上げつつ、落ち着いて当初の計画を思い出した。

「君に話したいことがあって来たんだ。時間はとらせないから、今少しいいかな？」

　長く伸びた前髪の下で、少女の眉宇が歪ゆがむのが見て取れた。

「話さない。聞く」

「ああ、うん。それでかまわないよ。君の事情についてもクックロビンから聞いてる。話すことがちょっと苦手、なんだよね？」

「っ」ネコは悔しげに喉を鳴らすけど。

「何か言いたくなったら、自分のペースでゆっくり話してくれていいからね」

「…………」

　その引き金を絞るようなことはなく、銃口を静かに下ろしてくれた。




　ハンドルネーム《ｎｅｋｏネコ》。

　推定十代。国籍、おそらく日本。

　Ｄａｅｍｏｎから本人だけに通達されるという《称号》は、最上級から数えて序列三位、ハイ・ウィザード級。

　広大なショッピングモールエリアをたった一人で占拠し、その中の狭すぎる試着室でひとりゲームを戦い続けている少女。

　発音機能になんらかの障害あり。

　しゃべれないわけではないが、しゃべりたがらない。

　短い言葉でならしゃべる。

　クックロビンからそう聞いたとき、ネコがあのテレパシー──脳波を音波に変えて思考を相手に聞かせるというロル──や、画面を使って僕に話しかけていた理由が理解できた。

　今はその両方が使えない環境だ。できるだけ、無理にしゃべらせないようにしてあげないとな。

「昼間は本当にごめんね。ヴォルフが君にひどいことをしたみたいで」

　不快そうに歪んだ表情から『その顔で謝るな』という声が聞こえかけた瞬間、僕はすかさず声をぶつけた。

「そのお詫わびも兼ねてなんだけど、僕、今日から君のボディーガードになることにしたから！」




　ネコの目が再びまん丸に見開かれる。

　十中八九こういう顔をされると思っていた。構わず話を続けた。

「さっそく今日から住み込みで24時間しっかりガードさせてもらうよ。隣にあったインテリアショップで適当に寝泊りするから、エリアの外に出るときは一声かけてね。

　あっ、一応、一応言っておくけど、僕にはそんなやましい気持ちなんて一切ないからね。ただ君みたいな女の子がこんな薄暗い場所を一人でうろついているなんて思うとおじさんとても心配で。今年28の妹のことだって日が暮れたら必ず迎えに行くようにしてるんだようざいって言われてもメゲずに何度もうわあ待って手下ろして！」

「うざい」

　銃口を向けられながら一言浴びせられる。

「まぁまぁ待って待って。実際問題君には誰か用心棒的な人がついていたほうがいいと思うよ？　ネット空間ではハイ・ウィザード級に強くても、リアルでは女の子なんだから。誰かに直接的に襲われたとき、僕みたいなのがそばにいれば安心でしょ？」

「イラネ」

　…………。

「今……『いらない』って言ったのかな？」

　ネコがはっきりと頷いた。

　嫌がられるだろうと覚悟していたけど、言うに事欠いて『いらね』とは。

「そ、そう言わずにさ……それに、ここもずいぶんと長い間掃除してないみたいじゃないか。この手の雑用も全部僕に任せてよ。生きていく上で必要なことはだいたい上手うまくこなせる自信あるから。コンピュータ以外のことなら」

「ゴミ」

『イラネ』の上位互換は『ゴミ』。妙に納得する。

「帰れ」

　しまいにゃ苛立ち任せに試着室のカーテンをシャッと閉めきられてしまった。

　──やれやれ、やっぱり拒否されちゃうか。

「ま、これくらいのことでへこたれるハチコーじゃありませんけどね」

　誰にともなくつぶやいてから「えっこらせ」と立ち上がると、その弾みで腹の虫がぐぎゅぎゅうと鳴った。

「あ」




　衣料品、雑貨、生活用品。あらゆる物品が豊富に取とり揃そろえられたモール内を一人歩く。

「なるほど。確かにこれだけ物資があるエリアを私物化しちゃえば、貴重な《ｌｕｌおかね》は戦うための武器なんかにつぎ込めるというわけだ」

　ゲーム内人口の大半である中級・低級ハッカーたちが《その日を生き抜く食糧を得るため》に戦っている中で、ネコをはじめとするごく少数の上級ハッカーたちは、このような好立地をバックに持つ傾向にあるという。

　良いナワバリを持つことは上級ハッカーが上級ハッカーたる所以ゆえんでありその実力の証あかし。

　クックロビンからそう聞いたとき、僕はこの蟻ありの巣の中がいよいよ弱肉強食の自然界であるかのように思えてきたものだった。

　強者が弱者を淘とう汰たし、資源が豊富な縄張りを得ることで生態的地位を築き、繁栄する。

　ここはまさにそんな世界。

「──お、やっぱりあった」

　ショッピングモールの最下層といえば食料品売り場と相場が決まっている。

　案の定、僕は非常灯の明かりだけが灯ともるスーパーマーケットを発見した。




　暗いショーケースの中から品物を適当に見繕い、カートに放り込んでいく。

　電気の通わない冷蔵機能つきショーケースの中に生ものの類たぐいはなく、肉コーナーにはコンビーフが、魚コーナーには鯖さば缶が──といった具合に、それぞれの代替品と呼べそうな保存食が大量に投入されていた。

　なんだか『これで我慢しろ』と言われているみたいだ。

「ま、どのみちこの状況じゃ贅ぜい沢たくも言ってられないよね……。あっ」

　野菜コーナーの中に見覚えのあるパッケージを発見。思わず手に取り掲げた。

「おおー!!」

　これはイモコフーズさんの《具材がっつりトマトソース》ではないか！

　パスタにスープにブイヤベースにと、これ一缶で料理の幅が無限に広がる画期的商品だ。

　僕は料理には手間と時間を惜しまないタイプだが、トマトソースを一から作るヒマがないときこれがあると本当に助かる。既製品とは思えないほど美味で、ものぐさなくせにグルメな妹と二人暮らしの我が家ではストックが欠かせないお馴な染じみの逸品だった。

　何が書かれているかさっぱりわからない海外製の缶詰ばかりだと思っていたが、まさかここでこれに巡り会えるとは。なんだかテンションあがってきたぞ。

　バックヤードに行けば調理環境もあるだろうし、これならネコにあたたかくておいしい料理を振る舞ってあげられるかも。

　思いがけず巡り会った幸運にほくほくした僕は、イモコフーズさんのＣＭソング（うろおぼえ）を口ずさんで。




　そのトマト缶で、振り下ろされてきた鉄棒を受け止めた。




　金属同士が激しくぶつかる音が響く。

　不意の襲撃者は驚いたように息を吞のみ、すぐさま退ひいて距離を取った。

　そしてもう一度我が武む者しや羅らに鉄棒を振り下ろしてくる。

　僕は半身を翻して回避すると、深く振り下ろされたその凶器を華きや奢しやな手から奪い取った。

「!!」

「わ。これ本物の警棒じゃないか。よくこんなの持ってたね、ネコ」

　素直に感心しながら彼女を見ると。

「っ……」ひどく悔しそうな顔をされた。

　もしかしてこの子、試着室からここまで僕のあとをつけていたのだろうか？

「君ってば本当に猫っぽいとこあるよねぇ……。あのね、ネコ。こういう危ないモノは、今後は僕が使うから。君は持つのもダメ。いい？」

　三段階まで引き延ばせる造りの警棒を短く畳むと、真ん中をべっこり凹くぼませたトマト缶と一緒にカートの中に放り入れた。

「……何。あんた」

「ハチコーだよ。職業弁護士。趣味は読書と身体からだを動かすこと。特技は料理。苦手なコトはコンピュータ全般」

「何目的？」

「別に変な目的はないよ。君のことが心配なだけ。安全面でも生活面でも」

　──僕の中の少年に似すぎている、という意味でも。

　ほとんど核心であるそれを告げないまでも、僕は回答を伝え終えて微笑ほほえんだ。

　けれど、それでもネコは敵意を崩してはくれなくて。

「あ」そういえば大事なことを言い忘れていた。「ヴォルフのことなら心配しないでいいからね。彼、どうやらおいそれと《外》には出てこられないみたいなんだ。僕がちゃんと起きてる間は大丈夫だと思うし、今後も彼が君に危害を加えないよう努力するつもりだから安心して──」

「『死ね』言った」

　たった一言。それだけが僕を黙らせる。

「言った。その口で」

「────」借り物の口を押さえ、俯うつむくしかなかった。

「ヴォルフは、あんた。あんたは敵。……敵は、殺す」

「……ネコ」

「出てけ」

　ネコは踵きびすを返し歩き出してしまった。




　彼女を放っておきたくない。

　彼女はどこか、堤に似ている。




「ごめんね」

　ネコが立ち止まった。こちらを振り返ろうとはせず、背中で僕の謝罪を聞く。

「ごめんね。困らせてる、よね？」

　僕ヴオルフに『死ね』と言われて。

　僕ハチコーに『ボディーガードになる』なんて言われて。

「信頼してくれとは言わないよ。敵だと思っていてくれてもかまわない。……ただ──」




『俺は堤洸介の本心』




　むせ返るほどの殺人臭を放つ彼が本当に堤の本心なのか。

　堤がまだ殺したがっているのか、否か──それは長く口を噤つぐんだままの堤自身から聞きだすほかない。

　けれど、たとえその答えが僕にとって良くないものであったとしても。

　僕は、もう誰も殺人者にしないと決めたから。

「──ただ。ちょっとの間だけでもいいんだ。君と一緒にいさせてくれないかな？」




　ネコの下ろされた拳に、ほんの少しだけ力が籠こもったような気がした。

「一緒、に」

　俯いたまま、聞き取りにくい声で何かつぶやく。

「……どっちの、意思、それ」

「え？」

「っ！」ネコは首を強く振って。「……出てけ」

　言い残して足早に歩き出し、黒髪を振り乱して闇に溶けていった。




　去り際の問いかけの意味はなんだったのだろう。

　わからないようじゃ、野良猫さんと仲良くなるにはまだまだ時間がかかりそうだ。

「鯖のトマト煮でも作ってあげるか」

　凹んだトマト缶が乗るカートを方向転換させたときだった。

　ショーケース内の鏡に自分の姿が映りこんでいるのを見る。

　髪はボサボサ、顔は傷だらけ、シャツは血まみれというひどい有様。

「……さすがにこの状態で調理はよろしくないか」





■






　５Ｆのスポーツクラブにて水しか出ないシャワーを借り、クラブのロゴ入りジャージズボン一丁で２Ｆの紳士服売り場へと向かう。

　誰にともなく（神様とかに？）断りを入れてから店内を物色し、ビニールに入れられた新品のシャツと、適当なネクタイ一本を頂戴した。

　せっかくだし、上下のスーツは普段手が出ないような高級品をもらっていっちゃおうかな～……なんて悪魔が囁ささやいたけれど、値札の上に整列する０にビビって手が出ず、結局、安心価格帯のストレッチ素材スーツを姿見の前へと持ってきた。

　僕って小心者。我ながら呆あきれかえりつつ、真新しいシャツをビニールから引っ張り出そうとしたときだった。

　店の壁を破壊して突っ込んできた電車が、僕のすぐ真横で停止した。

「────」

　轟ごう音おんの残響が減衰していく中、半裸の僕にぱらぱらと粉ふん塵じんが降り注いだ。




「ネ、ネコ!!　いいい今下の階で電車が、電車が!!」

　叫びながら、ネコの住まう試着室コーナーへと飛び込むと。

「うえええぇぇえぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ネコォオォ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]お願いだから、お願いだから見捨てないでえええぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!」

　逃亡したはずのクックロビンが、ネコの膝にすがりついてこの世の終わりみたいに泣きじゃくっていた。

「…………どうしたの？」
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　商人クックロビンはネコに対し、情報・物資を無条件・無制限に提供する。

　見返りとしてネコは、他のハッカーたちの攻撃からクックロビンを守る。

　二人はそういう《契約関係》にあるそうだ。

「契約破棄」

「のー！」

　一方的な契約破棄通達の理由は、曰いわくクックロビンの過失によるもの。

　これまでクックロビンは、ネコに再三止められていたにもかかわらず、ネコの機密情報を外部に売り渡し続けていたそうだ。

　ネコはこのたびの襲撃はクックロビンの契約違反行為が招いた事態と見み做なしたらしいが、直前にクックロビンが僕に対して彼女の情報を売ってしまったことも心証を悪くしたんだろうなと思うと申し訳なくもあって。

「不服申し立てする？」

「弁護士チェンジ！」

　提案してみるも言下にお断りされた。無念。

　隅っこでぐすぐす泣いているクックロビンはそのままにしておき、僕は例の定位置でキーボードを打ち続けているネコのほうを見た。

　ネコを囲む監視カメラの映像の中には、崩壊した紳士服売り場と、そこに堂々と突っ込んできた電車が様々な角度から映し出されている。

「びっくりしたよ。まさかあんなところに電車が突っ込んでくるなんて……」

「ウフゥン。こっちこそ、半裸のナイスガイが飛び込んできてびーっくりしたケドねー？」

　裸の背中を指でつーとなぞられて「くぉっ!?」と変な悲鳴があがる。

　そういえば新品の服に着替える暇もなく半裸で駆け込んできてしまったのだった。

「やめなさい。もう」

　つい今まで泣いていた女の子はどこへ行ったのやら。クックロビンは悪戯いたずらっぽく笑った。

　と、僕らがそんなやりとりをしている間に「特定」とネコが作業の手を止めた。

「お。さっすがネコちゃん。仕事早いネー」

　ネコはラップトップのディスプレイに指を当て、その指を上方へピンと弾く。

　空中に新しいホロウィンドウが生成され、その中に見慣れない文字列が表示された。
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「これは？」

「ｎＰ。ハチコーにわかりやすく言うと、相手の脳みその電話番号って言ったとこネ」

　クックロビンがふふーんと鼻を鳴らした。

「これをぶっこ抜いたらもう勝ちゲーですワ。中級以上のハッカーなら《踏み台》使って周到に隠匿してるモノだケド、ネコちゃんのお手にかかれば最初っからスケスケも同然ネ。まさに電子の魔術師ウイザード。いんや、もう神級デミゴツドに至る腕前かモ!?　だからお願いマイプリティガッドー、アタシのこと見捨てないデー」

　自慢、おだて、そして懇願とスムーズに移行したクックロビンを完全無視したまま、ネコはキーボードを叩たたき続けていた。




　カタカタカタ。

　指先が迷いなく、素早く狂奔する。

　一対の黒目は時折、目の前に掲げた記号《ｎＰ》を見ながら。

　これをぶっこ抜いたら勝ちのそれを、睨にらみ、見据えながら。

　Ｅｎｔｅｒキーを──




　僕はネコの手首を摑つかんだ。

　ネコが両目を見開き固まる。

「待つんだネコ。今、何をしようとした」

「──、──っ……」

　ネコは苛立って僕の手を振り払おうとするが、僕はその手を絶対に放さなかった。

「誰かを殺そうとしたのかい？」

「っ、当然」

「当然じゃない。ちょっと待って」

「今殺す！」

「殺される前にかい？」

　ネコがはっきりと頷うなずいた。

「……ダメだそんなの見過ごせない」

「関係ない」

「そーだよハチコー。ネコの邪魔しちゃダメでしょー？」

　クックロビンがネコに加勢してくる。

「ネコは最終勝利者になってロルを持って帰るノ。てゆか、ハチコーはなんでネコの邪魔すんのヨ。ネコがどこぞのハッカーに殺されちゃってもイイわけ？」

「よくないよ。ネコを死なせたくない」

「じゃあネコの敵はみんな殺しちゃえバいーじゃん」

「クックロビン、君までそんなことを」

「しょうがナイでしょー。蟻ありの巣ン中はもうとっくにハックするかされるかの世界になってンノ。殺し合いが日常なんダカラ。ま、殺し合いの世界を法律書の中でしか知らない弁護士さんには、確かに刺激が強すぎる現実かもしれないケドネー？」




　実を言うと、これまでも少しだけ、クックロビンからその匂いを感じ取っていた。

　殺人者の匂い。

　彼女が纏まとうムスクの香りの合間から、かすかだけれど、確かに。




「あらん？　やーだ、落ち込ませちゃっタ？　ごめんごめーん。元気出してよハチコー」

　……いや、クックロビンのことは考えずにおこう。

　今はネコを止めることが先決だ。

「とにかく、そんな簡単に殺したらダメだ。まだ相手の目的がネコを殺すことだって決まったわけじゃない」

「電車突っ込ませてきといて殺す気がないわけナイじゃん」

「１００パーセント確定事項じゃない。ただの威嚇行為という可能性もある。事故って可能性だって捨てきれない。相手の目的も意図も確かめないまま殺して全部終わらせるなんて絶対にダメだ」

「ンム。じゃあハチコーはどうしたいノヨ？」

　僕を厳しく見つめるネコを見つめ返す。

　これだけ近くにいても、やはりネコからは殺人者特有の匂いがしてこなかった。

　血の匂いを纏うＨＡＮＡＢＩやヴォルフやクックロビンとは明らかに違う。清涼な機械の匂いだけがする。

　仕事場と称するこの狭い空間と同じ匂いだけが。




　電子の青が充じゆう溢いつする。

　ホロの光と無数のケーブルに繫つながれた機械が溢あふれる狭小空間は、まるでそれそのものがひとつの機械の箱のよう。

　少女はその箱に搭載された一パーツであるかのように振る舞う。

　凶器はＥｎｔｅｒキー。

　少女の殺人は、さながらデータを削除するように行われるのだろう。

　平然と、無機質に。人を人と思うこともなく。




　機械化された精神を持つ彼女は、もう人としては死んでいるのかもしれない。

　生きていないのかもしれない。自分で自分を殺してしまった後なのかもしれない。

　でも。

「ネコ」

　この手に摑んだ細い指先が──等しく重たいこの手が、もうこれ以上人を人と思うこともなく破壊してしまう瞬間を見たくない。

　そのために、僕が今すべきことは。

「話しあいに行こう」
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「話しあいに行こう」

　この男はどこまで私をイラつかせたら気が済むのだろう？

　ヴォルフとデュアルＯＳの関係にある人格ＯＳ、仮称・ハチコーは、私のテリトリーで朗々とそんなことを言ってみせた。

　私は苛立ちで返す言葉もなくしていた。

「攻撃者と直接会って、攻撃を止めてもらえるよう話しあいをするんだ。ネコ、君も一緒に来てほしい」

「断る」

　馬鹿のために貴重な言語化労力リソースを割くのが惜しく、極力短い言葉で言い返した。

「無駄」

「無駄じゃない。大事なことだ」

「無駄。今、殺す」

　私の手首を摑むウザい手を振り払おうとするが、どうもがいても離れていかない。

「もー、やめときなヨ、ハチコー」トリがのらくらと口を挟んできた。「ハチコーのことだから、ＨＡＮＡＢＩちゃんのときもそーやって、『話せばわかる！』ってノリで挑んでって、結局最後にはネコちゃんに助けられたンデショ？　なら、今回もそれと同じヨ。結果は目に見えてンだから、命の恩人の方針には従うべきじゃナイ？」

　ハチコーは顔を伏せ、長考する。

「……。確かに、僕はネコに命を救われた。ネコがＨＡＮＡＢＩをなんとかしてくれなかったら、僕は今ここにはいなかったかもしれない」

「わかってンじゃん。なら、このお話はもうオシマイオシマイ──」

「けど僕は、ネコにＨＡＮＡＢＩを殺してほしいと頼んだ覚えはない。できることなら、殺してほしくもなかった」

「──ハン!?」

　クックロビンが素すっ頓とん狂きような声をあげても、男の身体からだは一切揺らがなかった。

「……。ちょっとちょっと、ネコ」クックロビンが私に耳打ちしてくる。「こんな面倒くさい男、さっさとパーンしちゃいなヨ。なんでずっと生かしてるノ？　好きなノ??」

「るさい」

　殺せるならとっくに殺してる。

　この警戒心もクソもなさそうな男の脳には、その脳を共有するもう一人の男──デミゴッド級ハッカー・ヴォルフによって施された強固なロル・プロテクトがかけられている。

　そのボサボサで冴さえない頭の中には解読のために大規模な量子コンピュータを要するであろう限りなく不可読に近い暗号が幾重にも仕掛けられていた。

　プログラムは人間が作るもの。不完全な人間が作るものだ。

　だからプログラムの中には必ずと言って良いほど不完全性がある。脆弱性アナがある。

　なのに、ヴォルフが作るプログラムの中にはそれがない。

　タチが悪いくらいに──そして、やはり見み惚ほれてしまうくらいに。

「ネコ。もう一度お願いする。僕と一緒に攻撃者に会いに行ってほしい。君に、君が殺そうとしているのがどんな人か理解してほしいんだ」

　これから殺す相手に会う。理解する？

　そんなことにどんな意味があるというの？

　どうせ最後に殺すのに。

　私の中で《最初から存在していなかったもの》を無に帰すだけという簡単な手順プロセスを、なぜわざわざやりにくい形に変えようとするの？

　無駄だ。非効率で美しくない。

　ガキが書いた汚いコードみたい。

「──……」

　それは目の前にいる男を唾棄すべく考え出された言葉のようでいて、その実、酷ひどく自虐的なものであることに気付いた。

　最後に一度だけ顔を見てみたいと。いつかそう願ってしまった私自身にも言えること。

「顔を見ると殺しづらくなるかい？」

「ッ」視界に火花が散った。

　この男は、わかっていてそう言ったのだろうか？

　だとしたらこれは挑発？　一時でも彼への殺意を翳かげらせてしまった私への挑戦？

「……わかった。じゃあこうしよう」男は手首を握る手をわずかに緩めた。「君が僕と一緒に攻撃者に会いに行ってくれたら、君はその後で僕を好きにしていい。殺すもいいし、ここから追いだすも自由だ。僕は君の意向に従おう。それでどうかな？」

「──……」

　別に、挑発に乗ったわけじゃない。

　面倒くさいこいつとヴォルフを、私の前から追いだせるチャンスだし。

　いつまでも、半裸なんかで迫られていたくないだけ。

「はなせ。変態」

「──えっ!?」半裸男は狼狽うろたえながら手を放した。「あ、いや！　だからその！　この格好にはよんどころなき理由があってだね！」

「オフ会」

　私は膝に乗せたまま待たせておいたラップトップを操作し準備を始める。

「するなら、連絡」

　ＩＲＣチヤツトを起動し、ゲストネーム《hachiko-》でログインした。





■






　ネコが攻撃者と連絡を取れるようにしてくれた。

『ショッピングモールへの攻撃をやめてほしい』『会って話をしたい』という旨を──僕じゃ打つのが遅いのでネコに代筆してもらって──伝えると、30分後に返信があった。






03:45 <404>：わかりました。お会いします。

03:46 <404>：ここで待ってます。








　ハンドルネーム《４０４》を名乗った攻撃者が提示してきたその場所は、電車が突っ込んできた壁の向こう側にあるらしい。
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　改めて新品のシャツに袖を通し、ボタンを首もとまでしっかりと留める。

　ネクタイも綺き麗れいに整え、タイピンで留めて、安心価格のジャケットを羽織り、「よし」と割れた鏡の中で気合を入れた。

　僕の後ろに映るのは破壊された紳士服売り場の惨状と、壁をぶち破って現れたあの電車。広々としたフロントガラスのそばまで客席が配された自動運転ＡＴ車両というやつだった。

　都市改革を推進し続けている昨今の都内でもよく見かけるようになった車両だ。

　僕もたまにだがお世話になっている。ラッシュの時間でなければ先頭の席に座り運転士気分を味わうのがこれまた乙なのだが。

「ハッカーっていうのはすごいねぇ……こんなものを突っ込ませてくるなんて」

「今更ナニ言ってんのヨ」

　崩壊の難を逃れた二人掛けソファの上、ポーズを決める男性マネキンの膝枕でくつろぐクックロビンが呆あきれた声をあげた。

「ハチコーってばほんと情弱よネー。あのねェ、今でこそ人間なんかハックしちゃってるケド、ハッカーの本分はそもそも機械こつち。このくらいの攻撃驚きでもなんでもナイってバ」

「ふむ。そういうものか」

　どちらにしても、僕には想像を絶する出来事なんだけどね。

「はふん。それにしても、ガチで行くのかァ」

　クックロビンは使い捨てフォークを口にくわえたままごろんと寝返りを打った。

「もうマジ釣り。絶対これ釣りだヨ、間違いナイ。アタシたちってばこの鯖さばみたいにぽぽぽーんと一本釣りされて、ウイルス踏んでロルゲからも人生からもログアウトよ。そうとわかってて行くナンテ、ハチコーはともかくネコまでどうしちゃったんだカ」

「心配だったら君は来なくてもいいんだよ、クックロビン」

「のー行きマス。ここでネコちゃんほったらかしにしてえすけいぷしたら、心証ますます悪くなっちゃうデショ」

「心証ねぇ……そんなにネコに見放されたくないんだ、クックロビンは」

「アタシの命はネコに預けるって決めてマスからネー」

　すごい惚ほれこみようである。……が。

「だったら、最初からネコの情報は売り物にしないほうがよかったんじゃないの？」

　ぎくり。クックロビンはそんなオノマトペがぴったりの顔をする。

「うーうー、だって、『ロビンちゃん、なんかいい情報なーい？』って言われたら、応えてあげたくなっちゃうジャン。お金にもなるしィ。死線かいくぐって頑張ってるハッカーのお役に立てるのってなんか嬉うれしくてェ。そういうセーヘキなんだってバァ、アタシ」

　性癖って。

　そういえばハッキングよりも人助けのほうが性に合ってるって前にも言ってたっけ？

「人助けはいいことだけど、八方美人はよくないよ。特にネコみたいに簡単に人を信用しないタイプの子には尚なお更さら。いっそネコだけ大切にするぐらいの芯を持ってないとさ」

「自分だってネコに懐かれてないクセに」

　図星って胸にくるよねー。

　僕がくじけそうになっている間に、クックロビンはぱっと起き上がり、「ゴチソーサマデシタ」とお行儀よく手を合わせた。

　話をしながらつついていた《特製鯖のトマト煮》は、どうやらお口に合ったようだ。

　凹へこんだ心が一転、また今度作ってあげようと心の中で密ひそかにガッツポーズ。

「んで？　ネコはまだ来ないノ？　10時に電車の前集合ってハナシだったよネ」

「うん。でもまあ、きっと準備に手間取ってるんだよ。気長に待ってあげよう」

「準備ィ？　ドレスアップに時間がかかってるとでモ？」

「ご明察。──お、噂うわさをすれば」

　店先にちらつく人影に向かって「おーい」と手を振ってみる。

　真新しいローファーを履いたつま先が、不服そうな足取りでこちらへ向かってきた。

「マヂすか」クックロビンが口をあんぐりさせた。




　今朝方食事を持っていったとき、僕はモール内で見繕ってきた服をネコに渡していた。

『人に会いに行くのだからキチンとした格好をしよう』という僕の提案をネコは歓迎してくれるような雰囲気ではなかったけれど、結局ちゃんと着てきてくれたらしい。




　……んが。ところどころ僕の目指してた完成図と違っているのが気になる。

「うん。下に穿はいてるズボンは脱ごうか」

「…………」

　ネコはスカートの下から飛び出していたジャージズボンを不服そうに脱いだ。

「あと、ボレロは？　ワンピースとセットのやつがあったよね。サイズ合わなかった？」

「イラネ」

「ソウデスカ」

　ま、まぁ……せめて下のズボンを脱いでくれただけでも良しとしよう（あれはさすがに許せない）。

　ファッションは自己表現と言うしね。フリルのワンピースにボレロじゃなくてジャージをひっかけていたほうがネコらしいと言えばそうなのかもしれない。

「ヤダ。超カワイイ。ナニこの生き物。ナニこの生き物」
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「るさいトリ」

　はしゃぐクックロビンをネコは一蹴した。

「あとはその前髪くらいか。確か、どこかにアクセサリーショップもあったよね。ちょっと行って見てくるから待ってて」

「いらん」

「でも」

　ネコは僕を通り越し、電車のほうへ向かっていった。

　ジャージのポケットからあの黒い筒状のツールを取り出す。

　歩き続けたまま手銃を作り、銃口を電車の真正面へと差し向け、Ｅｎｔｅｒトリガーを弾はじく。

　すると車両正面に取り付けられた非常用のドアがひとりでに開き、精緻なモーター音を立ててタラップを降ろしてきた。

「あ、待ってよネコ！　アタシも行く～！」

　タラップを平然と上がっていくネコと、それを追いかけていくクックロビン。

　その場に残された僕だけが、「わお」などとクックロビンみたいにつぶやいていた。

　今のもハッキングが為せる業なのだろうか。

「なんだか魔法みたいだ……」

　十分に発達した科学技術は魔法と見分けがつかない、ってやつかな、コレ。

　僕はネコに持っていけと言われた例のスーツケースを持ち上げると、二人の後を追って走り出した。
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　電車の後部扉を出た先には地下鉄線路があった。

　真まっ直すぐな単線路。この先で攻撃者が待っている。




　暴走電車が辿たどってきたであろう線路上を歩き始めて数十分。

　単線だった線路はいつの間にか複線路となり、湿し気けった砂ぼこりの匂いが充満する灰色のトンネルはいよいよ大都市の地下鉄線路という様相を呈してきた。

　ネコ曰いわく、地下鉄線路の脇には大抵電力供給用の高圧線が走っているそうで、僕らは線路の中央を一列になって歩いた。

　さきがけは僕。ラップトップを片手で器用にいじり続けているネコを間に挟んで、クックロビンがしんがりを務める。

　クックロビンは前を行くネコの機嫌を直そうとしてか、猫なで声（ややこしい）を立てながらであれやこれやとごますりしていた。

　その明るい声にまじり、ネコがせわしなくキーボードを叩たたく音が耳を打つ。

「……[image: ][image: ][image: ]っ」

　ダメだ。やっぱりどうしても気になる！

　僕は立ち止まりネコを振り返った。

「ネコ。やっぱり、その前髪なんとかしよう。ここはとても暗いし、そんな状態でパソコンいじってたら絶対に目が悪くなるって」

「いらん」

「ダメ。いる。ちょっと待って、今代わりになるものがないか探すから──あ、そうだ。これなら！」

　それを手中に忍ばせてネコの前髪に手を伸ばすと、ネコはその手を露骨に払いのけた。

「あー待って、じっとしててってば」

「やめ！」

「すぐ終わるから！」

「クソじじい！」

　強制執行。

「クックロビン、ネコ押さえてて」

「いえっさー」

　ノリノリでネコを羽交い締めにするクックロビン。

「ふふふー。嫌がるネコちゃんに二人がかりであんなコトやこんなコト」

「しませんよ。──はい、できた！」

　暴れるネコの前髪をなんとかかきあげて、銀のタイピンで固定することに成功した。
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　男物のタイピンはヘアピンよりも少し重たそうだが、代用品にはなってくれた。咄とつ嗟さに閃ひらめいた僕自身こんな使い方があったのかと感嘆したほどだ。

　露あらわになった一対の黒目が改めて僕を睨にらんでくる。

　思えばネコの素顔をまともに見たのはこれが初めてかもしれない。

「うん。やっぱりちゃんと顔は出したほうがいいね。ネコは美人さんなんだから、顔隠したらもったいないよ」

　腹をグーで殴られた。あんまり痛くないけど、一応「ぐげ」と声が出る。

「あれれ～？　ネコちゃんたらひょっとして照れてるノー？」

「うざい」

　クックロビンのちゃかしも跳ね返し、ネコは僕を追い越して線路を歩いて行った。

　が。数歩進んだ先でぴたりと歩みを止めた。

「ネコ？」

　ネコは前方を静かに見つめたまま、じっと動かなくなる。

　僕もネコと同じ方向に意識をやった。

　空洞独特の低周波音の中から、次第に、明白な反響音が聞こえてくる。

　少し足を引きずるようなテンポの悪い足音。

「……誰か来る？」

　トンネルをほのかに照らす蛍光灯の明かりの中から、足音の主が姿を現した。

　やや小太りの男。背は老人のように丸まって、歩くたびに全身が右へ左へ揺れている。

　弛し緩かんして涎よだれを垂らす口もとから、何か言葉を紡いでいる。はっきりとは聞き取れないが、同じ単語を繰り返し繰り返し口ずさんでいるように見えた。

　……ナ……、ハナ？

「花!?　花っつったネ、アイツ!?」クックロビンの声がひっくり返った。「やばい、やばいよお二人さんっ！　アイツ《ドクオさん》じゃん逃げなきゃ！」

「？　なにそれ」

「ああ、うう」じれったそうに呻うめく。「ドクオさんってのは、《Floweryフラアリ》っていう名前のロルドラッグの中毒者のコト！　ありゃ普通のヤクチュウさんとは違って、とにかく関わり合いにならないほうがいいんだってバ！　超凶暴で人のことすぐ襲ってくるし、ハイになりすぎて痛みなんて感じてないからもう何も怖くない状態で向かってくるシ、それよりなにより一番始末が悪いのは──あいつら、身体からだン中に《毒》持ってんノヨ!!」

「毒？」

「毒蛇ならぬ毒ガエルならぬ毒人間てコト!!　《Floweryフラアリ》の常習者の体内では猛毒のアコニチンが作られンの。あの汚い歯に一回でも嚙かまれたら即死亡ヨ、そんなん嫌でショ」

　男が獣の如ごとく絶叫した。巨腹を揺さぶり猛然と迫ってくる。

「うへぁっ、完全にキちゃってる！　ほらほら逃げるヨ、はりぃ!!」

　クックロビンが一人逃げ出していった。

　──ドクオ。毒人間？

　アコニチンとは確か、植物のトリカブトに含まれる神経毒だったか。

　摂取すると最悪の場合呼吸困難で死に至るという毒物の一種で、暗殺用の毒矢に塗布されていたと時代小説で読んだことがある。

　つまり。今僕たちに迫っているのは、人間は人間でもジャングルや海中に潜む毒性生物と変わりないってこと？

「それはちょっと、マズそうだな……」

　嫌な汗がにじむ頰ほおを引きつらせながら、僕は先人に倣おうとつま先を反転したが。

「っ……？　ネコ？」

　ネコは迫りくるドクオを、じっと視線で射すくめ続けていた。




　拳銃型にした指先を持ち上げる。

　銃床に左手を添え、真正面へと構えた。

　ビビッドグリーンの照準が狙うのはドクオの眉間。

　露わになった漆黒の瞳が鋭く絞られ。

　そのトリガーを──引ききる前に、僕は動いた。

　ネコの肩を摑つかんで引き下がらせる。その勢いのまま、ドクオのほうへと飛び出して行く。




「──!?」「ちょっ、ハチコー!?」

　怪物じみた咆ほう哮こうをあげる男は、肥え太った見た目に反して人間離れした脚力を発揮してみせた。枕まくら木ぎを蹴って高く跳び上がるとその顎あぎとを大きく開き、旋回しながら落下してくる。

　──嚙まれたら毒死。それなら。

　右肘を後方に深く引いた。猛毒のヒト顎が肉迫する寸前、右手指先が敵の頰を正確に捉えたのを確かめてから、引いていた肘を思い切り前方へ打ち出す。

　時として拳よりも強大な打撃となる肘打ちエルボーが男の顎関節に炸さく裂れつ。対象の顎がガグンと外れる嫌な感触を身体で感じながら、捉えどころを外して横よこ薙なぎにされた巨体の腕を摑み背負い投げる。仰向けになった身体の鳩尾みぞおちを拳で打って気絶させ制圧した。

「──ふぅっ」

　肘神経がじーんと痺しびれるいやーな搔そう痒よう感を覚えながら背広を着直し、僕は飛び出したときに置いてきたスーツケースを取りにいくため二人の少女のもとへと戻った。

「二人とも、もう大丈夫だ。先に進もう」

「……まいがー……」

　クックロビンがあんぐりと開けた口からそのように垂れ流した。

「ハチコー、ユー、何者？」

「普通に弁護士」

「カラテとかジュードーの使い手？」

「護身術の本をちょっと読んだだけ」

「軍隊経験？」

「我が国に軍隊はありません。ほら、彼が目を覚ます前に早く行くよ」

　右手でスーツケースを拾い上げる。そしてもう片方の手で、再び上昇しようとする銃口ゆびさきを上から押さえつけた。

「ネコ」静かに名を呼び、強く視線を送る。「撃たなくていい。彼はしばらく目覚めない」

「っ……」ネコは苛立たしげに僕を見た。「はなせ」

「ダメ。殺す必要はないよ」

「殺す！」

「どうして」

「ヤクチュウは死ね!!」

　──ヒステリックな叫びに、僕でさえ一瞬ひるんでしまった。

「おーぅ。出たよ、ネコの怖こンわいクセ」クックロビンは何やら訳知り顔である。「この子ってばいつもそう。ヤクチュウさん見つけるとブッ殺さずにはいられないんだよねー……。なんていうノ？　こう、『こんにちは、死ね！』ってカンジでさ」

「こんにち、って……なんでまたそんなことに」

「本人に聞いてヨ。アタシにも教えてくれないんだワ」

　押さえつけたネコの手は、壊れてしまいそうなくらい震えていた。

　それは眼前のヤクチュウを殺したくてたまらないという殺意がそうさせるのか。

　それとも何か別の感情が──？

「あのぅ」

　緊迫感が満ちる地下鉄線路内に柔らかな声が響き、僕たちは声がしたほうに向き直った。

　複線路を二分する柱の陰から、ひょこりと小さなシルエットが姿を現した。

　幼い女の子、だった。

[image: ]

「こ、こんにち、は……」

　…………。

「……あ、ああどうも……こんにちは？」

　何故なぜか疑問形。いまいち状況を飲みこめないその隙に、ネコが僕の手を振り払った。

　まだ激情の冷めやらぬ顔で女の子をガン見し、怯おびえた女の子が「ひう」と声をあげる。

「ネコ、あんまり睨んじゃダメだよ」

「…………」

「ええと、君は？　どうしてこんなところに？　近くに大人の人はいないのかな」

「あの、えと、わたしひとり……です」

　おどおどしているけれど、受け答えの姿勢や言葉遣いはしっかりしたものだった。

　小学校中学年くらいの年齢だろうか。見た目は東南アジア系だけど、目元の感じは日本人というより中・韓系にも見える。幸い言葉は通じるみたいだ。

「あの……あなたが、ハチコーさん、ですか？」

「──え」

「４ヨン０マル４ヨン？」

　驚く僕を差し置いてネコが素早く問いかけた。

「あ、はい。その、読み方はヨンマルヨンじゃなくて、４スー０リン４スーですが。はじめまして、ハチコーさん」

「あ、ああ、これはどうもご丁寧に……」

　お辞儀にお辞儀で返し、５秒間沈黙。のち、気付く。

「──はい」

　この子があの電車を突っ込ませてきた攻撃者だって!?

「わおぉ。こりゃあ蟻ありの巣でも最年少のハッカーかもネ！」

　クックロビンも感嘆の声をあげた。

　ネコだけが驚いた様子を見せず、スーリンスーのことを静かに見つめていた。

「ええと……本当に君が、ヨンマル──じゃない、スーリンスー、なのかい？　誰かの代わりに来たとかじゃなくて？」

「スーリンで結構です。はい。わたしが本人です。その、昨晩は突然攻撃して、本当にすみませんでした。まさか会いにくるとは思わなくって、何言われるか何されるかと思いながら、びくびく待ってたんですが……あ、ドクオさん、やっつけてくれて、ありがとうございました。さっきからこの辺をうろついていて、怖くてずっと隠れてて」

　子供がかけるにしては分厚い眼鏡の向こう側で、幼くて頼りない瞳が震えていた。

　想像を絶する蟻の巣の現状見たり。僕は片手で頭を押さえた。

「ハッキングって、こんな小さな子にもできるものなの……？」

「まあ、世界広しですカラネ」

　クックロビンがさも格言めいた答えをくれるが、唐突に降って湧いたジェネレーションギャップのようなものからは当分立ち直れそうにない。

「ともあれハチコー。お望み通りやっこさんに会えたワヨ。交渉するんデショ？」

「ああ、そうだった」

　んんっと咳せき払ばらいをして気を取り直し、先方、スーリンと名乗った少女をきりりと見た。

　スーリンが弱々しく「ふえ」と肩を震わせる。

「…………。ええと」

　すっかり気概を萎えさせてしまった僕に代わってネコが「次」と、スーリンに向かって声を発した。

「次、攻撃したら、殺す」

「ひっ」震えあがり柱の向こうに隠れるスーリン。

　露わになったネコの眼光は相手が年下でもまるで容赦がない。

「スーリン、ごめんね。彼女、君の攻撃のせいで警戒しちゃっててさ。でも、君のその様子を見るに、今回のことは君に明白な殺意があってやったというわけではないようだね？」

　柱の向こうから分厚い眼鏡が片っぽだけ覗のぞいて、ゆっくりと頷うなずいてみせた。

「その……わたしはただ、この場所に誰も近づけたくなくって。最近、ドクオさんやヤクチュウさんたちが、やたらとこの場所に入ってくるので、とても困っていて……侵入される前にと、威嚇のつもりでやってたんです。ですが、その、その先にみなさんの陣地があったとは知らなくって、わたし……あの、本当に、本当にすみませんでした！」

　頭を下げ続けるスーリン。クックロビンが「はぇー」と声をあげた。

「つーことはナニ？　最初からネコちゃんを狙ってやったってわけじゃないってノ？」

「はい」

「イエア!!」やたら野太い声でガッツポーズする。「ネコ！　今回の件アタシの過失じゃなかったヨ！　今後ネコちゃんの情報は値上げして誰の手にも届かないようにするカラ、もっかいアタシと契約！　契約しテー!!」

　クックロビンにむぎゅうんと抱きしめられ頰ずりをされるネコは、ただされるがままになって佇たたずんでいた。

　銀のタイピンのおかげではっきりと現れた両目の中に、頭を下げ続けるスーリンの姿を映しながら。





■






　スーリンはこの地下鉄線路を拠点に、たったひとりで《命の防衛》を続けているらしい。

　僕はそんな彼女が心配になって『僕らのところにこないか』と誘った。もちろんネコはいい顔をしなかったけれど、スーリンは『少し考えさせてください』とのことで。

　僕は回答を急せかさなかった。

　そういうわけで、本日のところはいったん解散となった。




「なーんか拍子抜けだったネー」

　来た時とは逆に、先頭を歩くクックロビンが天井に向かって退屈そうな声を投げた。

「でもま、いっか！　ネコのアタシへの不信は晴れたしィ、ゲーム内最年少ハッカーの存在情報もゲットだしィ。あ、忘れないうちにメモっておこー」

　意気揚々と自分の端末を呼び出しメモを始めるクックロビンの後ろ、僕のちょっと前を行くネコは、スーリンと別れてからこっち一言も言葉を発さない。機械的に元来た道を辿たどり続けていた。

　ネコの指先はすっかり大人しくなって、今は重たげなラップトップを静かに抱いている。

　僕は微笑ほほえみ、彼女の顔を軽く覗のぞき込むようにしながら声をかけた。

「ネコ。ほら、会っておいてよかったでしょ？　あんなに素直でいい子を顔も見ないまま殺してたらって思うとさ。こういうこともあるから、これからは無闇やたらにロルを使っちゃダメだ。できるだけ他の参加者には会うようにして──」

「だけ」ネコは素早く強く答えた。「今回だけ。殺す、次は」

「ネコ……」

「私は、勝つ。ロルゲ。ロル、持ち帰る。必ず。──全員、殺す」

　歩き続けながら背を向けたまま、ネコは変わらぬ殺意を紡ぐ。

　殺される前に殺す。ロルを持ち帰る、と。

「君は……どうして、そんな」

「あんた、こそ」

　銀のタイピンの下。眦まなじりに寄せた漆黒の瞳が僕を見て問いかける。

「どうする。続けて。……こんなこと、続けて」

　──この狂った殺人ゲームを止やめさせたい。

　僕の意思にも変わりはない。

「ゲーム、終わらん。最後、一人、なるまで」

「そうだけど」言ってから、少し考えた。「……なら、みんなで団結したらいいんじゃないかな？　殺し合いをしようにも、みんなが乗り気じゃなければゲームにならないし」

「善人の、考え。それ」ネコの声はどこまでも鋭い。「善人、白派ホワイトハツト。もう死んだ」

　ＨＡＮＡＢＩも同じことを言っていた。

《白派》と呼ばれたゲームに否定的な参加者たちは、既に《黒派ブラツクハツト》と呼ばれるゲームに肯定的なハッカーたちによって一掃されたと。

　白派の人々は、きっと今の僕のように参加者に団結を呼び掛けてゲームをやめさせようとしたのだろう。けれどそれはすでに失敗している。

　その白派の一掃にネコがどう関わったのか──それを聞くのは怖くてやめておいた。

　代わりに首の後ろをかく。足りない頭で、思いつく限りの方策を述べ立てる。

「な、なら……例のＤａｅｍｏｎって人に会って、ゲームを中止してもらえるよう直接交渉する……とか？」

　ネコの顔がますます怪け訝げんなものになった。

「──Ｄａｅｍｏｎ」

　ロルゲは自分以外の参加者すべてを殺すまで終わらない。それがＤａｅｍｏｎの決めたルールだ。なら、そのルールをなんとかすればと思ったのだけど。

　ネコはその名をつぶやいたあとで、不思議なことを言い出した。

「いるの。ほんとに。そんなやつ」

「……え？」

「情弱のハチコーに教えてあげマスワヨー」

　いつからか話を聞いていたらしいクックロビンが、ネコの言わんとすることを代弁した。

「ハチコーさァ、仕事のメールを間違って存在しないアドレスに送っちゃったことってナイ？　相手のアドレス打ち間違えてたりシテ」

「ああ、あるある。よくやるよ。特に初めて送る人なんかは名刺に書いてあるちっちゃい文字を見間違えたりしてさ」

「そんとき送ったそばからエラーメールが返ってくるデショ。そのメールの送信者名、なんだったか覚えてる？」

「エラーメール？　……あ」

　仕事用のメールボックス画面を思い描くと、存在しないアドレスにメールを送ったとき、全文が英語表記のよくわからないメールが返ってきたことを思い出した。

　その送信者名を見て、なんだか不吉に思ったことも。

「《MAILERメーラー DAEMONデーモン》ネ。今のはハチコーにもわかる身近な例として挙げましタ。

　そもそもＤａｅｍｏｎってのは、ＯＳ上で裏方的な雑用をこなしてくれる自動プログラムのコトなのヨ。別に悪魔ってワケじゃなくて、どっちかっていうとマクスウェルの悪魔とか、守護者的なニュアンスが強いワネ。

　ハッカーはＤａｅｍｏｎって言われたら、悪魔のことよりまずコッチのことを連想する。あの《ロルゲ開催します》スレを見たハッカーならこう思ったでしょうネ。『中の人などいない』ッテ」

「な、中の人？」

「Ｄａｅｍｏｎなんて本当は存在しないのかもってハナシ」

　……なんか、ちょっと怖い話になってきたぞ？

「じゃ、じゃあ何？　僕らは何に呼ばれてここに来たの？　おばけ？」

　クックロビンはＡＨＡＨＡと笑ってみせる。

「本当のコトはのーばでぃのーずヨ。誰もＤａｅｍｏｎに会ったことないんだカラ。本当はＤａｅｍｏｎって名乗ってるだけで実在してるのかもしれないシ、はたまた超高度な人工知能って可能性もあるシ、どっこいハチコーの言うとおり、幽霊カモシレナイシ～？」

　古典的なひゅうどろお化けみたいな動きをして僕を怖がらせてくる。

　心霊系の話はどうも苦手なので、どうかご勘弁頂きたい。

「で、できれば、人間さんだとありがたいなぁ。じゃないと対話できる自信ないよ、僕。ねぇ、ネコ？」

　ダメもとでネコに振ってみるけど、ネコは僕をちらっと見るだけでなんにも言わな──

「いたら」

　──言った。

「いたら。……たい。話したい。私も」

「……？」

　その手に握られたラップトップが、キシと音を立てる。

　ネコのかすかな異変に疑問を覚えたそのとき、先頭を行くクックロビンの足が止まった。

「？　クックロビン、どうしたの？」

「……うん……その……」

　油を注さしていないロボットみたいにギシギシと振り向けた顔は、真っ青になっていた。

「なんかサ……来たときよりも長く歩いてる気がするのに、ぜんぜんモールが見えてこないような気がしなイ……？」

　…………。

　言われてみれば、もうずっと単線路の道ばかり辿っているような気がする。

　来たときに歩いてきた単線路はここまで長くはなかったはずだ。そろそろショッピングモールに突っ込んだ電車の最後部が見えていてもおかしくはない。

「どっかで道を間違えたのかな……ちょっと戻ってみようか」

　戻ったら戻ったで、今度はいっこうに複線路に辿りつかなかった。

「どうなってるんだ、これ」

「ハチコーが幽霊とか言うから、ガチの幽霊さんが出なすった、トカ？」

「やめてよクックロビン。縁起でもない──」

　今度はネコがガバッと後ろを振り返った。

「わっ、何、ネコ!?」

　ネコは僕らの辿ってきた道を睨にらみ据えた。

　野生動物のように意識を研ぎ澄まし、《何か》を捉えようとしている。

　僕もそれを捉えようと、ネコと同じ方向を向き全感覚を凝らした。




　足の裏にかすかな振動を感じる。

　空洞に鳴りつづける低周波音に、風が唸うなるような音が重なって。

　僕はその二つの現象から、いつか見た光景を連想した。

　電車を待つ地下鉄のホーム。車両が進入してくる直前。




　前方のカーブから一対の眩まぶしいヘッドライトが滑りこんでくる。




「──まいがッ!!　ナニよアレー!?」

「どう見ても電車！　とりあえず走って！　逃げるよ!!」

「逃げるってドコにー!?」

　情け容赦ないハイビームで僕らを焼く自動運転ＡＴ車両に背を向け、三人同時に走り出した。




　単線路を囲う空間は極端に狭い。

　下手に動けば例の高圧線に触れてしまいかねないため、脇に寄って電車の通過を待つことはできそうになかった。

　こういうところなら緊急待避所のひとつでもありそうなものだが──運よくそれに巡り会えるのと電車に追いつかれるのでは、どちらが早いか。

　足の速いクックロビンが先頭を行き、その後に僕、ネコと続く。

「ネコ、急いで！」

　ネコはすっかり遅れを取っていた。息は上がり、足元はフラフラと覚おぼ束つかないものになっている。履き慣れないローファーが更に彼女を苦しめているようにも見えた。

「っ」僕は歯は嚙がみし、一旦ネコのほうへと引き返した。

「ネコ！　僕の背中に乗って！　おぶって走るから！」

「っ……!?」

「早く!!」

　僕はまごつくネコの片腕を半ば強引に摑み引き寄せた。

　後ろで組んだ両腕にネコの軽い体重がしっかりと乗ったのを確かめて走り出す。

「ハチコー！　ネコ、早く！　もう来てル！　来てるってばァ！」

　先を行くクックロビンが僕らを振り返り叫んだ。

　どのくらい『来てる』のか確かめるのも怖い。音も振動もさっきよりずっと近い。

「っ、くそ……！」

　ハイビームの明かりが照度を増すにつれ、轢れき死しの恐怖が全身を抱きすくめた。

　──どうする……どうすればいい？




　後頭部にゴツンという衝撃。

　こんなときだっていうのに、僕は「痛てっ」と情けない悲鳴をあげてしまった。

　僕の後頭部に乗っかったそれは、どうやらネコのラップトップらしい。

「ネコ、何して──」

「走れ！　そのまま！」

　熱を持つ底面越しにディスプレイを跳ね上げるのがわかり、瞬間、僕は彼女の意図を理解した。




　少女の十指が動きだす。
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　このエリアに入って最初にやったことは、鉄道管制システムの発見と侵入だった。

　システムは何者かが後付けしたと思われる暗号によって周到に守られていたけれど、車両からフィードバックされる信号にちょっと細工をしてみたら、相手方ホストの自動処理デーモンは簡単に釣られてくれた。うるさいトリが私の真ん前で鳴いている間にあっさり下準備完了。

　管制システムの現管理者は、まだ私の作った裏口バツクドアの存在に気付いていない。




　電車が迫る。

　私を担ぐハチコーとの接触までの残り時間、推定30秒。

　ちょろい。10秒で終わらせてやる。

　ハチコーの後頭部を台代わりにラップトップを開いた。

　ターミナルを起動。

　命令コマンドを打ち込む。裏口バツクドアを叩たたき管制システムにログイン。

　自らの権限を偽装し最高位の権限保持者と成り変わる。

　偽装完了。自動列車運転装置ＡＴＯを完全掌握。

　命令コマンド、緊急停止信号送信。対象、エリア内を走行中の全車両。

《[image: ]緊急停止信号送信？》

　Ｅｎｔｅｒをぶち抜いた。




　軋きしんだブレーキ音が鼓膜を引き裂く。

　ハチコーの上で背後を振り返ると、電車は左右に火花をまき散らして減速を始めていた。

　吐き気を催しそうな金属音を響かせながら鈍足化していく鉄塊は、立ち止まり振り返ったクックロビンとハチコーの、たった３メートルほど手前で完全停止する。

「──……。止ま、った……？」ハチコーが呆ぼう然ぜんとつぶやき。

「止まったァ～……」脱力したクックロビンがへなへなとその場に崩れ落ちた。

　緊急停止信号を受信した車内からはけたたましい警報音が鳴り響いている。

　仕事を終えた私は相棒のディスプレイを静かに閉じ、眼下のハチコーに告げた。

「下ろせ」

「あ、うん」

　やたら暑苦しい背中からようやく解放された。

　ラップトップの底面には中年男のじっとりとした汗が付着している。

　ジャージの袖でそれを嫌々拭っていると、誰かの視線を感じて顔を上げた。

　ハチコーが私を見つめていた。

「なに」

　口をあんぐりと開けた実に馬鹿っぽい顔から問いかけが漏れる。

「今の……ネコがやったの？」

　頷うなずいてみせると、男は更にしぱしぱと瞬いて、言った。

「すごい。本当に魔法みたいだ」

「っ」

　──何を言い出すかと思えば。

「ありがとう。おかげで助かったよ。ネコ」

　敵意０の微笑ほほえみを向けられて、私は思わず目を逸そらしていた。

　なんだかかゆい。あと異様にムカついた。

　こんな馬鹿におんぶされるという屈辱的な体勢にならなければ、私はこの指を動かすことすらできなかったなんて。




「ネ[image: ][image: ][image: ]コォ[image: ][image: ][image: ]!!」

　クックロビンが再び悲鳴をあげ私の背に隠れた。

　──今度は何？

「あ、ああああアレ！　アレェ!!」

　促されて指さす方向を見たとき、私は目を剝むいた。

　既視感デジヤヴどころか、先ほどとほとんど同じ光景が目に飛び込んできた。




　カーブを曲がり、滑り込んでくる一対のヘッドライト。

　停止した電車の反対側から、もう一台別の車両がこちらに向かって走行してくる。




「──な……」

　私は、エリア内の全車両を完全停止させたはずだ。

　ラップトップを開いてみると、管制画面上ではすべての車両が緊急停止していた。

　見間違いも見逃しもない。エリア内を走行している車両は一つとして存在しない。

　じゃあ、今、高速で迫り来るあの鉄塊は──何？




「ネコ!!」

　耳元で叫ばれはっとする。ハチコーが私の肩を摑つかんでいた。

「このままじゃ挟み撃ちにされる！　後ろの電車、あれ、先頭の扉を開けられるかい!?　モールに突っ込んできた車両にやったみたいに──!!」

「……!!」

　停止させた車両へ駆け武器ガジエツトを取り出した。

　開錠ピツキングプログラムを実行すると、車両は狙い通りにドアを開きタラップを降ろしてくる。

「テンクス、ネコ」

　クックロビンが真っ先に中へ駆け込んでいく。

「ネコも早く！」

　ハチコーもタラップを上がり私を振り返るけど、私はその場に佇たたずみ走行する鉄塊に対たい峙じし続けた。

　どうしても腑ふに落ちなかった。

　管理者わたしの許可なく、好き勝手に走り続けている対象のことが。




　ネットワーク上に存在しない電車。

　見当たらない。見ＮｏｔつからないＦｏｕｎｄ。

　その単語を脳裏に浮かべた瞬間、私は眼前を覆う暗闇を見通した。




　存在するはずのない幽霊電車の正体を。
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「ネコ！　何してるんだ、早く!!」

　どんなに急せかしても、ネコはタラップを上がってこようとしない。

　それどころか、その足をふらりと前方へ進めた。

　線路の中央で足が止まる。迫りくる鉄塊の真正面に佇んでしまう。

「……!?　ネコ!?」

　照度を増すハイビームの光に、黒いシルエットが飲みこまれていく。

　電車はもう、少女の目前。

「ネコ!!」
















　風も吹きつけなかった。

　物理的衝撃も一切ない。

　一瞬が白昼夢のように肌を擦過した。




　電車は僕らの身体を透過して消えた。




　眼前にあるのは佇むネコの背中と単線路。

　少女に肉迫した高速電車は幻と消え、静寂が次第に現実感を取り戻させていく。

「……今の、は……？」

「ニセモノ」

　蛍光灯に黒髪を淡く艶めかせるネコの背が答えた。

「幻。錯覚。勘違い」

　ネコがゆっくりとこちらを振り返った。

　一対の黒目で僕を強く睨ねめつけながら、こめかみに人差し指をあて、自分の脳──あるいは僕の脳──を示す。

「侵入され済み。私たち」

　ネコがその視線で射抜かんとしているモノは、僕ではなかった。

　それは僕の背の向こうにいた。

「なァんだ、つまんない。もうちょっとビビってよ、おねえちゃんたち」

　鉄線を張り巡らせた歯列が、にぃ、と嗤わらった。

　ネコが停止させた電車の上、広々とした窓の上に華きや奢しやな足が一ひと揃そろいかかっている。

　長い髪と長い赤のコートを垂らして僕らを見下ろすのは、眼鏡の向こうの気弱さをいずこかへ捨て去った、あの幼い少女だった。
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　やっぱり。

　再会の感想はその一言に尽きた。

「スーリン……なんで君が」

　私は問いかけるハチコーの首根っこを摑み《敵》から引き離した。

　すっこんでろと視線で訴える。

「二台目は偽物フエイク。よく見破れたね。それだけ自分のハッキングに自信があったってコト？」

　矯正用のワイヤーを這はわせた歯列が私たちを見下ろして嗤った。

「やっぱ本物のハッカーさんはすごいなぁ。管制システムのライブハッキングを見られるなんて、ボク、感動しちゃったよ。ほんと、このゲームに招待してもらえてよかったぁ」

[image: ]

　先ほどのあどけない子供の姿はどこへやら。

　からっぽの称賛を重ねる口ぶりは子供と言うよりも、他者を食い物にして享楽する詐欺ペテン師のそれに似ていた。

　おそらくこちらがこいつの本性なのだろう。

　純真な子供という光の陰に隠して見せなかった、こいつの暗闇。

「あのね。ボク、ここに来る前はハッキングなんてちっともできなかったんだよ。せいぜい人が作ったプログラムを借りて、企業のサーバーにちょっとイタズラするくらいでさ。でも、ここに来ていろーんな人のハッキングを見たり、《ｗｏｌｆ》って人のロルを解析し続けたら、なぁんかできるようになっちゃったんだよねぇ。すごくない!?」

　子供の口からその名が飛び出したとき至極納得した。

　──なるほど。餓鬼キデイがヴォルフのせいで、新参ニユービーくらいにはなったってワケ？




　４０４というありふれたハンネがこいつのすべてを象徴していた。

　ハッカーの真似事をして楽しむだけのガキたち──スクリプトキディ、ワナビなどと呼ばれる連中──は、好き好んで《４０４》という数字をハンドルネームにしたがる。

　それはかつて実在した、とある天才ハッカーの名を模倣したものだった。

　Ｃｏｄｅコード：４ヨン０マル４ヨン。正確には探究者ハツカーではなく犯罪者クラツカーだったが。

　私は彼女──性別不明とされているが私は《彼女》だと思う。公開されているコードに美意識があったから──と時代を共にすることはできなかったが、彼女が食い散らかす前と後の時代とでは、ネットセキュリティの在り方が大いに変化したとまで言われていた。




　今私の目の前にいる餓鬼キデイの国では、４０４の名はスーリンスーと訳されたのだろう。

　天才ハッカーの名を借りハッカーごっこをしていただけの餓鬼は、本来なら私にとってただの雑魚キャラにすぎないはずだった。けれど、どこかの狼おおかみがゲーム難易度をハードモードに吊つり上あげてくれたせいで雑魚が中ボスくらいには格上げされてしまったらしい。

　餓鬼キデイが新参ニユービーになったっていうのはそういうこと。

　──でも、新参にしたって度が過ぎていない？

「侵入」疑念が芽吹くままに問いかけた。「どうやって」

　こちら側のプロテクトは完璧だった。たかが新参ニユービーなんかに破れるわけがない。

　ヴォルフによって施されたハチコーのプロテクトは尚更。なのになぜ。

「シシ」私の問いかけに幼い自尊心がくすぐられたようだった。「おねえちゃんたち、ボクに会って油断しちゃったでしょ」

「……油断？」

「油断は脆弱性アナだよ」

　──まさか。

「そっちから会いに行くって言ってくれて嬉うれしかったよ。ボクのロルはその人に直接会わないと届かないんだ。直接会って、ボクのリアルの姿見てもらわなきゃいけなくてさーぁ」

　道を真まっ直すぐ歩こうとしない子供のようなふらふらとした言葉が、言外に告げていた。

　ノルアドレナリンなどの余計な脳内物質の分泌が脳に仕込んだロルセキュリティプログラムの動作を鈍らせることがある。以前、ヴォルフと戦ったとき初手に放たれたロルにすぐ対処できなかったのもそのためだった。

　それと同じく、このガキを《子供》と侮った油断が動作上のノイズとなり、私たちのプロテクトを鈍らせた──こいつはそう言いたいのだろうか。

　そんなはずはない。

　油断なんてしているつもりはなかった。

　……ううん。本当にそうと言いきれる？

　人間が感覚できるのは３％。残りの97％は潜在意識、思いこみ、先入観だ。

　私たちの脳内でお節介に動作する自動処理デーモンが、対象を知らず知らずのうちに《子供》と《油断》した。

　私の場合、４０４という名を聞いただけで『所詮餓鬼だ』と慢心した可能性だって。

「クヒッ──アハ、アハハハハハ！」

　スーリンは嗤い、小さな両手を大仰に広げてみせた。

　長い袖の中から手のひらに向けて何かが飛び出してくる。少女の手のサイズに合わせて設計された機器。指先の動作フリツクだけでキー入力を可能にする、データハンドキーボード。

　スーリンのトリガーだった。

「これはほんのお礼だよ、ヤクチュウ殺しのおねえちゃん。ボクの憐あわれなドクオさんたちを散々殺しまくってくれたことへのね!!」

　傀かい儡らい人形を繰るような指先に応えて、スーリンが腰掛ける車両の中で黒山が蠢うごめいた。

　無数の堕落者たち。ドクオと呼ばれるヤクチュウどもの群れが、足を引きずり車内をひしめきあいながらこちらへ向かってくる。

　──こいつもヤクチュウを使役するクズか。

「ッ……」

　歯は嚙がみする。今更悔やんだって遅いけど。

　私をヤクチュウ殺しと呼んだあたり、こいつの目的は最初から私の命だったのだろう。

　そしてこいつが初手に放ったのは、私たちの方向感覚を失わせて地下鉄迷路を彷徨さまよわせたロルでも、あの偽電車を見せたロルでもなかった。対象へ直接接触するだけで油断という裏口バツクドアを作りだす、こいつ自身がロルだったのだ。

　わざわざ顔を見に来なければ、こんな面倒なことにはならなかったのに。

「ドクオさんたちに嚙かまれちゃいなよ」

　もはや子供とは思い難いおぞましい笑みをして、スーリンが告げた。

「毒が廻まわって苦しくなったら、ボクが助けてあげる。おねえちゃんたちの頭ン中に植えた《種》を芽吹かせて、いい気持ちにしてあげるからさ」

　その言葉は不吉の塊。意味もわからないのに鼓動が鳴った。

「……種？」

「「「花」」」「「「花」」」

　亡者は輪唱する。

「「「花」」」「「「花、ガ」」」

　狭すぎる車両の扉から我先にと這はい出ようとしながら。

「「「花ガ」」」「「「咲ク」」」

　苦しむ声で、輪唱を聴く私にそれを幻視させた。

　脳のう漿しようで水耕された快楽の花を。




「今おねえちゃんたちの頭ン中には《種》があるんだよ。ボクが作った、綺き麗れいなお花の種。ロルドラッグ《Floweryフラアリ》の種が」




　脊髄に冷たい稲妻が走った。

　焦燥が脳を焼いた。




　私の脳に薬ヤクが植えつけられた。




　弾倉フラツシユメモリを差し替えた。

　銃口ゆびさきをクソガキへと向ける。

　できるだけ苦痛を味わわせてから殺す猛毒入りの弾丸ロルを装そう塡てんしＥｎｔｅｒトリガーに指をかけ。

　大きくてウザい手にそれを阻止された。

「ッ──!!」

　溢あふれて溢れて止まらない憎悪を向けてやっても、ハチコーはただ首を横に振るだけ。

　怒りしかなかった。

「アッハハハハ！　へぇ、そっかそっか！　そこのおじさんはこの期に及んでボクのこと見逃してくれるんだ。それとも、おじさんもヤクチュウになりたいとかだったりして？」

「────」

　深く俯うつむいたハチコーは、私の銃口を強く握り続けたまま何も答えない。

「っ、は、なせ……！」

「おねえちゃんはさーぁ」

　その手を振り払おうともがく私に、厭いやらしくひっくり返った声が語りかける。

「どぉしてそんなにヤクチュウを目の仇かたきにするわけ？　正義感なの？　憎しみなの？　それとも……意外と《同族嫌悪》みたいなもんだったりして？」

　私の身体からだが強こわ張ばり固まった。

　ガキは得心したように腹の底から笑む。

「もしかしたらそうなんじゃないかって思ってたんだよねぇ。おねえちゃん、その歳としになってまともにコトバしゃべれないんでしょ？」

　背中からどす黒い悪寒が押し寄せた。

　クソガキの口から吐かれる言葉は毒液。

　猛毒は私の全身を浸し侵していく。

　トラウマが脳を走査する。

「おねえちゃんがコトバもろくに紡げないような馬鹿な脳アタマしてるのってさーぁ。

　自分のほうこそヤクチュウだからなんじゃないのっ？」







『死ねよ、×××××』




　仄ほの暗ぐらい記憶がフラッシュバックした。

　×××××と罵られ続けた日々が。





■






　スコン、という間抜けた音が灰色のトンネルに響いた。

　どこから響いたのか、何が音を立てたのか、認識するのに３秒要した。

　気がつくとうざったかった男の手はどこかへ行っていて、前上方のスーリンの鼻っ柱に銀の警棒の尖せん端たんがめり込んでいた。

「がッ──!?」

　鉄棒に弾はじかれ、後方へ倒れるスーリン。飛んでいく警棒。

　狙いを外さない精密投とう擲てきを決めた男が、ふ────と長めに息を吐いた。

　背広の襟を引っ張って直し、天を仰ぎよう臥がして伸びるガキに向かって一言。

「教育的指導」

　下がり気味の眦まなじりから普段の柔和さを一切消し去った鋭い瞳が光った。

「悪いけどこれにはさすがのハチコーも『おこ』ですよ。スーリン。君の周りには君のそのあんまりな態度を叱ってくれる大人はいなかったのかい？」

「ふッ、ぐッ、ぎッ──……!!」

「ちょっと頭冷やしなさい」

　スーリンの顔面は鼻血と涙で汚れていた。小さな鼻っ柱を見事に捉えた奇襲は、いくら投擲物が細い警棒であろうとも十分すぎる激痛と衝撃を与えたのだろう。

　かく言う私も驚いて思考停止していた。拳銃を構えることすら忘れていた。

　不意の要求への対応も、少し遅れた。

「ネコ。僕が彼らの注意を引くから、その隙になんとかして退路を確保してくれないか」

「──え」

「ここは一旦退ひこう。クックロビンは……まぁ、たぶん上手く逃げてくれているかな。ひとまず僕とネコだけでも助からなきゃ。お願いできる？」

　唐突な出来事への驚きよう愕がくは、現状理解と要求理解に努めることで消し去った。

「……。無駄」

　スーリンは血まみれの憤慨顔で指先を狂奔させ始めている。上手く退路を得られたとしても、時を置かずしてスーリンの蒔まいた《種》は私たちの脳内で咲くだろう。

　ロルドラッグ《Floweryフラアリ》。

　快楽と引き換えに私たちの自由意思を奪い、トリカブトの花で脳内を埋め尽くす忌まわしい薬ロルが私たちの甘やかな死神となる。

　その死神の鎌にかかる前に。

「殺す」

「ダメだ」

「殺す!!」

　庇かばう理由なんてない。どう考えたってありはしない。

　誰が考えたってそうだ。薬ヤクを作りヤクチュウを生み出しそれを使役して、私をも薬に堕おとして愉たのしもうとしているロクでなしで救いようのない最低のクソ餓鬼なんて。

「死んだ、ほうが。こんなやつ、死んだほうが!!」




「死んだほうがいい人間なんていない!!」




　犬が吠ほえた。

　私は、知らず息を吞のんでいた。

「……死んだほうがいい人間なんて、いないよ」

　うわずった吠ほえ声ごえの残ざん滓しが妙に胸の奥に突き刺さって。

　私は、俯いてしまった男の顔を、ただじっと見つめていた。

「そんな人は、この世に一人だっていないんだ。スーリンだって、もとは普通の子供だった。ただ叱ってくれる大人がそばにいなかっただけなんだ。だから僕は諦めたくない。相手の心に向き合わず、向き合うことを怖がって、殺して終わりにしたくない……」

　男はその背を伸ばした。

　横顔に浮かんだかすかな微笑ほほえみから目を逸らせなくなった。

「人殺しは、いけない。人を殺した瞬間自分の心すら殺してしまうから。

　僕は生きてほしいんだ。スーリンにも、《彼》にも。──ネコ、君にも」

　癇かんに障るほど高い位置で傾かしげた顔が、今度ははっきりと、優しく笑った。




「僕は君に生き続けていてほしいんだ」
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「殺せ!!」

　スーリンがＥｎｔｅｒトリガーを叩たたき、一塊となっていたドクオたちがバラバラ解ほどけて走り出す。

「ネコ、下がって」

　スーツケースを放りだしたハチコーがドクオの黒山に突っ込んでいく。

　対象に致死毒があることを忘れたかのような躊ちゆう躇ちよのない一足で斥候の毒牙を回避、潜行、裏拳打ちと決めて他も次々にいなしていく。

　始まってしまった拳闘の様子を見ながら、私は数歩後退した。

　固まった腕にラップトップを抱えたまま。

「……っ」

　なかば強制的に腕を解き、線路の枕木の上にラップトップを置いた。

　スカートを地につけて腰を下ろしキーボードに十指を落とした。

　要求を思いだす。

『僕が彼らの注意を引くから、その隙になんとかして退路を確保してくれないか』

　退路。退路って。

　試しに管制システムへの介入を再開してみる。

　返ってきた文字列は《Ｎｏｔ　Ｆｏｕｎｄ》だった。

　この手のシステムにはありえないふざけたエラーコード。その理由は、管制権限がスーリンに奪取されたためだろう。

　これでは眼前の車両を動かすことも、このエリア内の物体オブジエクトを操作することもできない。

　この場所で、物体以外に私の十指が届くものといえば。

　私は顔を上げ、眼前で巻き起こる拳闘の様子を見た。

　推定30名ほどのドクオたち。新参ニユービーハッカーの４スー０リン４スー。それらは現在の私の認識下において、ネットワークに接続されたコンピュータとなんら変わりない。

　私の指先によって操作されるだけの、ただの機械モノだ。

　十指を躍らせ別の手順プロセスを開始する。

　バッチ処理で現エリア内に存在するすべてのｎＰをリスト化。

　リスト内から私とハチコーのｎＰを除外する。クックロビンはすでにエリア外に逃亡しているのかハナからヒットしなかった。

　確定した攻撃対象リストにざっと目を通したところで一斉掃射の支度にとりかかる。

　あとはＥｎｔｅｒを叩くだけ。それだけで、私の弾丸ロルを全方位に放てるようにしておく。

　殺される前に。

「殺す」

　シンプルで美しい最善策へ向け動き出す。




　36台の対象に照準を合わせるための十指は特別意識しなくても勝手に動いた。

　作業に没頭する前頭葉から切り離された脳の末端が、実につまらないことを考えていた。

　──馬鹿みたい、私。

　──どうして一時でもハチコーなんかの要求に答えてやろうとしたんだろう？

　蟻ありの巣の中は弱肉強食。殺すことでしか生き延びる方法はないのに。

『人殺しはいけない』

　人殺しはいけない。

　人殺しはいけない（笑）

「笑える」

　そんなの、（笑）で笑い飛ばせる弱者の言葉でしかないのに。




　不可視の照準が合った。

　暗闇ネツトの中で私の指先がすべての敵に繫つながった。

　弱者の塵ごみ屑くずみたいな言葉を嘲あざ笑わらう弾丸ロルの名は《#00FFFF_GAS》。

　毒には毒を。私のありったけの恨みを弾頭に籠こめて。

　軽すぎるＥｎｔｅｒトリガーを引いた。





■






　傀かい儡らいの奇声と男のかけ声、乱闘の音を遠くに聞いた。

　私の指は完全停止していた。

「────」

　指の皮一枚がＥｎｔｅｒキーの艶やかな表面を感じ取っている。

　かすかに、けれど確かに震えながら、動かない自分の指に問いかけていた。

「なん、で」

　照準は全方位。

　トリガーはＥｎｔｅｒキー。

　とても軽い。

　いつだって押せるはずだった。

　書き込みデータを削除するように、簡単に。




『人殺しは、いけない』

『人を殺した瞬間自分の心すら殺してしまうから』




　弱者の声が。（笑）で笑い飛ばせるはずの声が、離れていかない。

　どこまでも軽いはずのトリガーがどこまでも重く、重く感ぜられる。

　指からＥｎｔｅｒの感触すら失うせた。知らないうちに指先を引っ込めていた。

　──なんで。




『僕は君に生き続けていてほしいんだ』




　──ああ、そうか。

　言われたことなかったんだ。

　今まで一度だって。そんなこと。




　命令を待つラップトップのモニター光が一段階暗くなった。

　ディスプレイと私の背に何か大きな影がかかっていた。

　３人分の影。

「!!」

　顔を振り上げると同時、筋骨隆々とした剛腕が振るわれてきた。拳の先が私の頰ほおを掠かすめ遮しや二に無む二に後ずさって逃げる。置き去りにしてきてしまったラップトップは、こちらに迫る３人の男の向こう側に消えてしまった。

「ッ……！」

　傀儡の糸に絡め取られたドクオたちが一斉に毒牙を剝むく。

「ネコ、伏せて!!」

　刺すような声に顔を振り向ける。

　すでにドクオの半数を制圧していたハチコーが、ただの呼吸する人形と化した男一体の身体からだを頭上まで持ち上げていた。

「うんりゃあああああぁぁぁぁぁぁぁっ────────!!!!!!」

　雄お叫たけびとともに人形を投げつけ、私に迫る男３人にぶち当てて制圧。こちらへ駆け寄ってくると私を助け起こすばかりか、そのまま自分の腕の中へ守るように引き寄せた。

「まずいな、囲まれた」

　左には新たに現れたドクオの集団が、右には強制的に再起動させられたドクオたちがいて。

「シシッ」そして車両の上で、汚い顔で嗤わらうガキがいる。

　私のラップトップは連中に踏みつぶされかねない危険な位置で吞のん気きに座したままだ。

「ごめん、ネコ」

　ハチコーが私の頭を強く抱きすくめた。

　その小さな声は、私の耳がこいつの胸にくっついていなければ聞こえなかっただろう。

　見上げることも許されないまま、新品のスーツの匂いがする闇の中で気弱な声を聞いた。

「もしかしたら、ここまでかもしれない……」

「────」

　これは、悲嘆だろうか。

　自分が死ぬことへの？

　それとも、私を死なせることへの？

「……。余計な」

　余計なお世話だ。




「死んじゃえ」

　勝機を得た子供が叫び、Ｅｎｔｅｒトリガーが鳴いた。

　殺意が刺さり死の未来を呼び込む。

　見渡せばまわりは敵だらけ。

　また、いつもどおり。

「ッ──」

　死ねよと言われて。

　はいそうですかって、
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「ハチ」

　抱きかかえられてくぐもる声で、初めてこいつの名を呼んだ。

「耳かせ」

「え」

「はよ！」

　あの手がこいつにも使えることを切に祈りながら、その耳たぶをつまんで引き寄せた。

「言え、」

　私には紡ぐのが難しいその呪文を。

「え、ええと──」

　彼と同じ口を持つ男が復唱する。

「《person_is_a_blank人は白紙》──？」




　線路上に横たわる銀箱型の兵器が主ユーザーの命令コマンドに応えて甲高く鳴いた。

　全方位に放出された不可視の衝撃波は頭蓋を透過して脳に至り、対策をしている私の意識にさえ一瞬のノイズを走らせる。

　対策のない者たちにはノイズなどでは済まされない一撃が襲うだろう。案の定少女もその傀儡たちも頭を抱え、酷ひどく醜い絶叫の合唱で空間を満たした。

「あぎ、あがあああああぁぁぁぁ────!!!!!!」

　網膜を泳ぎ嗤う虫に脳を食い破られるという苦痛と吐き気と不快感には同情してやろう。

　引き換えにこちらは退路を得たのだから。

　状況をまったく吞のみ込めていない男の袖を引きラップトップを回収する。

　鳴き続けているスーツケースもハチコーに拾わせ、のたうつスーリンの足元をくぐり車両内に駆け込んだ。

「ぎ、ぐ──待、て──ェ──!!」

　幼い呪いの声を受けながら。
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　ここへ来てようやく現れた駅のホームに上がり、二人して荒れた呼吸を整えた。

　私たちに退路をもたらしたスーツケースは静かになって、膝に手をついてうなだれる持ち主の横で大人しくしている。

　ヴォルフの狭域伝でん播ぱ型ロル《blank_》は確かに強力だが、苦痛を伴うだけでさしたる致死性はない。ある程度の知識を持つハッカーに対しては威嚇程度にしかならないだろう。

　おそらくスーリンとその傀儡たちはまだ生きている。

　……承知の上の決断だったけれど。

　私はラップトップを床に置き、アンチ・ロルの操作を開始した。

　一刻も早く脳に蒔まかれた《種》を除去しなければならない。

　内部コードを解析し駆除プログラムを生成、同時に以後の予防のためワクチンも書き出す。穿うがたれた裏口バツクドアも発見し修復したが、これは人間の脳が潜在的に持ちうる脆ぜい弱じやく性せいをついたもので、今後同様の攻撃への防御を行うことは難しい。人間が持つ無意識下の《油断》を消し去れない限り、人が機械になれない限り永遠につきまとう脆弱性であって今の私にはどうしようも──

「ありがとう」

　──ひどく柔らかな声を受けた。

　顔を上げる。ひたいに汗かき疲れきった顔をしたハチコーが、それでも、笑っていた。

「ありがとう。助かったよ、魔法使いウイザードさん」

　ぽんぽん、と無駄に大きな手で頭を叩たたかれた。

「……叩くな」

「撫なでてるんだよ」

「うざ」

　その手を振り払ってやってもハチコーは懲りずに「ハハ」と笑って。それから。

「あと、ごめんね」

　謝った。

「……。なにが」

　話す時間が惜しくて、ディスプレイに目を落とし手を動かしながら問いかけるけど。

「僕気付いてたんだ。スーリンがああいう子だって、最初に会ったときに」

　指先が止まった。

　顔を振り上げた。

「……は？」

「僕、なんでか嗅ぎ分けられちゃうんだよね。その人が殺人者なのか、そうでないのか。会って話をするだけで」

「────」

　何、それ。

　問おうとして、ハチコーの表情が翳かげっていることに気付き、言葉を吞んだ。

　膝に乗せた両手が、堅く握られていた。

「スーリンからは、毒物の匂いがした。子供らしくても、礼儀正しくしてても、嗅いだだけで身体を蝕むしばまれそうな毒の匂いがしてた。でも、見て見ぬふりをしてしまったんだ。それもほとんど無意識に。……たぶん、思い込ませてたんだろうね。あんな小さな子が殺人者だなんて、信じたくなくて」

　力なく目を閉じて。けれど次の瞬間、ハチコーはその顔を身体ごとぱっと振り上げた。

　眉を下げ後ろ首をかき「たはは」と笑ってみせる。

「ダメだねぇ僕は。クックロビンには『八方美人はダメだよ』なんて言っておきながら自分が一番できてない。ネコもスーリンも両方助けたくて、欲張って、結局ネコを危険な目に遭わせてしまった。……僕があのときスーリンのことをちゃんと疑っていれば、こんなことにはならなかった。スーリンの言葉で、君を嫌な気持ちにさせることもなかったよね」

「……ハチ」

「本当にごめん」

　白髪まじりのボサボサ頭を、こちらへ向かって深く深く下げてくる。

　私は。

「……。困る。反応」

　顔を背け、あとは黙るしかなかった。




　蟻ありの巣は暗い。

　本性をひた隠しにして生きるハッカーたちの心の中みたいに。

　何を隠匿しているかわからない対象をできるだけ疑ってかかろうというのは、ここでは至極殊勝な心掛けだ。

　なのに私は言いようのない苛立ちを覚えていた。

　突然の謝罪と反省を歓迎できる心地ではなかった。

　むしろなんだか気に喰くわなかった。

　どちらかと言うと、さっきこいつが連ねた笑える言葉のほうがまだ気に喰う。

　だから、私はその謝罪を聞き流すことにした。代わりに。

「ハチ」

　これだけは言っておく。

　スーリンに追い詰められたとき、私が、改めて決意したこと。

「私は。変えない。……殺される前に、殺す」




　いつだって、見渡せばまわりは敵だらけ。

　敵が私を包囲する限り、私は殺し続ける。

　死にたくないから。

　自分自身の恨みに欺き殺されたくないから。

「殺し続ける」

　人殺しはいけない（笑）なんて。

　あんたの願いは、私には届かない。




「──わかった」

　ハチコーは存外、軽い反応を返してきた。

　深刻になる理由なんてなかったのだろう。

　こいつもこいつで、先の経験を糧に考えを改めていた。

「わかったよ、ネコ。僕もよくよく理解した。この状況下で君を引きとめるような行為は君を犬死させることにもなりかねないって。だから、これからはもう君を無理に止めたりしない。君の考えを変えようとも思わないよ。……ただ、その代わりに」

　そこで一呼吸おいて。新たな決意を込めた双そう眸ぼうが『殺し続ける』と決めた私に告げた。

「君を取り巻く世界のほうを変える。

　君がこれ以上、他人を殺して自分を殺さなくてもいいように。この蟻の巣の中を変えることにするから」

「────」

　──世界を、変える？

「具体的なことはまだノープランなんだけどね、あはは……」




　敵が私を包囲する限り、私は殺し続ける。

　こいつは、そんな私の世界を変えると言う。

　不可能だ。

　世界を変えるなんて、そんなこと。




　そんなこと。今まで思いつきもしなかった。




　男の戯たわ言ごとを再び聞き流し、ターミナルと会話した。

《種》の駆除プログラムとワクチンをハチコーの脳と互換が利くように調整してやる。

　適当に送りつけておけば、あとでもう一人のほうが勝手に適用しておいてくれるはずだ。

　これでひとつ借りは返した。

「あ、ネコ。タイピン取れかかってるよ」

「触んな」

「ああ、もうほら、暴れないの。直しといてあげるから、作業続けてて」

「クソジジイ」

「それ結構傷つくからやめよう！　ね!?」

　うざい手が私のひたいを狙って何度も伸ばされる。

　そのたびに左右へ避よけたり腕で払いのけたりする。

　ハチコーはムキになって指先を伸ばしてくるが、４度目に伸ばされたそれは私のこめかみの15センチ横、まったく見当はずれな場所をすり抜けて。

　そのまま、地へと崩れ落ちた。




　ずっとうるさかった声が止やむ。

　代わりに聞こえてきたのは隙間風のような呼吸音。

　背広の背を深く上下させ、ひたいに冷たい汗をかき、胸を押さえて苦しげにうずくまる。

　私はしばし状況が理解できなかった。さっきまで「たはは」なんて笑いながらかいていた後ろ首筋に、血のにじむ毒牙の痕あとを見つけるまでは。

「──！」

「ああ、大丈夫、だいじょうぶ……」

　隙間風の間から掠かすれた声が吞のん気きに言った。

　顔を振り向けるのもつらそうなのに、わざわざこちらを向いて固い微笑ほほえみを浮かべる。

「大丈夫、だから……。ちょっと、息苦しいけど……、なんだか、思っていたよりしんどくないんだ……。むしろ、気分いい、というか……」

「馬鹿か！」

　叫んだあとになって気がついた。

　呼吸するのも下手くそになっているくせに、凍えるように小刻みに震えているくせに、致死毒を受けているにもかかわらず『思っていたよりしんどくない』などと抜かすのは、こいつが吞気すぎるせいではない。

　芽吹いたからだ。

「──何言っちゃってんの、そいつ」

　振り返る。スーリンが立っていた。

　線虫に脳を食い破られた余波がまだ抜けないのか肩で息をして、子供が放っていいものとは思えない怨えん嗟さを纏まとい恨み声を放った。

「何さっきから綺き麗れいごとばっか言っちゃってんの？　自分だって殺人者なんじゃないの？　１か月もロルゲを生き抜いてきて、誰も殺してないなんて言うわけ??」

　タイル床の上に汗とも涎よだれとも涙とも知れない滴を落とし続けるハチコーは、スーリンの恨み声には反応しない。聞こえているのかどうかもわからない。

　ハチコーの震える唇がぱくぱくと動いて何かを紡ぐ。音にならなくても、それは芽吹きを告げる不穏な二文字であると容易に想像ができた。




「お前みたいな善人面した大人がいっちばん嫌いなんだよ。さっさと堕ちろ、クソ殺人者」




「っ!!」私は咄とつ嗟さにラップトップに手を伸ばした。

　今からでも遅くはない。《種》駆除プログラムをハチコーに適用すれば──そう考えた瞬間、私の肌に分厚い何かが肉薄してきた。視界が回り、気付いたときには私は何者かに両手首を摑つかまれ床に磔はりつけにされていた。

「そっちのおねえちゃんは、《種》、もう取っちゃったんだね。可哀かわい想そうに。それじゃあもう毒がまわっても楽になれないよ？」

　生温かい汁が頰ほおに落ちてくる。

　私は、胃の底から湧き上がる不快感に身を震わせた。

　私を組み敷く傀かい儡らいの男は、だらしなく弛し緩かんした口から家畜みたいな醜い呼吸音を発し涎をしたたらせている。その身体からだは醜く肥え太り、その全身から染み出した汗が私に向かって雨のように降り注いでいた。

　本能的な恐怖が突き上げ、脳を揺らした。

「おねえちゃんにはドクオさんのキスをプレゼントしてあげる。致死毒を受けながら犯されるっていうのも、意外と気持ちいいかもしれないよ──ヤクチュウのおねーちゃん？」

　視界が無数の傀儡たちに埋め尽くされていく。

　肉塊が顎あごを大きく開き、覆おおいかぶさってくる。

　声にならない悲鳴が喉を裂いた。
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　暑かった。

　いや、暑いんじゃない。熱いんだ。

　夢か現うつつかわからない世界で、その熱だけをハッキリと感じていた。

　体温ではない。湿った暑さでもない。肌を焼くような熱さ。痛いくらいの熱。

　イメージするのは、そう。

　炎だ。







　炎がすべてを焼いていた。

　線路も。ホームの椅子も看板も壁も。無数の傀儡たちの醜い身体も。スーリンの矮わい軀くも。

「あ、ああ、ああ…………ああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁ」

　ぶかぶかの赤いコートをなお赤くして、黒化した欠片かけらを地にボロボロと零こぼしていく。

　乾いた熱と赤の光子の乱舞。劫ごう火かの舞踏。

　夢から覚めて身体を起こし、その光景をただ見守るしかない私の耳に、火の這はうチリチリという音に混じってキーボードを叩たたく音が聞こえた。

「燃えろ、雑草」

　その声と。Ｅｎｔｅｒを叩く音も。

「──pyrokinesisパイロキネシス」

　閃せん光こうが世界を包んだ。

　表面温度が一瞬で１０００[image: ]は超えたかと思うほどの爆発。すべての燃焼物は閃光が凪ないだ次の瞬間、燃える景色の中に積もる黒炭と化した。

[image: ]

　陽かげ炎ろうに揺れる男のシルエット。

　とりとめのない輪郭がこちらを振り返る。

「……ハチ……？」

　──ではない。

　首もとまできっちりとしめたボタンとネクタイを煩わしそうに緩める動作も、首が少し前に出た姿勢も、黒のキーボードを提げた長い指先も。そして私を見つめる双眸も、すべてが吞気なんかじゃなかった。

　獰どう猛もうだった。

「ヴォル、フ」

　その名で定義した瞬間、男は口角を眦まなじりに届きそうなほど吊つり上あげた。

　三日月の笑み。

　踵かかとをつぶした革靴が歩み寄って、轟ごう々ごうと燃える炎の中で動けないでいる私の前に立つ。

「《pyrokinesisパイロキネシス》。脳内にある体内電圧のリミッターを外してやりゃあ、誰だって即席の《薪まき》になれる。古くからある人体発火現象の真相は、案外、どっかの誰かがたまたま作ったロルのせいだったのかもしれねぇな──」

　花、花と呻うめいていた傀儡たちも、種を蒔くハッカーも、ただの黒い炭になっていく。

　轟々と唸うなる熱波の中では花も蔦つたも種もいかなる動物たちも生きてはいけない。

　私の喉も焼けつきそうなほど痛い。苦しい。

　三日月だけが遠く、素知らぬ顔して浮かんでいる。

「腑ふ抜ぬけてんじゃねぇぞ、殺人者」

　熱波に肌を焦がされながら、私は世界を支配する三日月を見上げるしかなかった。

「お前は一回死んだ。頭ン中お花畑の男どもに毒漬けにされ犯され抜いて惨めに死んだ。なんでかわかるか？　殺される前に殺さなかったからだ」

　身体が震えた。

　炎に焦がされる身体が、それでも冷たく震えた。

　男が告げた《あったかもしれない結末》を思うだけで怖おぞ気けが奔はしる。

「怖いか？」

　怖い。

「だったら殺せよ、ネコ」

　骨ばった指先が私の顎を持ち上げた。

「お前の世界は変わらない。お前は永遠に変わらない箱の中に閉じこめられているからだ。誰もがお前を殺す世界──誰もがお前に『死ね』と願う箱の中に」

　眼前の男は届かぬ三日月であり、猛獣。

　けれど触れる指の感触は、その体温は、私のひたいにタイピンをつけたあの手と同じで。

　その口は確かに、私に『生き続けて』と告げたのに。

「殺せ」

　今はもう、逆の言葉を紡ぐ。

「俺の脳も犯してみろよ。殺される前に、ぐちゃぐちゃにして殺し尽くせよ。なぁ、箱の中の猫さんよ──」

　あたたかい指先がトリガーを引き。

　冷たく震える身体の中で、炎が燃え立つのを感覚し。




　私の世界はこは暗転した。
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　白い通路。僕は、また彼と対たい峙じしていた。

「助けてくれたことはお礼を言うよ」

「別にお前のことはどうだっていい。機体ハードが壊れたら困るってだけの話だ」

「そう言ってもらえると助かるよ。君に貸しを作らずに済む」

「ハッ」笑いであしらわれる。

　彼はここへ戻ってきてから、ずっと肩を震わせて笑っていた。

「さっきから何がそんなに可笑おかしいんだい？」

　笑い歪ゆがむ顔を片手で覆う彼は、その指の間から眼光を閃ひらめかせてきた。

「なぁ、お前。本気であいつの世界を変えようってのか……？」

「もちろん」

　答えると、堪こらえられなくなったみたいにまた笑い出した。

　笑い声が通路を満たす。尖とがった感情が溢あふれそうになるのを拳を握って堪えて、僕は僕の決意を紡ごうとした。

「僕はこのロルゲを終わらせに行くよ。たとえ君が堤つつみの本心であったとしても、僕はもうこの身体からだに、堤に、これ以上誰かを殺させたくはない──」

「本ッ当に何にもわかっちゃいねぇな」

　笑い声が止やむ。

　ヴォルフは寄りかかっていた壁から背を離した。

「憐あわれな忠犬。同情するぜ」

　こちらへ向けて踏み込む一足。

　その一足だけで彼は僕に肉迫し、大きく開いた獰どう猛もうな爪で僕の顔面を摑つかんだ。

「お前の忠心は報われずに終わる。せいぜい誰かの涙を誘って終わりだ。堤も、蟻ありの巣のハッカーたちも、生きてるか死んでるかわからない箱の中の猫も。誰もお前の理想通りにはならねぇんだよ」

　肌に食い込む爪の先から流れ込むのは燃えるような熱。

　炎の光景。




　消し炭になっていく子供の躰からだ。

　怯おびえたように僕を見上げる黒い少女の姿。

　少女の身体が燃えあがった。

　黒い服も黒い髪も一瞬の劫ごう火かで焼かれ、銀のタイピンだけが地に落ち輝いて。

　記憶の中の僕はそれを拾い上げて、嗤わらっていた。
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『人殺し』

《外》に出た僕をそんな一言が迎えた。

　真っ黒いシルエットが、倒れた僕のことを覗のぞき込んでいる。

『本当に死んだほうがいいのは誰だろうね？』

　それは真っ黒い影シルエツトなんかじゃなかった。

　真っ黒に焼け焦げた子供の姿だった。

「────!!」

　身体を跳ね起こしたとき、子供の姿はもうどこにもなかった。

　幻のようにかき消えてしまった子供を探して左右に首を振るけど、代わりに視界に飛び込んできたのは開きっぱなしになっていた銀のスーツケースと、そのモニターに表示されていた掲示板──スレッド名《連絡板　Part.2》の内容。
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【エリア03769239 - 地下鉄線路にて火災発生】

2016/6/16 12:16ごろ、地下鉄線路エリアにて火災が発生しました。

当該エリアは復旧のためしばらくの間、閉鎖します。

なお火災発生時にエリア内にいた生存者の身柄は救助の対象とし、隣接するバスへ移送しました。あしからずご了承ください。








　──地下鉄線路。火災？

《内》で見せられた炎の光景を蘇よみがえらせたそのとき、僕は僕の手の中に何かが握られていることに気付いた。

　固まった手を開きその中を見る。

　銀のタイピンが握られていた。







　暗闇が覆う通路をひた走る。

　はじまりの日の蟻の巣の中はこんな感じだったのだろうか。闇の中へ飛び込んでいくたび、魔物の喉元に吸い込まれていくような恐れを覚える。

　それでも僕は走った。彼女を探して。

「ネコ！　ネコ、どこだ!?」

　夜目の利かない目で、暗闇に溶けていきそうな黒い少女の姿を必死に探し続けて。

　やがて長い長い通路の向こう──切れかけの蛍光灯の真下に、壁に寄りかかって倒れている少女の姿を見つけた。




　力ない身体を横抱きにかかえ、揺さぶったり頰ほおを軽く叩たたいたりを繰り返す。

　ネコの身体に目立った外傷や異変はない。なのに、閉じられたまぶたの下の頰にはやけに赤みがなく、身体は命のない人形みたいにぐったりと弛し緩かんしきっている。

　最悪の事態が脳裏をよぎった。

「ネコ──目を覚ましてくれ、ネコ!!」




　切れかけの蛍光灯がついたり消えたりを繰り返す。

　光はネコの上で何度も何度も瞬いて。そのせいかネコのまぶたがまぶしさを覚えたように震え始めた。真っ白だった頰に赤みが灯ともり、長いまつ毛が持ちあがって黒い瞳がのぞく。

「ネコ！」

　ネコは緩慢な動作で首を傾かしげて僕を見て、そして。

　その顔を深く青ざめさせた。

「ッ!!」

　僕の胸を強く突き飛ばし後あと退ずさる。

　壁に背をつき、まるで追い詰められたネズミみたいに震えて。

「ヴォル、フ」歯が嚙かみ合わさらない口で、僕をそう呼んだ。

「……！　違うよ、今はハチコーだ。大丈夫だから落ち着いて」

「くるな。噓つきブラフ！」

「え──？」

　怯えた顔が敵意に満ちた表情に変わっていく。

「人格、二重。んなの、噓うそつきと、同じ。結局、ヴォルフも、あんたも、敵!!」

「……ネコ……」




　あの炎の中で、僕は彼女の敵となってしまったのだろう。

　この借り物の手は、間違いなく彼女を殺そうとした。




「──ごめん」

　謝ったってしょうがない。

　わかっていた。けれど。

「でも……これだけは言わせて」

　声と手を大人げなく震わせている僕を見て、少女の敵意がわずかに解けた。




「……生きててくれて、ほんとよかった……」




　僕の安あん堵どを見届けた少女は、もう怯えることも、敵意を向けることもしなかった。

　密ひそかに用意していた銃口ゆびさきを、僕に見えないようゆっくりと片づけていた。











■








430 [image: ]：Daemon 2040/06/16[image: ]12:18:00.00 ID:????????

楊紅花さんが死にました

nP: lqq:zlv:zl:zov 生存時間：804:16:53　殺した数：21人

ご冥福をお祈りいたします








　葬式板は>>430-465を刻む。

　僕とヴォルフの端末には、多額の《ｌｕｌ》の振り込み通知が届いていた。




　ショッピングモールに戻ろうという道すがらおあつらえむきのＴ字路を見つけ、僕はそこで足を止めた。

「それじゃ、僕はここを右へ行くよ」

　左折しようとしていたネコが驚いたように顔を上げ、僕は苦笑した。

「本当はもう少し君のそばにいたかったんだけどね。やっぱり、いつまたヴォルフが君を危険な目に遭わせるかわからないから」

「────」ネコは戸惑ったように視線を泳がせる。

「君は君の決意のままに進んでいい。……いい、とは言いきれないけど。僕はもう君の邪魔にはならないようにする。ただ」

　僕は微笑ほほえんで、別れの言葉に代えて約束した。

「僕はこの蟻の巣を変えてみせるよ。君がこれ以上他人を殺して自分を殺さなくてもいいように、君を取り巻く世界を変えてみせるから」




　闇の中へ向かって歩き出したネコの背中を見送る。

　黒髪の尾っぽが揺れるさまを名残惜しく見つめて、僕も自分の道を歩き出そうとした。

「──おっと」

　危ない危ない。大事なモノを渡しそびれるところだった。

　僕はポケットからタイピンを取り出して、去りゆくネコにもう一度声をかけた。

「おーい、ネコ！　ちょっと待って、髪──」

　ネコがこちらを振り返る。

　その瞬間、僕の脳は強烈な違和感を覚え停止した。




　ネコの前髪は銀のタイピンでキチンと留められていた。




「なに」

「──あ……ええと」

　銀のタイピンをポケットに隠した。

　なぜだろう。このタイピンを、ネコに見られてはいけないような気がして。

「ごめん、なんでもないんだ」




　暗闇が口を開けている。

　僕らはまだまだ、飲みこまれていく。
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